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第１章 調査の概要 

１ 調査の目的 

就労をはじめとする女性の社会参画に関する意識や実態を把握し、奈良県の女性が能力を十分発揮して活躍

できる社会づくりを進めるための施策の検討を行うことを目的に調査を実施した。 

 

２ 調査の実施方法等 

（１）調査対象 

 ・県内に居住する、令和元年９月１日時点で満２０歳以上の男女３,５００人 

（男性１,７５０人、女性１,７５０人） 

 

（２）調査項目 （３８項目） 

 

調査項目 質問項目 

① 就労状況について ・就労状況 

 就労の有無・就労経験・就労形態・年間収入・通勤時間・勤務地 

・配偶者の就労状況 

就労の有無・就労経験・就労形態・年間収入・通勤時間・勤務地 

② 進路選択について ・進学時に影響を受けたもの 

・就職時に影響を受けたもの 

・自分の最終学歴への評価 

・進路選択に満足できなかった理由 

③ 仕事と生活のバランスにつ

いて 

・「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の優先度 

・「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の満足度 

④ 女性の生き方について ・女性の生き方の理想と現実 

⑤ 「仕事」に関する考えについ

て 

有業者 

・自分の働き方 

・自分の職場の様子 

・就労形態・働き方を変えたいか 

女性の無業者 

・今後の就労希望 

・希望する雇用形態 

・希望する職種 

・希望する通勤手段 

・希望する通勤時間 

・就労に上での不安 

・就労にあたっての重視すること 

・収入を得た場合の使い道 

・就労を希望しない理由 

⑥ 固定的性別役割分担意識に

ついて 

・「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方 

 

⑦ 男女の地域や家庭における

役割等について 

・各分野における性別役割の考え 

 

⑧ 男女の地位の平等感につい

て 

・各分野における男女の地位の平等感 
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⑨ 自分が１８歳になるまでの

母親の就労状況について 

・自分が１８歳になるまでの母親の就労状況 

⑩ 社会活動について ・地域活動への参加・関心 

・これまでに行ったことのある社会活動 

・今後行いたい社会活動 

⑪ 今後必要な施策等について ・男女がともに仕事と家庭の両立を実現するために必要なこと 

・女性が職場で活躍するために必要なこと 

・男女がともに活躍できる奈良県にするために、今後行政が力を入れ

るべきこと 

⑫ 回答者の属性 ・性別・年齢・世帯構成・結婚・子どもの人数・末子年齢・居住地域 

⑬ 自由記述意見 ・女性活躍および男女共同参画などに関する自由意見 

 

（３）調査方法  

 郵送法 

 

（４）抽出方法  

 県内市町村から選挙人名簿に基づき無作為抽出（県内市町村から 350地点を系統抽出し、当該地点内か

ら各調査地区の選挙人名簿に基づき調査対象に該当する方を等間隔抽出法により選定） 

 

（５）調査期間  

 令和元年９月１２日（木）～令和元年９月２７日（金） 

 

 配布数 送達不能数 回収数 無効票 有効回答数 有効回答率 

件数 3,500 39 1,444 5 1,439 

男性：517    

女性：903 

無回答：19 

41.1％ 

 

（７）調査結果の表示方法 

① 設問ごとの集計母数は、グラフ中に「Ｎ＝＊＊＊」と表記し、クロス集計のグラフ・数表では、集計

区分ごとの集計母数を「Ｎ＝＊＊＊」と表記している。 

② 集計結果の百分率（％）はすべて、小数点以下第２位を四捨五入した値を表記している。このため、

単数回答設問の選択肢ごとの構成比の見かけ上の合計が 100.0％にならない場合がある。 

③ 複数回答設問では、当該設問に回答すべき回答者数を母数として選択肢ごとにそれぞれ構成比を求

めている。そのため、構成比の合計は通常 100.0％にはならない。 

④ 図表中の表記における「全体」「今回」「R元県調査」は本調査の結果を表している。調査の年度等の

記載の無い図表は今回の調査結果である。 

また、本調査は、質問項目により次の調査結果と比較を行っている。 

 

〇 県調査 

・平成 26年度 女性の社会参加に関する意識調査・・・「前回調査」「H26県調査」と表記 

奈良県が県内に居住する満 20 歳以上の 3,000 人を対象に平成 26 年 5 月～ 6 月に実施した

調査 

（有効回収数 1,410 人、郵送調査） 
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〇 全国調査 

・令和元年度  男女共同参画社会に関する世論調査・・・「R元全国調査」と表記 

国(内閣府)が全国 18 歳以上の日本国籍を有する者 5,000人を対象に令和元年 9月に実施した

調査 

（有効回収数 2,645 人、調査員による個別面接聴取） 

 

・企業等における仕事と生活の調和に関する調査（平成 30 年度）・・・「H30全国調査（企）」と表記 

国(内閣府)が正社員、非正社員、雇用者以外の就労者、非就労者に属する全国 20 代～ 60 代の

男女・計 6,000 人を対象に平成 30 年 8 月に実施した調査 

（インターネットによるモニター調査） 

 

・多様な選択を可能にする学びに関する調査（平成 30 年度）・・・「H30全国調査（多）」と表記 

株式会社創建が、国(内閣府)の委託により全国 22～59歳の男女 6,000 人を対象に平成 30 年 

12 月～平成 31 年 1 月に実施した調査 

（インターネットによるモニター調査） 

 

⑤ 全国調査や前回調査との比較をする図表については、対象を同一にして比較する必要があるため、原

則、今回調査の対象を絞って集計している。 

⑥ 今回結果の調査方法は郵送法であり、調査員による個別面接聴取を実施した令和元年度の全国調査

結果及びインターネットによるモニター調査を実施した平成 30 年度の全国調査結果とは方法や調

査対象が異なるため、結果の単純比較はできないが、本調査目的を達成するための参考データとし

て比較結果を有効活用する。なお、質問の項目については比較対象の調査と合わせている。 

⑦ 就労形態別のクロス集計等における、「非正規職員」「その他」の定義は以下のとおり。 

・「非正規職員」・・・就労形態が「パート・アルバイト」「派遣・嘱託・契約社員」の人 

・「その他」・・・就労形態が「自営業主・家族従業者（起業も含む）」「内職」「その他」の人 

また、本調査と H30全国調査（企）との参考比較においては、以下のとおり対照した。 

［本調査］ ⇔ ［H30全国調査（企）］ 

正規職員  ⇔  正社員 

  非正規職員 ⇔  非正社員 

  その他   ⇔  雇用者以外の就労者 

⑧ 今回の調査結果をまとめるにあたり、下記有識者の協力を得た。 

梅田直美（奈良県立大学地域創造学部 准教授） 

小崎恭弘（大阪教育大学教育学部 准教授） 

多賀太（関西大学文学部 教授） 

筒井淳也（立命館大学産業社会学部 教授）   （五十音順、敬称略） 
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第２章 調査結果 

１ 回答者属性 

（１）性別 

問 12-1 あなたの性別は ※あなたが認識しているご自分の性別を選んでください 

 
性別構成は、「女性」が 62.8％、「男性」が 35.9％である。 

 

図表 性別 

 

（２）年齢 

問 12-2 あなたの年齢はおいくつですか 

 
年齢構成は、「５０歳代」の割合が最も高く 23.2％で、次いで「６０歳代」（23.0％）、「４０歳代」（21.4％）

となっている。 

図表 年齢

  

 

【男女別】 

男女別にみると、女性の５０歳代以下の割合が 66.9％で、男性（60.4％）より 6.5 ポイント高くなってい

る。 

図表 年齢（男女別）

  

N=1,439

35.9%

62.8%

1.3%

男性

女性

無回答

２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０歳以上 無回答

全体（N=1,439） 6.9% 12.5% 21.4% 23.2% 23.0% 12.4%

0.6%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

女性（N=903）

男性（N=517）

7.3%

6.4%

13.0%

11.8%

22.5%

20.1%

24.1%

22.1%

22.1%

24.2%

10.9%

15.5%

0.1%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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（３）世帯構成 

問 12-3 あなたのご家庭の世帯構成は次のうちどれですか 

 
世帯構成は、「二世代世帯（親と子）」の割合が最も高く 51.9％で、次いで「一世代世帯（夫婦だけ）」（24.8％）、

「三世代世帯（親と子と孫）」（14.0％）となっている。 

 

図表 世帯構成 

 

 

【男女別】 

男女別には大きな差はみられない。 

図表 世帯構成（男女別）

 

【年代別】 

年代別に世帯構成をみると、２０歳代から５０歳代にかけて「二世代世帯（親と子）」が過半数を占める。

５０歳代以降「一世代世帯（夫婦だけ）」「一人暮らし」の割合が高くなっている。 

 

図表 世帯構成（年代別） 

 

  

一人暮らし
一世代世帯

（夫婦だけ）

二世代世帯

（親と子）

三世代世帯

（親と子と孫）

その他の

世帯
無回答

全体（N=1,439） 7.3% 24.8% 51.9% 14.0% 1.0%

1.0%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

女性（N=903）

男性（N=517）

6.5%

8.7%

24.3%

26.3%

53.5%

49.7%

14.3%

13.9%

0.9%

1.2%

0.6%

0.2%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

２０歳代（N=99）

３０歳代（N=180）

４０歳代（N=308）

５０歳代（N=334）

６０歳以上（N=509）

8.1%

5.0%

3.9%

5.1%

11.6%

8.1%

11.7%

9.4%

23.1%

43.6%

53.5%

71.1%

66.6%

56.6%

33.8%

28.3%

11.7%

19.5%

13.8%

9.2%

2.0%

1.5%

1.4%

0.6%

0.6%

0.4%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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（４）結婚 

問 12-4 あなたは、結婚（婚姻の届出のない事実婚を含む）されていますか 

 
結婚の状況は、「結婚している」割合が 73.5％、「結婚していた（配偶者と離婚・死別等）」割合が 7.6％で、

「未婚」の割合は 17.6％となっている。 

 

図表 結婚 

 

  

【男女別】 

男女別に結婚の状況をみると、結婚経験のある人の割合（「結婚している」と「結婚していた（配偶者と離

婚・死別等）」の計）は女性で 83.5％、男性で 78.9％となっている。 

 

図表 結婚（男女別）

  

【年代別】 

年代別に結婚の状況をみると、結婚経験のある人の割合は年代が上がると増加している。 

 

図表 結婚（年代別）

 

  

未婚 結婚している

結婚していた

（配偶者と

離婚・死別等）

無回答

全体（N=1,439） 17.6% 73.5% 7.6%

1.3%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

女性（N=903）

男性（N=517）

16.1%

20.5%

75.1%

72.3%

8.4%

6.6%

0.4%

0.6%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

２０歳代（N=99）

３０歳代（N=180）

４０歳代（N=308）

５０歳代（N=334）

６０歳以上（N=509）

82.8%

35.0%

18.8%

9.9%

3.3%

17.2%

61.7%

72.7%

83.2%

84.1%

2.8%

8.1%

6.3%

11.6%

0.6%

0.3%

0.6%

1.0%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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（５）子どもの人数 

問 12-5 ①あなたは、お子さんが何人おられますか（別居を含む） 

 
子どもの人数は、「２人」の割合が最も高く 42.8％で、次いで「３人」（16.0％）「１人」（12.9％）となって

いる。「０人」（子どもがいない）は 15.8％となっている。 

 

図表 子どもの人数 

 

 

０人 １人 ２人 ３人 ４人以上 無回答

全体（N=1,439） 15.8% 12.9% 42.8% 16.0% 2.2% 10.3%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %



8 

 

（６）末子年齢 

問 12-5 ② お子さんがおられる場合、一番下のお子さんは、次のうちどれにあてはまりますか 

 
末子年齢は、「それ以外」の割合が最も高く 56.0％で、次いで「小学生」（9.0％）、「高校生」（7.6％）とな

っている。 

 

図表 末子年齢 

 

  

【年代別】 

年代別に末子年齢をみると、３０歳代では「３歳未満」の割合が最も高く 52.4％で、次いで「３歳以上就学

前」（31.4％）、４０歳代では「小学生」の割合が最も高く 32.6％で、次いで「中学生」（20.4％）、「高校生」

（17.6％）、「３歳以上就学前」（14.0％）、５０歳代では「それ以外」の割合が最も高く 54.7％、次いで「大学

生、専門・専修学校生」（18.2％）、「高校生」（15.1％）となっており、６０歳以上では「それ以外」の割合が

高くなっている（94.3％）。 

図表 末子年齢（年代別） 

 

  

３歳未満
３歳以上

就学前
小学生 中学生 高校生

大学生、

専門・

専修

学校生

それ以外 無回答

全体（N=1,064） 7.0% 6.1% 9.0% 6.3% 7.6% 6.6% 56.0% 1.4%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

２０歳代（N=9）

３０歳代（N=105）

４０歳代（N=221）

５０歳代（N=258）

６０歳以上（N=471）

100.0%

52.4%

4.5%

31.4%

14.0%

0.4%

14.3%

32.6%

3.1%

0.2%

1.9%

20.4%

7.0%

0.4%

17.6%

15.1%

0.6%

5.4%

18.2%

2.3%

5.0%

54.7%

94.3%

0.5%

1.6%

2.1%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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（７）居住地域 

問 12-6 あなたのお住まいは、どちらですか 

 
居住地域構成は、「県北地域」の割合が最も高く 52.6％で、次いで「県央地域」（38.4％）、「県南地域」（4.9％）、

「県東地域」（2.4％）となっている。 

 

図表 居住地域 

 

【男女別】 

男女別には大きな差はみられない。 

図表 居住地域（男女別） 

【年代別】 

年代別には大きな差はみられない。 

図表 居住地域（年代別）

 

     

県北地域 県央地域 県東地域 県南地域 無回答

全体（N=1,439） 52.6% 38.4%

2.4%

4.9%

1.8%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

女性（N=903）

男性（N=517）

52.6%

53.6%

40.0%

35.8%

2.4%

2.3%

3.7%

7.2%

1.3%

1.2%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

２０歳代（N=99）

３０歳代（N=180）

４０歳代（N=308）

５０歳代（N=334）

６０歳以上（N=509）

51.5%

50.0%

54.9%

52.1%

53.6%

35.4%

40.0%

37.0%

42.8%

36.9%

3.0%

2.8%

4.9%

2.1%

0.8%

7.1%

5.0%

2.3%

2.1%

7.9%

3.0%

2.2%

1.0%

0.9%

0.8%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

県北地域
奈良市、大和郡山市、天理市、生駒市、平郡町、三郷町、斑鳩町、
安堵町

県央地域
大和高田市、橿原市、桜井市、御所市、香芝市、葛城市、川西町、
三宅町、田原本町、高取町、明日香村、上牧町、王寺町、広陵町、
河合町

県東地域 宇陀市、山添村、曽爾村、御杖村

県南地域
五條市、吉野町、大淀町、下市町、黒滝村、天川村、野迫川村、
十津川村、下北山村、上北山村、川上村、東吉野村
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２ 就労状況について 

（１）就労の有無 

問１ あなたの就業状況についてうかがいます。 

 配偶者がいらっしゃる場合、分かる範囲であなたの配偶者についてもお答えください。 

 （○はそれぞれ１つずつ） 

  ① あなたは 

  ② 配偶者は 

 
現在、働いている人の割合は 69.2％となっている。 

前回調査と比較して大きな変化はみられない。 

 

 

図表 就労の有無 

 

 

【男女別】 

男女別に働いている人の割合をみると、女性はその割合が 64.1％で男性に比べて 14.4ポイント低くなって

おり、前回調査に比べ 3.6ポイント増加した。 

 

 

図表 就労の有無（男女別） 

  
  

働いている 働いていない 無回答

H26女性の社会参加に関する意識調査

R元県調査（N=1,439）

H26県調査（N=1,410）

69.2%

70.6%

30.1%

28.9%

0.7%

0.5%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

女性・R元県調査（N=903）

女性・H26県調査（N=848）

男性・R元県調査（N=517）

男性・H26県調査（N=562）

64.1%

60.5%

78.5%

85.9%

35.2%

39.5%

21.1%

12.8%

0.7%

0.4%

1.2%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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【男女別・年代別】 

男女別・年代別に働いている人の割合をみると、２０歳代では男女間に大きな差はみられないが、３０歳代

では女性（73.5％）は男性に比べて 19.9 ポイント低く、４０歳代以降も 10 ポイント以上の差が開いている。 

 

図表 就労の有無（男女別・年代別） 

 

 

 

  

働いている 働いていない 無回答

［女性］ ２０歳代（N=66）

３０歳代（N=117）

４０歳代（N=203）

５０歳代（N=218）

６０歳以上（N=298）

［男性］ ２０歳代（N=33）

３０歳代（N=61）

４０歳代（N=104）

５０歳代（N=114）

６０歳以上（N=205）

84.8%

73.5%

76.4%

82.1%

34.2%

15.2%

26.5%

23.6%

17.0%

64.4%

0.9%

1.3%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

81.8%

93.4%

93.3%

93.0%

58.0%

18.2%

6.6%

4.8%

7.0%

42.0%

1.9%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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【女性・子どもの有無別】 

女性において、子どもの有無別に働いている人の割合をみると、子どもがいる人は 58.3％で子どもがいな

い人に比べて 27.0ポイント低くなっている。 

 

図表 就労の有無（女性・子どもの有無別） 

 

 

  

【女性・末子年齢別】 

女性において、末子年齢別に働いている人の割合をみると、「３歳以上就学前」（58.5％）では割合が減少する

ものの、「小学生」（70.8％）以降割合は増加し、「大学生、専門・専修学校生」で 81.4％となっている。 

 

図表 就労の有無（女性・末子年齢別） 

 
  

働いている 働いていない 無回答

子どもがいる（N=693）

子どもがいない（N=136）

58.3%

85.3%

41.0%

14.7%

0.7%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

３歳未満（N=48）

３歳以上就学前（N=41）

小学生（N=65）

中学生（N=53）

高校生（N=49）

大学生、専門・専修学校生
（N=43）

それ以外（N=386）

64.6%

58.5%

70.8%

73.6%

79.6%

81.4%

48.2%

35.4%

41.5%

29.2%

26.4%

20.4%

18.6%

50.5% 1.3%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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■配偶者 

男女別に配偶者が働いている人の割合をみると、男性の配偶者は 59.9％で、女性の配偶者に比べると 12.4

ポイント低くなっている。 
 

 

 

 

図表 配偶者の就労の有無（男女別） 

 

  

働いている 働いていない 無回答

女性の配偶者（N=678）

男性の配偶者（N=374）

72.3%

59.9%

24.5%

38.2%

3.2%

1.9%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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（２）就労経験 

問１①または②で「働いていない」と回答された方のみお答えください 

問１ あなたの就業状況についてうかがいます。 

 配偶者がいらっしゃる場合、分かる範囲であなたの配偶者についてもお答えください。 

 （○はそれぞれ１つずつ） 

  ①-1 以前はいかがでしたか（あなた） 

  ②-1 以前はいかがでしたか（配偶者） 
 
現在働いていない人が「以前は働いていた」割合は 87.5％となっている。 

前回調査に比べて大きな変化はみられない。 

 

図表 就労経験 

 

 

【男女別】 

男女別に現在働いていない人が「以前は働いていた」割合をみると、女性は 88.4％で男性に比べて 3.1 ポ

イント高くなっている。 

 

図表 就労経験（男女別）

 

■配偶者 

 
 男女別に現在働いていない配偶者の以前の就労経験の割合をみると、男性の配偶者は 83.2％で、女性の配

偶者に比べると 10.2ポイント低い。 

 

図表 配偶者の就労経験（男女別）

  

以前は働いていた 働いた経験はない 無回答

H26女性の社会参加に関する意識調査

R元県調査（N=433）

H26県調査（N=407）

87.5%

89.2%

7.9%

8.4%

4.6%

2.5%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

女性（N=318）

男性（N=109）

88.4%

85.3%

7.9%

7.3%

3.8%

7.3%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

女性の配偶者（N=166）

男性の配偶者（N=143）

93.4%

83.2%

0.6%

7.0%

6.0%

9.8%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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（３）就労形態 

問１①または②で「働いている」と回答された方のみお答えください 

問１ あなたの就業状況についてうかがいます。 

 配偶者がいらっしゃる場合、分かる範囲であなたの配偶者についてもお答えください。 

 （○はそれぞれ１つずつ） 

  ③-1 あなたの就業形態は 

  ④-1 配偶者の就業形態は 
 
働いている人の就労形態は、「正規職員」の割合が最も高く 47.2％で、次いで「パート・アルバイト」（30.9%）、

「自営業主・家族従事者（起業も含む）」（10.6%）となっている。 

前回調査と比較して大きな差はみられない。 

 

図表 就労形態 

 

  

【男女別】 

男女別に就労形態をみると、女性では「正規職員」の割合（37.8％）が男性に比べて 22.3 ポイント低く、

「パート・アルバイト」の割合（43.9％）が男性に比べて 31.6ポイント高くなっている。 

 

図表 就労形態（男女別） 

 

 

  

正規職員
パート・

アルバイト

派遣・嘱託

・契約社員

自営業主・

家族従事者

（起業も含む）

内職 その他 無回答

H26女性の社会参加に関する意識調査

R元県調査（N=996）

H26県調査（N=996）

47.2%

46.1%

30.9%

27.0%

8.4%

6.6%

10.6%

11.5%

0.2%

0.9%

1.5%

6.7%

1.1%

1.1%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

正規職員
パート・

アルバイト

派遣・嘱託

・契約社員

自営業主・

家族従事者

（起業も含む）

内職 その他 無回答

女性（N=579）

男性（N=406）

37.8%

60.1%

43.9%

12.3%

7.8%

9.6%

7.4%

15.5%

0.3% 1.4%

1.7%

1.4%

0.7%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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【男女別・年代別】 

男女別・年代別に就労形態をみると、女性は年代が高くなるほど「パート・アルバイト」の割合が高く、「正

規職員」の割合が低くなるのに対して、男性は２０歳代から５０歳代にかけて「正規職員」の割合が安定して

いる。 

 

図表 就労形態（男女別・年代別） 

 

 

【女性・子どもの有無別】 

女性において、子どもの有無別に就労形態をみると、子どもがいる人は、子どものいない人に比べて「正規

職員」の割合（29.2％）が 29.4ポイント低くなっており、「パート・アルバイト」の割合（51.7％）が 28.4ポ

イント高くなっている。 

 

図表 就労形態（女性・子どもの有無別） 

 

  

正規職員
パート・

アルバイト

派遣・嘱託

・契約社員

自営業主・

家族従事者

（起業も含む）

内職 その他 無回答

［女性］ ２０歳代（N=56）

３０歳代（N=86）

４０歳代（N=155）

５０歳代（N=179）

６０歳以上（N=102）

［男性］ ２０歳代（N=27）

３０歳代（N=57）

４０歳代（N=97）

５０歳代（N=106）

６０歳以上（N=119）

75.0%

52.3%

41.3%

31.8%

9.8%

16.1%

34.9%

43.2%

49.7%

57.8%

7.1%

8.1%

9.0%

8.4%

4.9%

1.8%

2.3%

3.9%

7.8%

19.6%

2.0%

1.2%

0.6%

1.1%

3.9%

1.2%

1.9%

1.1%

2.0%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

63.0%

77.2%

75.3%

75.5%

25.2%

33.3%

10.5%

5.2%

2.8%

22.7%

3.7%

5.3%

5.2%

4.7%

21.0%

3.5%

13.4%

15.1%

26.9%

1.8%

0.9%

4.2%

1.8%

1.0%

0.9%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

子どもがいる（N=404）

子どもがいない（N=116）

29.2%

58.6%

51.7%

23.3%

6.2%

12.9%

9.4%

4.3%

0.5% 1.7%

0.9%

1.2%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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■配偶者 
 
男女別に配偶者の就労形態をみると、男性の配偶者は、女性の配偶者に比べて「正規職員」の割合（28.6％）

が 40.2ポイント低く、「パート・アルバイト」の割合（46.9％）が 41.2ポイント高くなっている。 

 

 

 

図表 配偶者の就労形態（男女別） 

 

  

正規職員
パート・

アルバイト

派遣・嘱託

・契約社員

自営業主・

家族従事者

（起業も含む）

内職 その他 無回答

女性の配偶者（N=490）

男性の配偶者（N=224）

68.8%

28.6%

5.7%

46.9%

7.3%

6.3%

15.7%

13.4% 2.2%

1.2%

0.9%

1.2%

1.8%
0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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（４）年間収入 

問１①または②で「働いている」と回答された方のみお答えください 

問１ あなたの就業状況についてうかがいます。 

 配偶者がいらっしゃる場合、分かる範囲であなたの配偶者についてもお答えください。 

 （○はそれぞれ１つずつ） 

 ※ 収入は、自営業の場合には売上金額、会社員や公的年金収入の方の場合には源泉徴収額（所得税等）や 

  社会保険料等を差し引く前の額で、源泉徴収票の支払金額欄に記載されている額です。 

  ③-2 あなたの年間の収入※は 

  ④-2 配偶者の年間の収入※は 
 
働いている人の年間収入は、「１００万円未満」の割合が最も高く 21.8％で、次いで「１００～２００万円

未満」（19.1％）、「２００～３００万円未満」（15.9％）となっている。２００万円未満計が 40.9％となってい

る。 

 

 

 

図表 年間収入 

 

 

【男女別】 

男女別に年間収入をみると、女性は男性に比べて、２００万円未満計の割合（54.2％）が 32.8 ポイント高

く、「６００万円以上」の割合（4.3％）が 22.3ポイント低くなっている。 

 

図表 年間収入（男女別） 

 

  

  

１００万円

未満

１００～

２００万円

未満

２００～

３００万円

未満

３００～

４００万円

未満

４００～

６００万円

未満

６００万円

以上
無回答

全体（N=996） 21.8% 19.1% 15.9% 13.0% 14.6% 13.9% 1.9%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

１００万円

未満

１００～

２００万円

未満

２００～

３００万円

未満

３００～

４００万円

未満

４００～

６００万円

未満

６００万円

以上
無回答

女性（N=579）

男性（N=406）

30.9%

8.6%

23.3%

12.8%

17.3%

14.3%

11.1%

16.0%

11.1%

20.0%

4.3%

26.6%

2.1%

1.7%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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【男女別・年代別】 

男女別・年代別に年間収入をみると、２０歳代から５０歳代にかけて女性では２００万円未満計の割合が高

くなるのに対して、男性は「６００万円以上」の割合が高くなっている。 

 

図表 年間収入（男女別・年代別） 

 

 

【女性・子どもの有無別】 

女性において、子どもの有無別に年間収入をみると、子どもがいる人は、子どものいない人に比べて２００

万円未満計の割合（62.6％）が 30.7ポイント高くなっている。 

 

図表 年間収入（女性・子どもの有無別） 

  

  

１００万円

未満

１００～

２００万円

未満

２００～

３００万円

未満

３００～

４００万円

未満

４００～

６００万円

未満

６００万円

以上
無回答

［女性］ ２０歳代（N=56）

３０歳代（N=86）

４０歳代（N=155）

５０歳代（N=179）

６０歳以上（N=102）

［男性］ ２０歳代（N=27）

３０歳代（N=57）

４０歳代（N=97）

５０歳代（N=106）

６０歳以上（N=119）

17.9%

23.3%

25.2%

31.8%

52.0%

16.1%

18.6%

26.5%

21.2%

30.4%

37.5%

19.8%

18.7%

15.6%

4.9%

25.0%

15.1%

12.3%

7.3%

4.9%

1.8%

22.1%

11.0%

14.0%

2.0%

5.2%

8.4%

2.0%

1.8%

1.2%

1.3%

1.7%

3.9%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

14.8%

7.0%

5.2%

3.8%

15.1%

18.5%

8.8%

4.1%

6.6%

26.1%

29.6%

19.3%

9.3%

6.6%

19.3%

22.2%

28.1%

18.6%

8.5%

13.4%

11.1%

21.1%

27.8%

21.7%

13.4%

15.8%

34.0%

50.9%

10.1%

3.7%

1.0%

1.9%

2.5%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

子どもがいる（N=404）

子どもがいない（N=116）

39.1%

11.2%

23.5%

20.7%

12.4%

29.3%

9.4%

18.1%

10.1%

13.8%

4.0%

6.9%

1.5%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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【男女別・就労形態別】 

男女別・就労形態別に年間収入をみると、女性の正規職員では「６００万円以上」の割合（10.5％）が男性・

正規職員に比べて 28.4ポイント低くなっているなど、同じ就労形態でも性別間の差がみられる。 

 

図表 年間収入（男女別・就労形態別） 

 

  

 

■配偶者 

 
男女別に配偶者の年間収入をみると、男性の配偶者は、女性の配偶者に比べて２００万円未満計の割合

（64.3％）が 52.0ポイント高くなっている。 

 

  

図表 配偶者の年間収入（男女別） 

 

  

１００万円

未満

１００～

２００万円

未満

２００～

３００万円

未満

３００～

４００万円

未満

４００～

６００万円

未満

６００万円

以上
無回答

女性・正規職員（N=219）

女性・非正規職員（N=299）

女性・その他（N=53）

男性・正規職員（N=244）

男性・非正規職員（N=89）

男性・その他（N=70）

1.4%

47.2%

60.4%

5.9%

37.5%

15.1%

28.3%

10.7%

7.5%

25.6%

1.3%

7.5%

26.5%

1.7%

1.9%

10.5%

0.3%

1.9%

1.8%

1.3%

5.7%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

0.8%

24.7%

12.9%

4.1%

28.1%

24.3%

11.5%

20.2%

15.7%

17.2%

13.5%

15.7%

26.6%

10.1%

10.0%

38.9%

1.1%

17.1%

0.8%

2.2%

4.3%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

１００万円

未満

１００～

２００万円

未満

２００～

３００万円

未満

３００～

４００万円

未満

４００～

６００万円

未満

６００万円

以上
無回答

女性の配偶者（N=490）

男性の配偶者（N=224）

4.7%

37.5%

7.6%

26.8%

13.9%

12.1%

15.9%

8.0%

27.3%

8.9%

27.6%

4.0%

3.1%

2.7%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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（５）通勤時間 

問１①または②で「働いている」と回答された方のみお答えください 

問１ あなたの就業状況についてうかがいます。 

 配偶者がいらっしゃる場合、分かる範囲であなたの配偶者についてもお答えください。 

 （○はそれぞれ１つずつ） 

  ③-3 あなたの通勤時間（片道） 

  ④-3 配偶者の通勤時間（片道） 
 
働いている人の通勤時間は、「３０分以内」の割合が最も高く 58.8％で、次いで「１時間以内」（25.4％）、

「１時間半以内」（9.2％）となっている。 

 

図表 通勤時間 

 

  

【男女別】 

男女別に通勤時間をみると、女性では「３０分以内」の割合（66.3％）が男性に比べて 17.8 ポイント高く

なっている。 

 

図表 通勤時間（男女別） 

 

 

   

３０分以内 １時間以内
１時間半

以内

１時間半

越え
無回答

全体（N=996） 58.8% 25.4% 9.2%

2.2%

4.3%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

３０分以内 １時間以内
１時間半

以内

１時間半

越え
無回答

女性（N=579）

男性（N=406）

66.3%

48.5%

21.2%

31.0%

6.9%

12.8%

1.0%

3.7%

4.5%

3.9%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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【女性・子どもの有無別】 

女性において、子どもの有無別に通勤時間をみると、子どもがいる人は、子どものいない人に比べて「３０

分以内」の割合（76.2％）が 37.4ポイント高くなっている。 

 

図表 通勤時間（女性・子どもの有無別） 

   

３０分以内 １時間以内
１時間半

以内

１時間半

越え
無回答

子どもがいる（N=404）

子どもがいない（N=116）

76.2%

38.8%

15.8%

37.1%

2.7%

18.1%

0.5%

2.6%

4.7%

3.4%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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【女性・末子年齢別】 

女性において、末子年齢別に通勤時間をみると、末子年齢を問わず「３０分以内」の割合が多数を占めてい

る。 

 

図表 通勤時間（女性・末子年齢別） 

 

 
■配偶者 
 
男女別に配偶者の通勤時間をみると、男性の配偶者は、女性の配偶者に比べ「３０分以内」の割合（74.1％）

が 33.7ポイント高くなっている。 

 

図表 配偶者の通勤時間（男女別） 

 

 

  

３０分以内 １時間以内
１時間半

以内

１時間半

越え
無回答

３歳未満（N=31）

３歳以上就学前（N=24）

小学生（N=46）

中学生（N=39）

高校生（N=39）

大学生、専門・専修学校生
（N=35）

それ以外（N=186）

67.7%

79.2%

80.4%

74.4%

84.6%

77.1%

75.3%

16.1%

12.5%

13.0%

17.9%

15.4%

11.4%

17.7%

12.9%

4.2%

4.3%

2.6%

2.9%

1.1%

2.6%

2.9%

3.2%

4.2%

2.2%

2.6%

5.7%

5.9%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

３０分以内 １時間以内
１時間半

以内

１時間半

越え
無回答

女性の配偶者（N=490）

男性の配偶者（N=224）

40.4%

74.1%

34.3%

14.7%

13.3%

3.1%

3.9%

1.3%

8.2%

6.7%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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（６）勤務地 

問１①または②で「働いている」と回答された方のみお答えください 

問１ あなたの就業状況についてうかがいます。 

 配偶者がいらっしゃる場合、分かる範囲であなたの配偶者についてもお答えください。 

 （○はそれぞれ１つずつ） 

  ③-4 あなたの勤務地はどちらですか 

  ④-4 配偶者の勤務地はどちらですか 
 
働いている人の勤務地は、「奈良県内（居住していない市町村）」の割合が最も高く 34.9％で、次いで「居住

市町村（自宅外）」（31.4％）、「奈良県外」（23.9％）となっている。 

 

 

図表 勤務地 

 

 

 

【男女別】 

男女別に勤務地をみると、女性は男性に比べて「居住市町村（自宅外）」の割合（36.1％）が 11.7ポイント

高く、「奈良県外」の割合（31.0％）が女性に比べて 12.3ポイント低くなっている。 

 

図表 勤務地（男女別） 

 

  

【女性・子どもの有無別】 

女性において、子どもの有無別に勤務地をみると、子どもがいる人は、子どもがいない人に比べて「居住市

町村（自宅外）」の割合（43.3％）が 26.1ポイント高く、「奈良県外」の割合（34.5％）が 21.1ポイント低く

なっている。 

 

図表 勤務地（女性・子どもの有無別）

 

自宅
居住市町村

（自宅外）

奈良県内

（居住していない

市町村）

奈良県外 無回答

全体（N=996） 7.5% 31.4% 34.9% 23.9% 2.2%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

女性（N=579）

男性（N=406）

6.9%

8.6%

36.1%

24.4%

35.4%

34.7%

18.7%

31.0%

2.9%

1.2%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

子どもがいる（N=404）

子どもがいない（N=116）

8.4%

3.4%

43.3%

17.2%

32.4%

42.2%

13.4%

34.5%

2.5%

2.6%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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■配偶者 
 
男女別に配偶者の通勤地をみると、男性の配偶者は、女性の配偶者に比べて「居住市町村（自宅外）」の割

合（46.0％）が 27.8ポイント高く、「奈良県外」の割合（39.6％）が 26.2ポイント高くなっている。 

 

 

図表 配偶者の勤務地（男女別）

 

 

  

自宅
居住市町村

（自宅外）

奈良県内

（居住していない

市町村）

奈良県外 無回答

女性の配偶者（N=490）

男性の配偶者（N=224）

7.6%

12.5%

18.2%

46.0%

32.0%

27.2%

39.6%

13.4%

2.7%

0.9%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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３ 進路選択について 

（１）進学時に影響を受けたもの 

問 2-1 あなたは、職業・進路について何から影響を受けましたか。それぞれの時期において影響を受け

た人や物を３つまで教えてください。（各時期につき○は３つまで） 

  （１）大学・短大・専門学校への進学時 

 
大学・短大・専門学校への進学時に影響を与えたものは、「その他、自分で調べた情報」の割合が最も高く

21.9％で、次いで「学校の先生」（20.2％）、「母親」（19.5％）となっている。 

【男女別】 

男女別に大学・短大・専門学校への進学時に影響を与えたものをみると、女性では「母親」（23.1％）の割

合が男性に比べて 9.6 ポイント高く、男性では「父親」（19.0％）の割合が女性に比べて 5.6 ポイント高くな

っている。 

【年代別】 

年代別に大学・短大・専門学校への進学時に影響を与えたものをみると、概ね年代が若いほど「母親」「本、

テレビ、インターネットで知った情報」の割合が高くなっている。 

 

図表 進学時に影響を受けたもの（男女別） 

  

父親

母親

兄弟姉妹

その他の家族・親族

友人や先輩

学校の先生

塾や習い事など、
学校以外での先生

学校での職場体験

学校外での体験

本、テレビ、インターネット
で知った情報

その他、自分で調べた情報

その他

大学・短大・専門学校へ進学していない
／就職したことはない

無回答

15.4%

19.5%

5.6%

4.9%

13.3%

20.2%

3.1%

1.6%

3.3%

6.7%

21.9%

2.6%

11.0%

22.2%

13.4%

23.1%

7.9%

5.1%

14.0%

21.6%

3.2%

1.9%

3.5%

6.8%

20.9%

1.9%

12.2%

19.2%

19.0%

13.5%

1.7%

4.6%

12.6%

18.2%

2.9%

1.0%

2.9%

6.4%

23.4%

3.7%

9.5%

26.5%

0 % 10 % 20 % 30 %

全体（N=1,439）

女性（N=903）

男性（N=517）
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図表 進学時に影響を受けたもの（年代別）

 

父親

母親

兄弟姉妹

その他の家族・親族

友人や先輩

学校の先生

塾や習い事など、
学校以外での先生

学校での職場体験

学校外での体験

本、テレビ、インターネット
で知った情報

その他、自分で調べた情報

その他

大学・短大・専門学校へ進学していない
／就職したことはない

無回答

15.4%

19.5%

5.6%

4.9%

13.3%

20.2%

3.1%

1.6%

3.3%

6.7%

21.9%

2.6%

11.0%

22.2%

15.2%

29.3%

4.0%

3.0%

15.2%

23.2%

6.1%

2.0%

8.1%

18.2%

23.2%

1.0%

9.1%

12.1%

20.6%

26.1%

10.0%

5.0%

11.1%

15.6%

6.7%

3.9%

6.7%

15.0%

31.1%

2.8%

8.3%

10.6%

14.6%

20.5%

5.5%

3.6%

15.3%

21.4%

3.2%

1.3%

2.9%

6.5%

28.6%

3.2%

10.4%

15.9%

15.9%

15.6%

5.4%

6.3%

15.9%

24.3%

3.3%

2.1%

2.7%

4.5%

20.1%

3.3%

13.5%

16.2%

13.8%

17.3%

4.5%

5.3%

11.2%

17.9%

1.0%

0.6%

1.8%

3.1%

15.5%

2.0%

11.4%

35.4%

0 % 10 % 20 % 30 % 40 %

全体（N=1,439）

２０歳代（N=99）

３０歳代（N=180）

４０歳代（N=308）

５０歳代（N=334）

６０歳以上（N=509）
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【全国比較】 

全国調査と比較すると、奈良県では「学校の先生」（+11.2ポイント）や「その他、自分で調べた情報」（+10.1

ポイント）の割合が高く、「大学・短大・専門学校へ進学していない／就職したことはない」（-15.0ポイント）

の割合が低くなっている。 

両親からの影響については、「父親」の割合は全国と同程度で、「母親」の割合は全国に比べ 4.0ポイント高

くなっている。 

 

 

図表 進学時に影響を受けたもの（全国比較） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

父親

母親

兄弟姉妹

その他の家族・親族

友人や先輩

学校の先生

塾や習い事など、
学校以外での先生

学校での職場体験

学校外での体験

本、テレビ、インターネット
で知った情報

その他、自分で調べた情報

その他

大学・短大・専門学校へ進学していない
／就職したことはない

無回答

16.3%

20.7%

6.2%

4.8%

14.7%

21.5%

4.2%

2.2%

4.1%

8.7%

25.4%

2.9%

11.0%

14.5%

16.6%

16.7%

5.5%

2.5%

9.7%

10.3%

2.6%

1.6%

4.0%

7.9%

15.3%

13.2%

26.0%

0.0%

0 % 10 % 20 % 30 %

R元県調査（20～59歳）（N=921）

H30全国調査（多）（N=6,000）
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（２）就職時に影響を受けたもの 

問 2-1 あなたは、職業・進路について何から影響を受けましたか。それぞれの時期において影響を受け

た人や物を３つまで教えてください。（各時期につき○は３つまで） 

  （２）就職時 

 
就職時に影響を受けたものは、「その他、自分で調べた情報」の割合が最も高く 31.1％で、次いで「学校の

先生」（21.9％）、「父親」（19.9％）となっている。 

【男女別】 

男女別に就職時に影響を受けたものをみると、割合としてはわずかであるものの、女性では「学校での職場

体験」（6.4％）の割合が男性に比べて 4.5ポイント高くなっている。 

【年代別】 

年代別に就職時に影響を受けたものをみると、年代が若くなるほど概ね「本、テレビ、インターネットで知

った情報」「母親」の割合が高く、「学校の先生」「父親」の割合が低くなっている。 

 

 

図表 就職時に影響を受けたもの（男女別） 

 

  

父親

母親

兄弟姉妹

その他の家族・親族

友人や先輩

学校の先生

塾や習い事など、
学校以外での先生

学校での職場体験

学校外での体験

本、テレビ、インターネット
で知った情報

その他、自分で調べた情報

その他

大学・短大・専門学校へ進学していない
／就職したことはない

無回答

19.9%

17.4%

5.1%

9.2%

18.1%

21.9%

1.3%

4.7%

6.5%

7.2%

31.1%

4.9%

2.2%

9.5%

16.5%

18.9%

5.1%

8.0%

18.1%

23.1%

1.6%

6.4%

7.1%

7.3%

31.3%

5.1%

2.4%

9.5%

26.1%

14.7%

4.8%

11.6%

18.8%

20.1%

0.8%

1.9%

5.8%

7.2%

30.9%

4.4%

1.7%

8.5%

0 % 10 % 20 % 30 % 40 %

全体（N=1,439）

女性（N=903）

男性（N=517）
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図表 就職時に影響を受けたもの（年代別）

  

父親

母親

兄弟姉妹

その他の家族・親族

友人や先輩

学校の先生

塾や習い事など、
学校以外での先生

学校での職場体験

学校外での体験

本、テレビ、インターネット
で知った情報

その他、自分で調べた情報

その他

大学・短大・専門学校へ進学していない
／就職したことはない

無回答

19.9%

17.4%

5.1%

9.2%

18.1%

21.9%

1.3%

4.7%

6.5%

7.2%

31.1%

4.9%

2.2%

9.5%

15.2%

20.2%

2.0%

8.1%

18.2%

13.1%

0.0%

7.1%

13.1%

19.2%

31.3%

6.1%

6.1%

9.1%

16.1%

18.3%

3.3%

5.6%

23.3%

18.9%

1.1%

7.2%

8.3%

16.1%

35.6%

5.6%

1.1%

7.2%

17.5%

17.2%

5.8%

6.2%

16.6%

17.9%

1.0%

2.9%

7.1%

9.4%

39.9%

6.5%

1.0%

5.5%

19.8%

15.3%

3.3%

7.8%

20.1%

22.2%

1.8%

3.3%

6.0%

4.2%

33.8%

5.4%

2.1%

9.3%

23.6%

18.1%

6.9%

13.8%

16.1%

26.9%

1.4%

5.5%

4.7%

2.6%

22.6%

3.1%

2.6%

12.6%

0 % 10 % 20 % 30 % 40 %

全体（N=1,439）

２０歳代（N=99）

３０歳代（N=180）

４０歳代（N=308）

５０歳代（N=334）

６０歳以上（N=509）
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【全国比較】 

全国調査と比較すると、奈良県では「その他、自分で調べた情報」（+10.6ポイント）、「学校の先生」

（+9.0ポイント）、「友人や先輩」（+6.0ポイント）の割合が高くなっている。 

両親からの影響については、「父親」・「母親」とも、その割合は全国と同程度となっている。 

 

図表 就職時に影響を受けたもの（全国比較） 

  

  

父親

母親

兄弟姉妹

その他の家族・親族

友人や先輩

学校の先生

塾や習い事など、
学校以外での先生

学校での職場体験

学校外での体験

本、テレビ、インターネット
で知った情報

その他、自分で調べた情報

その他

大学・短大・専門学校へ進学していない
／就職したことはない

無回答

17.8%

17.0%

4.0%

6.8%

19.3%

19.1%

1.2%

4.3%

7.6%

9.9%

35.9%

5.9%

2.0%

7.6%

19.5%

16.7%

4.4%

3.4%

13.3%

10.1%

1.2%

3.4%

5.9%

10.1%

25.3%

20.2%

1.8%

0.0%

0 % 10 % 20 % 30 % 40 %

R元県調査（20～59歳）（N=921）

H30全国調査（多）（N=6,000）
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（３）自分の最終学歴への評価 

問 2-2 あなたは、自分の最終学歴となる学校の選択について満足していますか。（○は３つまで） 

 
自分の最終学歴については、「満足している」人の割合が 55.0％となっている。 

不満点は、「より上位の学校に進学したかった」の割合が最も高く 19.2％で、次いで「自分の好きな学校・

学科に通いたかった」（16.1％）、「より就職に有利な学校に通いたかった」（11.4％）となっている。 

【男女別】 

男女別には大きな差はみられない。 

 

図表 自分の最終学歴への評価（男女別）

 

 

  

満足している

より就職に有利な学校に
通いたかった

自分の好きな学校・学科に
通いたかった

地元から離れた学校に通いたかった

より上位の学校に進学したかった

もっと早く就職したかった

その他の理由で不満がある

無回答

55.0%

11.4%

16.1%

3.1%

19.2%

1.9%

2.7%

1.8%

55.6%

11.3%

16.7%

2.9%

19.6%

1.0%

3.0%

2.1%

55.1%

11.0%

14.5%

3.5%

18.8%

3.5%

2.3%

1.0%

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 % 60 % 70 %

全体（N=1,439）

女性（N=903）

男性（N=517）



33 

 

【年代別】 

年代別に自分の最終学歴への評価をみると、30歳代以下は「満足している」が 60％を超えており、40歳代

～60歳以上が 50～55％であるのに対して、10ポイント程度高くなっている。また、30歳代以下は「より上位

の学校に進学したかった」割合が 10％前後で、40歳代～60 歳以上が 20％以上であるのに対して 10 ポイント

程度低くなっている。 

 

図表 自分の最終学歴への評価（年代別） 

  

 

  

満足している

より就職に有利な学校に通いたかった

自分の好きな学校・学科に通いたかっ
た

地元から離れた学校に通いたかった

より上位の学校に進学したかった

もっと早く就職したかった

その他の理由で不満がある

不 明

55.0%

11.4%

16.1%

3.1%

19.2%

1.9%

2.7%

1.8%

61.6%

11.1%

13.1%

2.0%

8.1%

7.1%

2.0%

0.0%

63.9%

7.8%

17.8%

1.7%

10.6%

2.2%

2.2%

1.1%

54.2%

14.3%

15.6%

3.6%

21.1%

1.3%

3.6%

0.6%

53.3%

12.0%

14.4%

1.8%

23.7%

0.9%

3.6%

0.3%

53.0%

10.6%

16.7%

4.5%

20.2%

2.0%

2.0%

3.9%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

全体（N=1,439）

２０歳代（N=99）

３０歳代（N=180）

４０歳代（N=308）

５０歳代（N=334）

６０歳以上（N=509）
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【全国比較】 

全国調査と比較すると、奈良県では「満足している」人の割合が 7.2ポイント高くなっている。 

 

図表 自分の最終学歴への評価（全国比較） 

  

満足している

より就職に有利な学校に
通いたかった

自分の好きな学校・学科に
通いたかった

地元から離れた学校に通いたかった

より上位の学校に進学したかった

もっと早く就職したかった

その他の理由で不満がある

無回答

56.6%

11.8%

15.3%

2.4%

18.6%

2.0%

3.1%

0.5%

49.4%

17.1%

14.8%

6.1%

17.6%

4.9%

1.3%

0.0%

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 % 60 % 70 %

R元県調査（20～59歳）（N=921）

H30全国調査（多）（N=6,000）
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（４）進路選択に満足できなかった理由 

問 2-2で 2～5を選んだ方にうかがいます。 

問 2-3 あなたが満足できる進路選択ができなかった理由は何ですか。主な理由を３つまで選択してくだ

さい。（○は３つまで） 
 

進路選択に満足できなかった理由は、「自分の学力が足りなかったから」の割合が最も高く 65.1％で、次い

で「経済力が十分でなかったから」（36.7％）「家族が進学先（学校・学科）について反対したから」（12.5％）

となっている。 

【男女別】 

男女別に進路選択に満足できなかった理由をみると、女性では「家族が進学先（学校・学科）について反対

したから」（17.2％）の割合が男性に比べて 12.3 ポイント高く、「自分の学力が足りなかったから」（60.1%）

の割合が男性に比べて 13.2ポイント低くなっている。 

 

 

図表 進路選択に満足できなかった理由（男女別） 

 

  

自分の学力が足りなかったから

経済力が十分でなかったから

家族が進学先（学校・学科）について
反対したから

自分の性別を理由にあきらめたから

希望する進路が実家から遠かったから

家族の事情（介護等）で
あきらめざるをえなかったから

学校の進路指導で反対されたから

その他

無回答

65.1%

36.7%

12.5%

0.9%

10.0%

6.2%

2.8%

7.8%

2.8%

60.1%

38.0%

17.2%

1.1%

11.4%

5.0%

3.3%

8.9%

3.3%

73.3%

34.0%

4.9%

0.5%

7.3%

7.8%

1.9%

5.8%

1.9%

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 % 60 % 70 % 80 %

全体（N=578）

女性（N=361）

男性（N=206）
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【年代別】 

年代別に進路選択に満足できなかった理由をみると、20 歳代では「自分の学力が足りなかったから」の割

合が低く、30歳代では「家族が進学先（学校・学科）について反対したから」の割合が高くなっている。 

 

図表 進路選択に満足できなかった理由（年代別） 

 
  

自分の学力が足りなかったから

経済力が十分でなかったから

家族が進学先（学校・学科）について反
対したから

自分の性別を理由にあきらめたから

希望する進路が実家から遠かったから

家族の事情（介護等）であきらめざるを
えなかったから

学校の進路指導で反対されたから

その他

不 明

65.1%

36.7%

12.5%

0.9%

10.0%

6.2%

2.8%

7.8%

2.8%

48.4%

35.5%

6.5%

0.0%

9.7%

3.2%

0.0%

6.5%

6.5%

68.4%

33.3%

17.5%

0.0%

12.3%

3.5%

1.8%

10.5%

1.8%

67.7%

28.5%

11.5%

2.3%

10.0%

4.6%

3.8%

7.7%

0.8%

72.4%

33.8%

13.1%

0.7%

4.8%

2.1%

4.1%

9.7%

1.4%

60.1%

44.7%

12.5%

0.5%

12.5%

11.1%

1.9%

5.8%

4.8%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

全体（N=578）

２０歳代（N=31）

３０歳代（N=57）

４０歳代（N=130）

５０歳代（N=145）

６０歳以上（N=208）
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【全国比較】 

全国調査と比較すると、「自分の学力が足りなかったから」が 7.1ポイント高くなっている。 

 

図表 進路選択に満足できなかった理由（全国比較） 

  

  

自分の学力が足りなかったから

経済力が十分でなかったから

家族が進学先（学校・学科）について
反対したから

自分の性別を理由にあきらめたから

希望する進路が実家から遠かったから

家族の事情（介護等）で
あきらめざるをえなかったから

学校の進路指導で反対されたから

その他

無回答

68.0%

32.0%

12.7%

1.1%

8.3%

3.3%

3.3%

8.8%

1.7%

60.9%

36.3%

13.7%

3.5%

9.6%

5.6%

3.1%

6.3%

0.0%

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 % 60 % 70 % 80 %

今回（20～59歳ベース）（N=363）

全国（N=2,739）
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４ 仕事と生活のバランスについて 

（１）「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の優先度 

問 3-1 生活の中での、「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」の優先度について、あなたの希望に最

も近いものはどれですか。（○は１つ） 

問 3-2 あなたの現実（現状）に最も近いものはどれですか。（○は１つ） 

 ※「家庭生活」… 家族と過ごすこと、家事（食事の支度・片付け、掃除、洗濯、買い物等）、子育て、 

  介護・看護など 

 ※「地域・個人の生活」… 地域活動（ボランティア活動、社会参加活動、交際・つきあいなど）・学習 

  ・研究（学業も含む）、趣味・娯楽、スポーツなど 

 
生活の中における「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の優先度について、希望を男女別にみると、女

性は「家庭生活」を優先（28.6％）、「仕事」と「家庭生活」をともに優先（25.0％）、男性は「仕事」と「家

庭生活」をともに優先（29.8％）「家庭生活」を優先（20.7％）となり、順位は異なるものの男女が希望する

上位項目は共通している。 

現実を男女別にみると、男性は、「仕事」を優先している人の割合が最も高く（34.0％）、女性は「家庭生活」

を優先している人の割合が最も高い（37.1％）。ただし、前回調査と比べると、「仕事」を優先している男性の

割合は 15.6ポイント減少（前回：49.6％）し、｢家庭生活｣を優先している女性の割合も 5.6ポイント減少（前

回：42.7％）した。 

 

図表 「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の優先度 

 

 

「仕事」

を優先

「家庭生活」

を優先

「地域・個人

の生活」を

優先

「仕事」と

「家庭生活」

をともに

優先

「仕事」と

「地域・個人

の生活」を

ともに優先

「家庭生活」

と「地域・

個人の生活」

をともに

優先

「仕事」

「家庭生活」

「地域・個人

の生活」を

ともに優先

無回答

女性・R元県調査（N=903） 希望

女性・H26県調査（N=848） 希望

男性・R元県調査（N=517） 希望

男性・H26県調査（N=562） 希望

2.8%

1.5%

9.5%

8.0%

28.6%

33.3%

20.7%

20.5%

5.5%

2.5%

6.0%

5.2%

25.0%

26.5%

29.8%

37.7%

3.1%

2.2%

4.3%

3.0%

15.8%

12.5%

11.6%

6.2%

18.3%

20.8%

17.6%

18.7%

0.9%

0.7%

0.6%

0.7%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

女性・R元県調査（N=903） 現実

女性・H26県調査（N=848） 現実

男性・R元県調査（N=517） 現実

男性・H26県調査（N=562） 現実

18.8%

18.6%

34.0%

49.6%

37.1%

42.7%

15.7%

10.5%

2.2%

2.7%

6.6%

5.3%

21.9%

18.3%

23.4%

22.1%

3.4%

2.8%

5.6%

3.9%

9.1%

8.5%

7.4%

3.2%

6.8%

5.2%

7.2%

3.6%

0.7%

1.2%

0.2%

1.8%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %



39 

 

男女別・就労形態別に「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」をともに優先、を希望する人の割合をみる

と、女性の正規職員が最も高く（27.9%）、全国と比べて 21.4ポイント高い（全国 6.5%）。しかし、現実でこの

3つをともに優先できている人の割合は 9.1%となっている。 

 

図表 「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の優先度 （スコア差：現実－希望） 

 

 
 

 
 

 
 

 
  

「仕事」

を優先

「家庭生活」

を優先

「地域・個人

の生活」を

優先

「仕事」と

「家庭生活」

をともに

優先

「仕事」と

「地域・個人

の生活」を

ともに優先

「家庭生活」

と「地域・

個人の生活」

をともに

優先

「仕事」

「家庭生活」

「地域・個人

の生活」を

ともに優先

無回答

女性・正規職員
・R元県調査（N=219）

希望

女性・正規職員
・R元県調査（N=219）

現実

46.1 -12.3 -6.4 -1.3 2.7 -10.0 -18.8 0.0スコア差

3.2%

49.3%

20.1%

7.8%

9.6%

3.2%

22.8%

21.5%

4.6%

7.3%

11.4%

1.4%

27.9%

9.1%

0.5%

0.5%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

女性・正社員・H30全国調査
（N=1,500）

希望

女性・正社員・H30全国調査
（N=1,500）

現実

33.8 -21.7 -3.5 -4.3 -1.3 -2.9 -4.4 4.2スコア差

9.0%

42.8%

36.9%

15.2%

6.0%

2.5%

25.7%

21.4%

3.9%

2.6%

4.6%

1.7%

6.5%

2.1%

7.5%

11.7%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

女性・非正規職員
・R元県調査（N=299）

希望

女性・非正規職員
・R元県調査（N=299）

現実

13.1 3.0 -3.4 3.0 0.3 -8.1 -8.1 0.0スコア差

3.3%

16.4%

23.4%

26.4%

4.7%

1.3%

36.5%

39.5%

3.7%

4.0%

11.4%

3.3%

17.1%

9.0%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

女性・非正社員
・H30全国調査（N=500）

希望

女性・非正社員
・H30全国調査（N=500）

現実

18.5 -12.1 -2.3 -2.7 -0.2 -1.6 -1.5 1.9スコア差

3.4%

21.9%

41.8%

29.7%

4.7%

2.4%

23.2%

20.5%

3.7%

3.5%

4.4%

2.8%

5.4%

3.9%

13.5%

15.4%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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「仕事」

を優先

「家庭生活」

を優先

「地域・個人

の生活」を

優先

「仕事」と

「家庭生活」

をともに

優先

「仕事」と

「地域・個人

の生活」を

ともに優先

「家庭生活」

と「地域・

個人の生活」

をともに

優先

「仕事」

「家庭生活」

「地域・個人

の生活」を

ともに優先

無回答

女性・その他
・R元県調査（N=53）

希望

女性・その他
・R元県調査（N=53）

現実

13.2 -1.9 -3.8 7.5 0.0 -1.9 -11.3 -1.9スコア差

1.9%

15.1%

26.4%

24.5%

3.8% 30.2%

37.7%

3.8%

3.8%

5.7%

3.8%

26.4%

15.1%

1.9%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

女性・雇用者以外の就労者
・H30全国調査（N=500）

希望

女性・雇用者以外の就労者
・H30全国調査（N=500）

現実

20.1 -3.8 -1.3 -4.5 -3.1 -1.5 -4.9 -0.9スコア差

12.4%

32.5%

23.0%

19.2%

3.2%

1.9%

25.4%

20.9%

6.6%

3.5%

4.1%

2.6%

10.8%

5.9%

14.4%

13.5%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

女性・非就労者
・R元県調査（N=318）

希望

女性・非就労者
・R元県調査（N=318）

現実

-1.3 29.8 -1.6 -11.1 -1.0 -4.4 -10.3 -0.3スコア差

1.9%

0.6%

40.6%

70.4%

4.1%

2.5%

14.2%

3.1%

1.3%

0.3%

24.2%

19.8%

11.9%

1.6%

1.9%

1.6%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

女性・非就労者
・H30全国調査（N=500）

希望

女性・非就労者
・H30全国調査（N=500）

現実

2.6 7.3 0.3 -6.5 -1.7 -2.0 -2.4 2.4スコア差

1.6%

4.2%

44.4%

51.7%

2.6%

2.9%

11.1%

4.6%

2.5%

0.8%

6.8%

4.8%

3.8%

1.4%

27.2%

29.6%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

男性・正規職員
・R元県調査（N=244）

希望

男性・正規職員
・R元県調査（N=244）

現実

40.6 -11.9 -2.4 -3.3 -0.8 -9.0 -13.1 0.0スコア差

8.2%

48.8%

20.5%

8.6%

5.7%

3.3%

32.4%

29.1%

3.3%

2.5%

10.2%

1.2%

19.7%

6.6%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

男性・正社員・H30全国調査
（N=1,500）

希望

男性・正社員・H30全国調査
（N=1,500）

現実

40.2 -24.3 -5.3 -4.4 -0.7 -2.7 -4.1 1.4スコア差

10.3%

50.5%

39.6%

15.3%

7.5%

2.2%

19.5%

15.1%

3.7%

3.0%

3.6%

0.9%

6.1%

2.0%

9.6%

11.0%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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「仕事」

を優先

「家庭生活」

を優先

「地域・個人

の生活」を

優先

「仕事」と

「家庭生活」

をともに

優先

「仕事」と

「地域・個人

の生活」を

ともに優先

「家庭生活」

と「地域・

個人の生活」

をともに

優先

「仕事」

「家庭生活」

「地域・個人

の生活」を

ともに優先

無回答

男性・非正規職員
・R元県調査（N=89）

希望

男性・非正規職員
・R元県調査（N=89）

現実

14.6 -3.3 -1.2 -4.5 2.3 -3.4 -3.3 -1.1スコア差

5.6%

20.2%

20.2%

16.9%

7.9%

6.7%

29.2%

24.7%

11.2%

13.5%

9.0%

5.6%

15.7%

12.4%

1.1%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

男性・非正社員
・H30全国調査（N=500）

希望

男性・非正社員
・H30全国調査（N=500）

現実

22.7 -9.8 -5.9 -2.7 -0.4 -3.7 -4.5 4.4スコア差

11.5%

34.2%

30.8%

21.0%

10.7%

4.8%

16.6%

13.9%

2.8%

2.4%

5.5%

1.8%

6.4%

1.9%

15.6%

20.0%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

男性・その他
・R元県調査（N=70）

希望

男性・その他
・R元県調査（N=70）

現実

20.0 -2.8 2.9 -10.0 8.6 -4.3 -14.3 0.0スコア差

20.0%

40.0%

11.4%

8.6% 2.9%

37.1%

27.1%

4.3%

12.9%

8.6%

4.3%

18.6%

4.3%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

男性・雇用者以外の就労者
・H30全国調査（N=500）

希望

男性・雇用者以外の就労者
・H30全国調査（N=500）

現実

23.3 -7.9 -2.6 -5.6 -1.5 -3.1 -4.0 1.5スコア差

14.3%

37.6%

23.0%

15.1%

6.4%

3.8%

20.9%

15.3%

5.8%

4.3%

4.4%

1.3%

11.3%

7.3%

13.8%

15.3%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

男性・非就労者
・R元県調査（N=109）

希望

男性・非就労者
・R元県調査（N=109）

現実

-1.0 7.4 9.2 -12.9 0.9 5.5 -8.3 -0.9スコア差

8.3%

7.3%

28.4%

35.8%

7.3%

16.5%

20.2%

7.3%

0.9%

1.8%

19.3%

24.8%

13.8%

5.5%

1.8%

0.9%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

男性・非就労者
・H30全国調査（N=500）

希望

男性・非就労者
・H30全国調査（N=500）

現実

-0.3 2.5 -1.1 -2.7 -1.4 -0.2 -1.5 4.5スコア差

4.1%

3.8%

30.2%

32.7%

6.2%

5.1%

5.2%

2.5%

1.8%

0.4%

6.5%

6.3%

3.2%

1.7%

42.9%

47.4%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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（２）「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の満足度 

①「仕事」の満足度 

問 3-3 あなたの「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」のそれぞれの満足度を教えてください。 

 （○はそれぞれ１つずつ） 

 ※「仕事」については、現在仕事をしていない場合は、その状況についての満足度をお答え下さい。 

   （１）仕事 
 
男女別・就労形態別に満足度をみると、女性の正規職員の仕事に満足している人の割合（「満足している」

と「まあ満足している」の計）は 54.3％で、男性の正規職員（62.3％）に比べて 8.0ポイント、女性の非正規

職員（62.6％）に比べて 8.3ポイント低くなっている。 

また、男女・就労形態を問わず、「仕事」に満足している人の割合は全国と比べて高くなっている。 

 

図表 「仕事」の満足度 

 

 
※ 満足計：「満足している」と「まあ満足している」の合計 

不満計：「不満である」と「やや不満である」の合計     

  

満足
計

不満
計

満足

している

まあ満足

している

どちらとも

いえない

やや不満

である

不満

である
無回答

企業等における仕事と生活の調和に関する調査

今回（N=1,439） 54.1% 19.2%14.7% 39.4% 21.5% 12.4% 6.8% 5.1%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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図表 「仕事」の満足度（男女別・就労形態別） 

 

 
 

 
 

※ 満足計：「満足している」と「まあ満足している」の合計 

不満計：「不満である」と「やや不満である」の合計     

  

満足
計

不満
計

満足

している

まあ満足

している

どちらとも

いえない

やや不満

である

不満

である
無回答

女性・正規職員
・R元県調査（N=219）

54.3% 26.5%

女性・非正規職員
・R元県調査（N=299）

62.6% 18.4%

女性・その他
・R元県調査（N=53）

77.4% 7.6%

女性・非就労者
・R元県調査（N=318）

34.9% 17.3%

男性・正規職員
・R元県調査（N=244）

62.3% 21.7%

男性・非正規職員
・R元県調査（N=89）

57.3% 16.8%

男性・その他
・R元県調査（N=70）

71.4% 15.7%

男性・非就労者
・R元県調査（N=109）

51.4% 13.7%

女性・正社員
・H30全国調査(企)（N=1,500）

44.8% 24.5%

女性・非正社員
・H30全国調査(企)（N=500）

47.4% 21.3%

女性・雇用者以外の就労者
・H30全国調査(企)（N=500）

46.7% 22.6%

女性・非就労者
・H30全国調査(企)（N=500）

20.6% 25.4%

男性・正社員
・H30全国調査(企)（N=1,500）

36.2% 27.6%

男性・非正社員
・H30全国調査(企)（N=500）

34.4% 28.2%

男性・雇用者以外の就労者
・H30全国調査(企)（N=500）

40.6% 24.8%

男性・非就労者
・H30全国調査(企)（N=500）

12.8% 31.7%

7.3%

17.4%

18.9%

12.3%

47.0%

45.2%

58.5%

22.6%

18.7%

18.7%

15.1%

32.4%

19.2%

13.0%

5.7%

10.1%

7.3%

5.4%

1.9%

7.2%

0.5%

0.3%

15.4%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

19.3%

15.7%

14.3%

20.2%

43.0%

41.6%

57.1%

31.2%

16.0%

24.7%

12.9%

22.0%

12.7%

10.1%

10.0%

7.3%

9.0%

6.7%

5.7%

6.4%

1.1%

12.8%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

8.1%

7.4%

8.7%

6.8%

36.7%

40.0%

38.0%

13.8%

30.8%

31.2%

30.8%

54.0%

14.0%

13.8%

15.2%

12.9%

10.5%

7.5%

7.4%

12.5%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

6.3%

5.3%

8.8%

6.9%

29.9%

29.1%

31.8%

5.9%

36.3%

37.4%

34.6%

55.4%

16.0%

16.4%

14.6%

7.0%

11.6%

11.8%

10.2%

24.7%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %



44 

 

②「家庭生活」の満足度 

問 3-3 あなたの「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」のそれぞれの満足度を教えてください。 

 （○はそれぞれ１つずつ） 

  ※「家庭生活」については、一人で生活しておられる方は、その状況も含めてお考え下さい。 

   （２）家庭生活 

 
男女別・就労形態別に満足度をみると、女性の正規職員の「家庭生活」に満足している人の割合（「満足し

ている」と「まあ満足している」の計）は 67.6％で、男性の正規職員（77.9％）に比べて 10.3ポイント低く

なっている。 

また、男女・就労形態を問わず、「家庭生活」に満足している人の割合は全国と比べて高くなっている。 

 

図表 「家庭生活」の満足度 

 

 

※ 満足計：「満足している」と「まあ満足している」の合計 

不満計：「不満である」と「やや不満である」の合計     

  

満足
計

不満
計

満足

している

まあ満足

している

どちらとも

いえない

やや不満

である

不満

である
無回答

今回（N=1,439） 72.7% 12.0%23.9% 48.8% 13.6% 8.4% 3.6%
1.7%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %



45 

 

図表 「家庭生活」の満足度（男女別・就労形態別） 

 

  

 
 

※ 満足計：「満足している」と「まあ満足している」の合計 

不満計：「不満である」と「やや不満である」の合計     

  

満足
計

不満
計

満足

している

まあ満足

している

どちらとも

いえない

やや不満

である

不満

である
無回答

女性・正規職員
・R元県調査（N=219）

67.6% 13.7%

女性・非正規職員
・R元県調査（N=299）

71.2% 15.7%

女性・その他
・R元県調査（N=53）

81.2% 11.3%

女性・非就労者
・R元県調査（N=318）

75.5% 10.7%

男性・正規職員
・R元県調査（N=244）

77.9% 8.2%

男性・非正規職員
・R元県調査（N=89）

71.9% 12.4%

男性・その他
・R元県調査（N=70）

68.6% 11.5%

男性・非就労者
・R元県調査（N=109）

72.4% 9.2%

女性・正社員
・H30全国調査(企)（N=1,500）

49.1% 16.7%

女性・非正社員
・H30全国調査(企)（N=500）

51.6% 16.7%

女性・雇用者以外の就労者
・H30全国調査(企)（N=500）

51.2% 15.0%

女性・非就労者
・H30全国調査(企)（N=500）

54.7% 17.1%

男性・正社員
・H30全国調査(企)（N=1,500）

40.8% 18.8%

男性・非正社員
・H30全国調査(企)（N=500）

42.5% 19.9%

男性・雇用者以外の就労者
・H30全国調査(企)（N=500）

44.6% 19.0%

男性・非就労者
・H30全国調査(企)（N=500）

40.9% 23.6%

14.6%

21.4%

32.1%

27.7%

53.0%

49.8%

49.1%

47.8%

18.3%

11.7%

5.7%

11.6%

9.6%

11.0%

9.4%

8.2%

4.1%

4.7%

1.9%

2.5%

0.5%

1.3%

1.9%

2.2%
0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

32.0%

22.5%

25.7%

22.9%

45.9%

49.4%

42.9%

49.5%

13.9%

13.5%

18.6%

12.8%

4.9%

7.9%

8.6%

5.5%

3.3%

4.5%

2.9%

3.7%

2.2%

1.4%

5.5%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

10.4%

9.5%

10.9%

11.3%

38.7%

42.1%

40.3%

43.4%

34.3%

31.6%

33.8%

28.3%

11.3%

10.7%

9.2%

8.7%

5.4%

6.0%

5.8%

8.4%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

8.1%

6.1%

9.0%

11.7%

32.7%

36.4%

35.6%

29.2%

40.4%

37.6%

36.4%

35.6%

12.7%

11.0%

10.7%

8.5%

6.1%

8.9%

8.3%

15.1%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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③「地域・個人の生活」の満足度 

問 3-3 あなたの「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」のそれぞれの満足度を教えてください。 

 （○はそれぞれ１つずつ） 

  ※「地域」には、地域での近所づきあいやスポーツ・趣味の活動、社会貢献活動等を含めてお考え下さい。 

  （３）地域・個人の生活 

 
男女別・就労形態別に満足度をみると、女性の非就労者の地域・個人の生活に満足している人の割合（「満

足している」と「まあ満足している」の計）は 54.8％で、男性の非就労者に比べて 6.6ポイント低くなってい

る。男女ともに正規職員、非正規職員は地域・個人の生活に満足している人の割合に大きな差はみられない。 

また、男女・就労形態を問わず、地域・個人の生活に満足している人の割合は全国と比べて高くなっている。 

 

図表 「地域・個人の生活」の満足度 

 

 
※ 満足計：「満足している」と「まあ満足している」の合計 

不満計：「不満である」と「やや不満である」の合計     

 

  

満足
計

不満
計

満足

している

まあ満足

している

どちらとも

いえない

やや不満

である

不満

である
無回答

企業等における仕事と生活の調和に関する調査

今回（N=1,439） 49.8% 14.1%11.4% 38.4% 33.5% 10.3% 3.8%
2.6%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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図表 「地域・個人の生活」の満足度（男女別・就労形態別） 

 

  

 

 
※ 満足計：「満足している」と「まあ満足している」の合計 

不満計：「不満である」と「やや不満である」の合計     

  

満足
計

不満
計

満足

している

まあ満足

している

どちらとも

いえない

やや不満

である

不満

である
無回答

女性・正規職員
・R元県調査（N=219）

47.9% 21.9%

女性・非正規職員
・R元県調査（N=299）

44.4% 15.1%

女性・その他
・R元県調査（N=53）

50.9% 7.6%

女性・非就労者
・R元県調査（N=318）

54.8% 14.1%

男性・正規職員
・R元県調査（N=244）

49.6% 11.8%

男性・非正規職員
・R元県調査（N=89）

44.9% 11.2%

男性・その他
・R元県調査（N=70）

50.0% 8.6%

男性・非就労者
・R元県調査（N=109）

61.4% 5.6%

女性・正社員
・H30全国調査(企)（N=1,500）

33.2% 15.4%

女性・非正社員
・H30全国調査(企)（N=500）

27.7% 14.6%

女性・雇用者以外の就労者
・H30全国調査(企)（N=500）

37.6% 19.4%

女性・非就労者
・H30全国調査(企)（N=500）

34.3% 17.0%

男性・正社員
・H30全国調査(企)（N=1,500）

26.7% 18.8%

男性・非正社員
・H30全国調査(企)（N=500）

26.2% 20.2%

男性・雇用者以外の就労者
・H30全国調査(企)（N=500）

29.1% 16.7%

男性・非就労者
・H30全国調査(企)（N=500）

25.2% 24.8%

6.8%

11.0%

9.4%

12.3%

41.1%

33.4%

41.5%

42.5%

28.8%

38.8%

37.7%

25.8%

13.7%

12.4%

5.7%

11.6%

8.2%

2.7%

1.9%

2.5%

1.4%

1.7%

3.8%

5.3%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

12.7%

11.2%

11.4%

18.3%

36.9%

33.7%

38.6%

43.1%

38.1%

41.6%

40.0%

31.2%

9.8%

5.6%

4.3%

2.8%

2.0%

5.6%

4.3%

2.8%

0.4%

2.2%

1.4%

1.8%
0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

5.8%

4.9%

7.1%

6.4%

27.4%

22.8%

30.5%

27.9%

51.4%

57.7%

43.1%

48.7%

9.5%

9.9%

12.7%

9.1%

5.9%

4.7%

6.7%

7.9%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

4.5%

4.4%

5.3%

6.5%

22.2%

21.8%

23.8%

18.7%

54.5%

53.7%

54.2%

50.0%

12.4%

12.2%

9.5%

10.0%

6.4%

8.0%

7.2%

14.8%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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５ 女性の生き方について 

問 4-1 あなたの考える、最も望ましいと思われる女性の生き方は、どれに近いですか。（○は１つ） 

 
上記問 4-1の項目について、女性の方、または配偶者のおられる男性の方に改めてうかがいます。 

問 4-2 現在及び今後見込まれると思われるあなた（あなたが男性の場合は配偶者）の生き方は、どれに

近いですか。上記問 4-1の 1～9の番号から１つ選び、括弧内に選んだ番号を記入してください。 

 
女性の生き方の理想（最も望ましいと思われる女性の生き方）についての考え方は、男女とも「再就職型」

（結婚し子どもを持つが、結婚あるいは出産の機会に一旦退職し、子育て後に再び仕事を持つ）の割合が最も

高く（全体 47.7%、女性 48.9%、男性 45.5%）、次いで「両立型」（結婚し子どもを持つが、仕事を続ける）（全

体 33.1%、女性 32.8%、男性 34.0%）となっている。 

前回調査と比べると、1位が「再就職型」で 2位が「両立型」であることに変わりはないが、「再就職型」の

割合は 1.9ポイント減少（前回 49.6%）し、「両立型」の割合は 4.0ポイント増加（前回 29.1%）した。 

また、考え方に男女の大きな差はみられない。 

女性の生き方の現実（現在及び今後見込まれると思われるあなた（あなたが男性の場合は配偶者）の生き方）

についての考え方においても、1位は「再就職型」で 2位は「両立型」となっている。 

 

図表 女性の生き方の理想・現実 

 

  

専業

主婦型

再就職

型

結婚非

就業型
両立型

DINKS

型

非婚非

就業型

非婚就

業型
その他 無回答

R元県調査（N=1,439） 理想

H26県調査（N=1,410） 理想

R元県調査（N=1,277） 現実

H26県調査（N=1,288） 現実

5.6%

6.1%

7.2%

8.1%

47.7%

49.6%

35.5%

42.2%

3.1%

2.8%

7.5%

5.8%

33.1%

29.1%

24.5%

24.1%

0.7%

0.5%

3.4%

2.9%

0.1%

0.1%

0.5%

0.4%

1.5%

0.4%

4.9%

2.6%

6.9%

3.6%

2.3%

1.6%

1.3%

7.7%

14.3%

12.3%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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専業

主婦型

再就職

型

結婚非

就業型
両立型

DINKS

型

非婚非

就業型

非婚就

業型
その他 無回答

女性・R元県調査（N=903） 理想

女性・H26県調査（N=848） 理想

男性・R元県調査（N=517） 理想

男性・H26県調査（N=562） 理想

5.0%

5.0%

7.0%

7.8%

48.9%

50.6%

45.5%

48.2%

3.3%

2.8%

2.5%

2.8%

32.8%

30.8%

34.0%

26.7%

0.9%

0.6%

0.4%

0.4%

0.1%

0.4%

1.8%

0.6%

1.0%

6.4%

3.3%

7.9%

4.1%

0.8%

6.4%

1.7%

9.6%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

女性・R元県調査（N=903） 現実

女性・H26県調査（N=848） 現実

男性・R元県調査（N=374） 現実

男性・H26県調査（N=440） 現実

6.6%

7.3%

8.6%

9.5%

34.0%

42.0%

39.0%

42.5%

6.2%

6.0%

10.7%

5.5%

24.3%

23.2%

25.1%

25.9%

2.8%

2.6%

4.8%

3.4%

0.4%

0.6%

0.5%

6.9%

3.9%

2.4%

1.5%

2.1%

1.8%

16.4%

12.9%

9.1%

11.4%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

専 業 主 婦 型 ： 結婚し子どもを持ち、結婚あるいは出産の機会に退職し、その後は仕事を持たない 

再 就 職 型 ： 結婚し子どもを持つが、結婚あるいは出産の機会に一旦退職し、子育て後に再び仕事を持つ 

結 婚 非 就 職 型 ： 結婚し子どもを持つが、仕事を持たない、または、結婚し子どもを持たず、仕事を持たない 

両 立 型 ： 結婚し子どもを持つが、仕事を続ける 

D I N K S 型 ： 結婚し子どもは持たず、仕事を続ける 

非 婚 非 就 業 型 ： 結婚せず、仕事を持たない 

非 婚 就 業 型 ： 結婚せず、仕事を続ける 

そ の 他 ： その他 
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６ 「仕事」に関する考えについて（有業者） 

（１）自分の働き方 

問 5は、現在働いている方（問 1で「ａ．働いている」と回答された方）にうかがいます。現在お仕事をお持

ちでない女性の方は問 6へ、現在お仕事をお持ちでない男性の方は問 9-1へお進みください。 

問 5-1 あなたの働き方についてうかがいます。以下（１）～（１６）のそれぞれの項目についてどのよ

うに思いますか。あてはまるものをそれぞれ１つずつ選んで下さい。（○はそれぞれ１つずつ） 
 
働いている人の働き方に関する各項目について「そう思う」「ややそう思う」をあわせた「そう思う計」を

みると、「⑨給料や報酬が少ない｣の割合が最も高く 52.1％で、次いで「⑪自分の意欲や能力を十分に活かせ

る｣（44.9％）、「⑭家事・育児・介護などとの両立がしやすい｣（37.5％）となっている。 

 

図表 自分の働き方 

 

 
※ そう思う計：「そう思う」と「ややそう思う」の合計、そう思わない計：「そう思わない」と「あまりそう思わない」の合計  

  

そう
思う
計

そう
思わない

計
そう思う

やや

そう思う

どちらとも

いえない

あまり

そう

思わない

そう

思わない
無回答

今回（N=996）

①通勤時間が長い 21.6% 68.6%

②労働時間が長い 27.2% 53.4%

③残業のある日が多い 23.8% 62.7%

④都合のよい時間に働くことができる 33.5% 46.2%

⑤深夜の時間帯に働くことが多い 9.7% 81.4%

⑥土日や祝日に働くことが多い 33.2% 53.1%

⑦休みが少ない 22.6% 59.4%

⑧休暇が取りにくい 32.3% 51.3%

⑨給料や報酬が少ない 52.1% 25.1%

⑩雇用や就労が安定していない 19.7% 57.1%

⑪自分の意欲や能力を十分に活かせ
る

44.9% 21.1%

⑫転勤の可能性がある 17.3% 71.1%

⑬仕事や生活が組織に縛られている 26.0% 52.9%

⑭家事・育児・介護などとの
両立がしやすい

37.5% 29.3%

⑮配偶者の仕事の状況や収入に合わ
せて、自分の仕事も調整している

21.2% 55.6%

⑯現在の主な仕事をしつつ、他の仕事
もしてみたい（副業・兼業など）

34.8% 50.8%

9.6%

12.4%

12.6%

16.2%

4.8%

17.8%

11.1%

17.5%

25.6%

9.9%

13.4%

9.3%

8.8%

13.6%

10.1%

14.7%

12.0%

14.8%

11.2%

17.3%

4.9%

15.4%

11.5%

14.8%

26.5%

9.8%

31.5%

8.0%

17.2%

23.9%

11.1%

20.1%

7.5%

17.2%

11.0%

17.5%

6.1%

11.3%

15.2%

14.3%

20.6%

20.4%

31.6%

9.1%

19.0%

30.4%

14.7%

11.6%

20.0%

23.6%

15.7%

15.2%

7.1%

11.8%

17.6%

18.4%

11.7%

18.1%

12.1%

6.9%

18.2%

14.2%

12.0%

11.8%

48.6%

29.8%

47.0%

31.0%

74.3%

41.3%

41.8%

32.9%

13.4%

39.0%

9.0%

64.2%

34.7%

15.1%

43.6%

39.0%

2.2%

2.2%

2.5%

2.9%

2.7%

2.4%

2.8%

2.2%

2.2%

2.8%

2.3%

2.4%

2.1%

2.9%

8.4%

2.8%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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① 通勤時間が長いと思うか 

 
通勤時間についての考えは、男女・正規/非正規に関わらず、通勤時間が長いと思わない人の割合（「そう思

わない」と「あまりそう思わない」の計）が高くなっている。 

また、全国調査と比較すると、男女別・正規/非正規別のすべてにおいてその割合が高く、男性の正規職員

（56.5％）においては、12.0ポイント高くなっている。 

 

 

図表 通勤時間が長いと思うか 

 

 

   
※ そう思う計：「そう思う」と「ややそう思う」の合計、そう思わない計：「そう思わない」と「あまりそう思わない」の合計 

 

 

  

そう
思う
計

そう
思わない

計
そう思う

やや

そう思う

どちらとも

いえない

あまりそう

思わない

そう

思わない
無回答

女性・正規職員
・R元県調査（N=219）

31.0% 64.0%

女性・非正規職員
・R元県調査（N=299）

12.4% 80.6%

男性・正規職員
・R元県調査（N=244）

31.1% 56.5%

男性・非正規職員
・R元県調査（N=89）

31.5% 57.3%

女性・正社員
・H30全国調査（企）（N=1,500）

27.2% 52.2%

女性・非正社員
・H30全国調査（企）（N=500）

21.2% 63.3%

男性・正社員
・H30全国調査（企）（N=1,500）

28.0% 44.5%

男性・非正社員
・H30全国調査（企）（N=500）

23.4% 48.6%

17.8%

3.7%

13.2%

8.7%

5.0%

5.7%

22.4%

21.1%

41.6%

59.5% 1.3%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

12.7%

12.4%

18.4%

19.1%

11.5%

9.0%

21.7%

15.7%

34.8%

41.6%

0.8%

2.2%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

11.2%

7.8%

16.0%

13.4%

20.6%

15.5%

24.2%

24.4%

28.0%

38.9%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

9.6%

8.2%

18.4%

15.2%

27.5%

27.9%

22.3%

23.8%

22.2%

24.8%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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② 労働時間が長いと思うか 

 
労働時間についての考えを、男女別・正規/非正規別にみると、労働時間が長いと思う人の割合（「そう思う」

と「ややそう思う」の計）は男性の正規職員（37.7%）に比べ、女性の正規職員（47.0%）が 9.3ポイント高く

なっている。 

また、全国調査と比較すると、女性の正規職員では労働時間が長いと思う人の割合が 13.4 ポイント高くな

っており（全国 33.6%）、逆に、男性の正規社員では労働時間が長いと思わない人の割合（「そう思わない」と

「あまりそう思わない」の計）が 9.5ポイント高くなっている。（県 38.6%、全国：29.1%） 

 

 

図表 労働時間が長いと思うか 

  

  
※ そう思う計：「そう思う」と「ややそう思う」の合計、そう思わない計：「そう思わない」と「あまりそう思わない」の合計 

 

  

そう
思う
計

そう
思わない

計
そう思う

やや

そう思う

どちらとも

いえない

あまりそう

思わない

そう

思わない
無回答

女性・正規職員
・R元県調査（N=219）

47.0% 35.2%

女性・非正規職員
・R元県調査（N=299）

9.7% 74.6%

男性・正規職員
・R元県調査（N=244）

37.7% 38.6%

男性・非正規職員
・R元県調査（N=89）

14.6% 66.3%

女性・正社員
・H30全国調査（企）（N=1,500）

33.6% 36.6%

女性・非正社員
・H30全国調査（企）（N=500）

12.7% 60.6%

男性・正社員
・H30全国調査（企）（N=1,500）

36.3% 29.1%

男性・非正社員
・H30全国調査（企）（N=500）

18.4% 47.0%

25.1%

2.3%

21.9%

7.4%

17.8%

14.4%

24.7%

28.4%

10.5%

46.2% 1.3%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

16.8%

3.4%

20.9%

11.2%

23.0%

15.7%

15.2%

32.6%

23.4%

33.7%

0.8%

3.4%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

12.0%

4.2%

21.6%

8.5%

29.9%

26.7%

22.0%

31.2%

14.6%

29.4%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

12.4%

6.3%

23.9%

12.1%

34.6%

34.7%

19.4%

27.6%

9.7%

19.4%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %



53 

 

③ 残業のある日が多いと思うか 

 
残業についての考えは、男女・正規/非正規に関わらず、残業のある日が多いと思わない人の割合（「そう思

わない」と「あまりそう思わない」の計）が高くなっている。 

また、全国調査と比較すると、男性の正規職員では残業のある日が多いと思わない人の割合が 13.2 ポイン

ト高くなっており（全国 33.9%）、逆に、女性の正規職員では残業がある日が多いと思う人の割合（「そう思う」

と「ややそう思う」の計）が 16.6ポイント高くなっている（県 41.6%、全国 25.0%）。 

 

図表 残業のある日が多いと思うか 

  

  
※ そう思う計：「そう思う」と「ややそう思う」の合計、そう思わない計：「そう思わない」と「あまりそう思わない」の合計 

 

  

そう
思う
計

そう
思わない

計
そう思う

やや

そう思う

どちらとも

いえない

あまりそう

思わない

そう

思わない
無回答

女性・正規職員
・R元県調査（N=219）

41.6% 46.2%

女性・非正規職員
・R元県調査（N=299）

7.6% 83.3%

男性・正規職員
・R元県調査（N=244）

36.0% 47.1%

男性・非正規職員
・R元県調査（N=89）

9.0% 82.0%

女性・正社員
・H30全国調査（企）（N=1,500）

25.0% 49.1%

女性・非正社員
・H30全国調査（企）（N=500）

11.1% 67.6%

男性・正社員
・H30全国調査（企）（N=1,500）

34.5% 33.9%

男性・非正社員
・H30全国調査（企）（N=500）

14.4% 60.1%

27.4%

3.3%

14.2%

4.3%

12.3%

7.4%

17.4%

16.1%

28.8%

67.2% 1.7%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

17.6%

4.5%

18.4%

4.5%

16.4%

4.5%

18.4%

13.5%

28.7%

68.5%

0.4%

4.5%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

9.5%

3.7%

15.5%

7.4%

25.9%

21.3%

20.8%

25.6%

28.3%

42.0%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

10.9%

5.0%

23.6%

9.4%

31.6%

25.5%

19.3%

21.0%

14.6%

39.1%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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④ 都合のよい時間に働くことができると思うか 

 
働く時間帯についての考えを、男女別・正規/非正規別にみると、都合の良い時間に働くことができると思

わない人の割合（「そう思わない」と「あまりそう思わない」の計）は男性の正規職員（64.0%）に比べ、女性

の正規職員（73.1%）が 9.1ポイント高くなっている。 

また、全国調査と比較すると、特に女性の正規職員において、都合の良い時間に働くことができると思わな

い人の割合が 18.8ポイント高くなっている。（全国：54.3%） 

 

 

図表 都合のよい時間に働くことができると思うか 

  

  
※ そう思う計：「そう思う」と「ややそう思う」の合計、そう思わない計：「そう思わない」と「あまりそう思わない」の合計 

 

  

そう
思う
計

そう
思わない

計
そう思う

やや

そう思う

どちらとも

いえない

あまりそう

思わない

そう

思わない
無回答

女性・正規職員
・R元県調査（N=219）

15.1% 73.1%

女性・非正規職員
・R元県調査（N=299）

53.2% 29.1%

男性・正規職員
・R元県調査（N=244）

12.7% 64.0%

男性・非正規職員
・R元県調査（N=89）

31.5% 31.5%

女性・正社員
・H30全国調査（企）（N=1,500）

20.0% 54.3%

女性・非正社員
・H30全国調査（企）（N=500）

45.0% 29.2%

男性・正社員
・H30全国調査（企）（N=1,500）

15.9% 50.2%

男性・非正社員
・H30全国調査（企）（N=500）

25.9% 40.6%

6.4%

28.1%

8.7%

25.1%

11.9%

15.4%

23.3%

10.7%

49.8%

18.4% 2.3%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

4.5%

14.6%

8.2%

16.9%

22.5%

29.2%

20.1%

13.5%

43.9%

18.0%

0.8%

7.9%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

5.1%

16.0%

14.9%

29.0%

25.8%

25.8%

21.6%

12.6%

32.7%

16.6%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

2.8%

7.7%

13.1%

18.2%

33.8%

33.6%

24.2%

20.6%

26.0%

20.0%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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⑤ 深夜の時間帯に働くことが多いと思うか 

深夜労働についての考えは、男女別・正規/非正規別に関わらず、深夜の時間帯に働くことが多いと思わな

い人の割合（「そう思わない」と「あまりそう思わない」の計）が高くなっている。 

また、全国調査と比較すると、男女別・正規/非正規別のすべてにおいて、その割合が高くなっている。 

 

 

図表 深夜の時間帯に働くことが多いと思うか 

  

 
   

 
※ そう思う計：「そう思う」と「ややそう思う」の合計、そう思わない計：「そう思わない」と「あまりそう思わない」の合計 
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⑥ 土日や祝日に働くことが多いと思うか 

 
土日や祝日に働くことについての考えは、男女別・正規/非正規別に関わらず、土日や祝日に働くことが多

いと思わない人の割合（「そう思わない」と「あまりそう思わない」の計）が高くなっている。 

また、全国調査と比較すると、男女ともに正規職員において、その割合が高くなっている。 

 

図表 土日や祝日に働くことが多いと思うか 

   

  
 

※ そう思う計：「そう思う」と「ややそう思う」の合計、そう思わない計：「そう思わない」と「あまりそう思わない」の合計 
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⑦ 休みが少ないと思うか 

 
休みの多さについての考えを、男女別・正規/非正規別にみると、休みが少ないと思う人の割合（「そう思う」

と「ややそう思う」の計）は、女性の正規職員が 30.6％で、男性の正規職員（25.4％）に比べ、5.2ポイント、

女性の非正規職員（12.1％）に比べ、18.5ポイント高くなっている。 

また、全国調査と比較すると、男女別・正規/非正規別のすべてにおいて、休みが少ないと思わない人の割

合（「そう思わない」と「あまりそう思わない」の計）が高くなっている。 

 

図表 休みが少ないと思うか 

 

 

 

 
※ そう思う計：「そう思う」と「ややそう思う」の合計、そう思わない計：「そう思わない」と「あまりそう思わない」の合計 
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⑧ 休暇が取りにくいと思うか 

 
休暇についての考えを、男女別・正規/非正規別にみると、休暇が取りにくいと思う人の割合（「そう思う」

と「ややそう思う」の計）は、女性の正規職員が 48.4%で、男性の正規職員（34.0%）に比べ、14.4ポイント、

女性の非正規職員（24.1%）に比べ、24.3%ポイント高くなっている。 

また、全国調査と比較すると、女性の正規職員では休暇が取りにくいと思う人の割合が 9.0ポイント高くな

っており（全国 39.4%）、逆に、男性の正規職員では休暇が取りにくいと思わない人の割合（「そう思わない」

と「あまりそう思わない」の計）が 14.9ポイント高くなっている（県 48.7%、全国 33.8%）。 

 

図表 休暇が取りにくいと思うか 

  

  
※ そう思う計：「そう思う」と「ややそう思う」の合計、そう思わない計：「そう思わない」と「あまりそう思わない」の合計 
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⑨ 給料や報酬が少ないと思うか 

 
給料・報酬についての考えは、男女・正規/非正規に関わらず、給料や報酬が少ないと思う人の割合（「そう

思う」と「ややそう思う」の計）が高くなっている。また、男女別・正規/非正規別にみると、女性において、

その割合に、正規職員（56.6%）と非正規職員（54.5%）にほとんど差がない。 

さらに、全国調査と比較すると、男女別・正規/非正規別のすべてにおいて、給料や報酬が少ないと思わな

い人の割合（「そう思わない」と「あまりそう思わない」の計）が高くなっている。 

 

図表 給料や報酬が少ないと思うか 

  

  
 

※ そう思う計：「そう思う」と「ややそう思う」の合計、そう思わない計：「そう思わない」と「あまりそう思わない」の合計 
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⑩ 雇用や就労が安定していないと思うか 

 
雇用・就労の安定感についての考えは、男女・正規/非正規に関わらず、雇用や就労が安定していないと思

わない人の割合（「そう思わない」と「あまりそう思わない」の計）が高くなっている。 

また、全国調査と比較すると、男女別・正規/非正規別のすべてにおいて、その割合が高くなっている。 

 

図表 雇用や就労が安定していないと思うか 

  

  
 

※ そう思う計：「そう思う」と「ややそう思う」の合計、そう思わない計：「そう思わない」と「あまりそう思わない」の合計 
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⑪ 自分の意欲や能力を十分に活かせると思うか 

 
意欲・能力発揮についての考えは、男女・正規/非正規に関わらず、自分の意欲や能力を十分に活かせると

思う人の割合（「そう思う」と「ややそう思う」の計）が高くなっている。 

また、全国調査と比較すると、男女別・正規/非正規別のすべてにおいて、その割合が高くなっている。 

 

 

図表 自分の意欲や能力を十分に活かせると思うか 

  

  
 

※ そう思う計：「そう思う」と「ややそう思う」の合計、そう思わない計：「そう思わない」と「あまりそう思わない」の合計 
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⑫ 転勤の可能性があると思うか 

 
転勤の可能性についての考えを、男女別・正規/非正規別にみると、転勤の可能性があると思う人の割合（「そ

う思う」と「ややそう思う」の計）は、男女ともに正規職員が非正規職員よりも高くなっている。 

また、全国調査と比較すると、女性の正規職員ではその割合が 12.3ポイント高くなっている（全国 16.5%）。 

 

 

 

図表 転勤の可能性があると思うか 

 

  
 

 
※ そう思う計：「そう思う」と「ややそう思う」の合計、そう思わない計：「そう思わない」と「あまりそう思わない」の合計 
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⑬ 仕事や生活が組織に縛られていると思うか 

 
組織による束縛感についての考えを、男女別・正規/非正規別にみると、仕事や生活が組織に縛られている

と思う人の割合（「そう思う」と「ややそう思う」の計）は、女性の非正規職員（14.0%）に比べ、女性の正規

職員（39.7%）が 25.7ポイント高くなっている。 

また、全国調査と比較すると、特に女性の正規職員において、その割合が 13.3 ポイント高くなっている。

（全国：26.4%） 

 

図表 仕事や生活が組織に縛られていると思うか 

  

  
 

※ そう思う計：「そう思う」と「ややそう思う」の合計、そう思わない計：「そう思わない」と「あまりそう思わない」の合計 
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女性・正規職員
・R元県調査（N=219）

39.7% 38.3%

女性・非正規職員
・R元県調査（N=299）

14.0% 66.2%

男性・正規職員
・R元県調査（N=244）

38.5% 36.5%

男性・非正規職員
・R元県調査（N=89）

18.0% 66.3%

女性・正社員
・H30全国調査（企）（N=1,500）

26.4% 37.0%

女性・非正社員
・H30全国調査（企）（N=500）

14.6% 48.6%

男性・正社員
・H30全国調査（企）（N=1,500）

27.1% 27.9%

男性・非正社員
・H30全国調査（企）（N=500）

15.6% 42.5%

15.5%
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24.2%
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24.4%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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⑭ 家事・育児・介護などとの両立がしやすいと思うか 

 
家庭との両立についての考えを、男女別・正規/非正規別にみると、家事・育児・介護などとの両立がしや

すいと思う人の割合（「そう思う」と「ややそう思う」の計）は女性の非正規職員（51.9%）に比べ、女性の正

規職員（28.3%）が 23.6ポイント低くなっている。 

また、全国調査と比較すると、男女別・正規/非正規別のすべてにおいて家事・育児・介護などとの両立が

しやすいと思う人の割合が高く、特に女性の非正規職員においては、16.0ポイント高くなっている。（全国：

35.9%） 

 

図表 家事・育児・介護などとの両立がしやすいと思うか 

  

 
  

 
※ そう思う計：「そう思う」と「ややそう思う」の合計、そう思わない計：「そう思わない」と「あまりそう思わない」の合計 
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51.9% 19.1%

男性・正規職員
・R元県調査（N=244）

25.9% 37.3%

男性・非正規職員
・R元県調査（N=89）

26.9% 32.6%

女性・正社員
・H30全国調査（企）（N=1,500）

25.2% 30.6%

女性・非正社員
・H30全国調査（企）（N=500）

35.9% 18.3%

男性・正社員
・H30全国調査（企）（N=1,500）
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男性・非正社員
・H30全国調査（企）（N=500）
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⑮ 配偶者の仕事の状況や収入に合わせて、自分の仕事を調整しているか 

 
夫婦間での仕事の調整についての考えを、男女別・正規/非正規別にみると、配偶者の仕事の状況や収入に

合わせて、自分の仕事を調整していると思う人の割合（「そう思う」と「ややそう思う」の計）は女性の正規

職員（9.1%）に比べ、女性の非正規職員（46.2%）が 37.1ポイント高くなっている。 

また、全国調査と比較すると、特に女性の非正規職員において、配偶者の仕事の状況や収入に合わせて、自

分の仕事を調整していると思う人の割合が 22.0ポイント高くなっている。（全国：24.2%） 

 

 

図表 配偶者の仕事の状況や収入に合わせて、自分の仕事を調整しているか 

  

  
 

※ そう思う計：「そう思う」と「ややそう思う」の合計、そう思わない計：「そう思わない」と「あまりそう思わない」の合計 
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女性・非正規職員
・R元県調査（N=299）

46.2% 35.8%
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⑯ 現在の主な仕事をしつつ、他の仕事もしてみたいと思うか（副業・兼業など） 

 
副業・兼業についての考えは、男女・正規/非正規に関わらず、現在の主な仕事をしつつ、他の仕事もして

みたいと思わない人の割合（「そう思わない」と「あまりそう思わない」の計）が高くなっている。 

また、全国調査と比較すると、男女別・正規/非正規別のすべてにおいて、その割合が高くなっている。 

 

図表 現在の主な仕事をしつつ、他の仕事もしてみたいと思うか（副業・兼業など） 

 

  

 
※ そう思う計：「そう思う」と「ややそう思う」の合計、そう思わない計：「そう思わない」と「あまりそう思わない」の合計 
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男性・非正規職員
・R元県調査（N=89）
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（２）自分の職場の様子 

問 5-2 あなたの職場の様子についてうかがいます。次の（１）～（７）の項目があてはまるかどうか、

それぞれ１つずつ選んでください。（○はそれぞれ１つずつ） 

※雇用者のない個人事業主やフリーランスで働いている方は、ご自身や仕事仲間、取引先の状況を想定してお答え下さい。 

 
職場の様子に関する各項目について、あてはまると思う人の割合（「あてはまる」と「まああてはまる」の

計）をみると、「③男女ともに活躍ができる」が最も高く 55.0％で、次いで「⑤休暇の取得状況を適切に管理

している」（53.0％）、「④労働時間を適切に管理している」（50.0％）となっている。 

一方、あてはまらないと思う人の割合（「あてはまらない」と「あまりあてはまらない」の計）をみると、

「②結婚や育児、介護等を理由に仕事を辞める人が多い」の割合が最も高く 45.5％で、次いで「①従業員のワ

ーク・ライフ・バランスが配慮されている」（28.2％）、「④労働時間を適切に管理している」（23.4％）となっ

ている。 

 

 

図表 自分の職場の様子について 

 

  
 ※ あてはまる計：「あてはまる」と「まああてはまる」の計、あてはまらない計：「あてはまらない」と「あまりあてはまらない」の合計 
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① あなたの職場は従業員のワーク・ライフ・バランスが配慮されていると思うか 

 
「従業員のワーク・ライフ・バランスに配慮されている」と感じている人の割合（「あてはまる」と「まあ

あてはまる」の計）について、男女別・正規/非正規別にみると、女性の非正規職員（41.1％）は男性の非正

規職員（25.8％）に比べて 15.3ポイント高くなっている。 

全国調査と比較すると、男女別・正規/非正規を問わず、その割合は高くなっており、特に女性の非正規職

員（41.1％）では 13.0ポイント高くなっている（全国 28.1%）。  

 

図表 あなたの職場は従業員のワーク・ライフ・バランスが配慮されていると思うか 

   

  

  
 ※ あてはまる計：「あてはまる」と「まああてはまる」の計、あてはまらない計：「あてはまらない」と「あまりあてはまらない」の合計 
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② あなたの職場は結婚や育児、介護等を理由に仕事を辞める人が多いと思うか 

 
「結婚や育児、介護等を理由に退職する人が多い」と感じている人の割合（「あてはまる」と「まああては

まる」の計）について、女性では正規/非正規を問わず、その計が男性に比べて高くなっている。 

全国調査と比較すると、女性の非正規職員（23.8％）ではその割合が 5.4ポイント高くなっている。 

 

図表 あなたの職場は結婚や育児、介護等を理由に仕事を辞める人が多いと思うか 

 

 

 

 ※ あてはまる計：「あてはまる」と「まああてはまる」の計、あてはまらない計：「あてはまらない」と「あまりあてはまらない」の合計 
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20.3%

19.1%

16.1%

16.1%

8.2%

15.1%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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③ あなたの職場は男女ともに活躍ができると思うか 

 
「男女ともに活躍ができる」と感じている人の割合（「あてはまる」と「まああてはまる」の計）は、男女

別・正規/非正規別に大きな差はみられない。 

全国調査と比較すると、男女別・正規/非正規を問わず、その割合は 10ポイント以上高く、女性の正規職員

（57.0％）では 20.2ポイント高くなっている（全国 36.8%）。 

 

図表 あなたの職場は男女ともに活躍ができると思うか 

 

  

 
 ※ あてはまる計：「あてはまる」と「まああてはまる」の計、あてはまらない計：「あてはまらない」と「あまりあてはまらない」の合計 

  

あて
はまる

計

あて
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ない
計

あて

はまる

まあ

あて

はまる

どちらとも

いえない

あまり

あてはま

らない

あてはま

らない
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ない
無回答

今回（N=996） 55.0% 19.1%23.7% 31.3% 19.3% 9.3% 9.8% 3.4%

3.1%
0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

女性・正規職員
・R元県調査（N=219）

57.0% 21.9%

女性・非正規職員
・R元県調査（N=299）

54.2% 19.7%

男性・正規職員
・R元県調査（N=244）

55.7% 22.6%

男性・非正規職員
・R元県調査（N=89）

53.9% 14.6%

女性・正社員
・H30全国調査（企）（N=1,500）

36.8% 28.1%

女性・非正社員
・H30全国調査（企）（N=500）

43.8% 21.7%

男性・正社員
・H30全国調査（企）（N=1,500）

32.1% 24.9%

男性・非正社員
・H30全国調査（企）（N=500）

39.9% 21.2%

23.7%

25.1%

33.3%

29.1%

19.2%

22.4%

11.9%

9.7%

10.0%

10.0%

1.4%

3.0%

0.5%

0.7%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

21.7%

20.2%

34.0%

33.7%

18.4%

21.3%

11.1%

4.5%

11.5%

10.1%

2.0%

5.6%

1.2%

4.5%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

10.4%

13.2%

26.4%

30.6%

30.1%

25.5%

14.6%

12.9%

13.5%

8.8%

5.0%

9.1%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

7.0%

9.8%

25.1%

30.1%

37.7%

31.2%

15.2%

11.8%

9.7%

9.4%

5.3%

7.7%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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④ あなたの職場は労働時間を適切に管理していると思うか 

 
「労働時間を適切に管理している」と感じている人の割合（「あてはまる」と「まああてはまる」の計）は、

男女別に関わらず、非正規職員でその割合が高くなっている。 

全国調査と比較すると、男女別・正規/非正規を問わず、その割合は約 10ポイント以上高く、男性の非正規

職員（55.0％）では 22.0ポイント高くなっている（全国 33.0%）。 

 

 

図表 あなたの職場は労働時間を適切に管理していると思うか 

 

 
 ※ あてはまる計：「あてはまる」と「まああてはまる」の計、あてはまらない計：「あてはまらない」と「あまりあてはまらない」の合計 
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今回（N=996） 50.0% 23.4%18.5% 31.5% 20.1% 11.6% 11.8% 3.4%

3.0%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

女性・正規職員
・R元県調査（N=219）

43.3% 37.4%

女性・非正規職員
・R元県調査（N=299）

58.1% 14.4%

男性・正規職員
・R元県調査（N=244）

45.9% 28.3%

男性・非正規職員
・R元県調査（N=89）

55.0% 19.1%

女性・正社員
・H30全国調査（企）（N=1,500）

33.9% 26.4%

女性・非正社員
・H30全国調査（企）（N=500）

41.0% 20.2%

男性・正社員
・H30全国調査（企）（N=1,500）

32.8% 26.0%

男性・非正社員
・H30全国調査（企）（N=500）

33.0% 22.1%

13.2%

24.7%

30.1%

33.4%

16.4%

21.4%

15.5%

8.0%

21.9%

6.4%

1.4%

5.4%

1.4%

0.7%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

14.3%

21.3%

31.6%

33.7%

23.8%

18.0%

14.8%

7.9%

13.5%

11.2%

1.2%

1.1%

0.8%

6.7%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

8.7%

11.7%

25.2%

29.3%

34.4%

29.7%

13.8%

13.6%

12.6%

6.6%

5.1%

9.0%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

7.0%

7.4%

25.8%

25.6%

36.8%

36.7%

14.3%

12.9%

11.7%

9.2%

4.5%

8.2%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %



72 

 

⑤ あなたの職場は休暇の取得状況を適切に管理していると思うか 

「休暇の取得状況を適切に管理している」と感じていない人の割合（「あてはまらない」と「あまりあては

まらない」の計）は、女性の正規職員でその割合が最も高く 30.1％で、女性の非正規職員に比べ 16.4ポイン

ト、男性の正規職員に比べ 8.8ポイント高くなっている。 

全国調査と比較すると、男女別・正規/非正規を問わず、「休暇の取得状況を適切に管理している」と感じて

いる人の割合（「あてはまる」と「まああてはまる」の計）が高くなっている。 

 

 

図表 あなたの職場は休暇の取得状況を適切に管理していると思うか 

 

 
 ※ あてはまる計：「あてはまる」と「まああてはまる」の計、あてはまらない計：「あてはまらない」と「あまりあてはまらない」の合計 
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今回（N=996） 53.0% 20.1%19.5% 33.5% 19.5% 9.9% 10.2% 4.3%

3.0%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

女性・正規職員
・R元県調査（N=219）

48.0% 30.1%

女性・非正規職員
・R元県調査（N=299）

59.9% 13.7%

男性・正規職員
・R元県調査（N=244）

56.1% 21.3%

男性・非正規職員
・R元県調査（N=89）

51.7% 16.9%

女性・正社員
・H30全国調査（企）（N=1,500）

32.9% 27.3%

女性・非正社員
・H30全国調査（企）（N=500）

35.5% 21.4%

男性・正社員
・H30全国調査（企）（N=1,500）

30.7% 24.8%

男性・非正社員
・H30全国調査（企）（N=500）

25.3% 26.6%
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0.5%
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4.9%

24.8%

20.4%

39.1%

38.5%
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9.7%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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⑥ あなたの職場は長く働くことよりも、効率よく働くことがよしとされると思うか 

 
「長く働くことよりも、効率よく働くことがよしとされる」と感じている人の割合（「あてはまる」と「ま

ああてはまる」の計）は、女性の非正規職員でその割合が最も高く 51.5％で、女性の正規職員に比べ 8.6 ポ

イント、男性の非正規職員に比べ 7.7ポイント高くなっている。 

全国調査と比較すると、男女別・正規/非正規を問わず、その割合は高くなっており、特に男性の正規職員

では 18.4ポイント高くなっている。 

 

図表 あなたの職場は長く働くことよりも、効率よく働くことがよしとされると思うか 

 

 
 ※ あてはまる計：「あてはまる」と「まああてはまる」の計、あてはまらない計：「あてはまらない」と「あまりあてはまらない」の合計 
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今回（N=996） 48.3% 21.7%18.7% 29.6% 22.7% 10.4% 11.3% 4.4%

2.8%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

女性・正規職員
・R元県調査（N=219）

42.9% 31.1%

女性・非正規職員
・R元県調査（N=299）

51.5% 18.4%

男性・正規職員
・R元県調査（N=244）

50.4% 23.0%

男性・非正規職員
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43.8% 18.0%
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・H30全国調査（企）（N=1,500）

33.9% 25.0%

女性・非正社員
・H30全国調査（企）（N=500）

35.8% 15.5%

男性・正社員
・H30全国調査（企）（N=1,500）

32.0% 22.0%

男性・非正社員
・H30全国調査（企）（N=500）

26.5% 24.0%
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⑦ あなたの職場は顧客や取引先のワーク・ライフ・バランスを配慮していると思うか 

「顧客や取引先のワーク・ライフ・バランスを配慮している」と感じている人の割合（「あてはまる」と「ま

ああてはまる」の計）は、男性の非正規職員でその割合が最も高く 36.0％で、男性の正規職員に比べ 8.6 ポ

イント、女性の非正規職員に比べ 9.9ポイント高くなっている。 

全国調査と比較すると、男女別・正規/非正規を問わず、その割合は高くなっており、特に男性の非正規職

員では 22.0ポイント高くなっている。 

 

 

図表 あなたの職場は顧客や取引先のワーク・ライフ・バランスを配慮していると思うか 

 

  

  
 ※ あてはまる計：「あてはまる」と「まああてはまる」の計、あてはまらない計：「あてはまらない」と「あまりあてはまらない」の合計 
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今回（N=996） 28.6% 19.5%7.5% 21.1% 31.5% 8.7% 10.8% 17.2% 3.1%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

女性・正規職員
・R元県調査（N=219）

26.0% 23.3%

女性・非正規職員
・R元県調査（N=299）

26.1% 14.4%

男性・正規職員
・R元県調査（N=244）

27.4% 23.8%

男性・非正規職員
・R元県調査（N=89）

36.0% 22.5%

女性・正社員
・H30全国調査（企）（N=1,500）

19.1% 28.2%

女性・非正社員
・H30全国調査（企）（N=500）

13.9% 20.0%

男性・正社員
・H30全国調査（企）（N=1,500）

18.2% 26.5%

男性・非正社員
・H30全国調査（企）（N=500）

14.0% 25.3%
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0.5%

1.7%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

5.7%
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12.9%

23.9%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

3.2%

2.9%

15.0%
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（３）就労形態・働き方を変えたいか 

①就労形態を変えたいと思うか 

問 5-3 あなたは現在の就労形態や働き方を変えたいと思いますか。 

 あてはまるものをそれぞれ１つずつ選んでください。（○はそれぞれ１つずつ） 

  （１）就労形態を変えたい 

※「就労形態」は、正社員や契約社員、パート、アルバイトなどの雇用形態のほか、会社経営や個人事業主、フリーランス等、

就労のあり方のことをいいます。  

 
「就労形態を変えたい」と思っている人の割合（「そう思う」と「ややそう思う」の計）を男女別・正規/非正

規別にみると、男女・正規/非正規間で大きな差はみられない。全国調査と比較すると、女性の非正規職員

（35.4％）において、7.7ポイント高くなっている（全国 27.7%）。 

 

図表 就労形態を変えたいと思うか（男女別・就労形態別） 

 

※ そう思う計：「そう思う」と「ややそう思う」の合計、そう思わない計：「そう思わない」と「あまりそう思わない」の合計  
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計

そう
思わない

計
そう思う

やや

そう思う

どちらとも

いえない

あまりそう

思わない

そう

思わない
無回答

女性・正規職員
・R元県調査（N=219）

31.5% 53.0%

女性・非正規職員
・R元県調査（N=299）

35.4% 45.1%

女性・その他
・R元県調査（N=53）

11.3% 58.5%

男性・正規職員
・R元県調査（N=244）

27.1% 52.9%

男性・非正規職員
・R元県調査（N=89）

36.0% 41.6%

男性・その他
・R元県調査（N=70）

22.9% 52.8%

女性・正社員
・H30全国調査（企）（N=1,500）

28.0% 37.4%

女性・非正社員
・H30全国調査（企）（N=500）

27.7% 39.2%

女性・雇用者以外の就労者
・H30全国調査（企）（N=500）

17.1% 53.9%

男性・正社員
・H30全国調査（企）（N=1,500）

29.1% 31.1%

男性・非正社員
・H30全国調査（企）（N=500）

32.1% 30.8%

男性・雇用者以外の就労者
・H30全国調査（企）（N=500）

18.2% 49.8%

12.3%

15.7%

3.8%

19.2%

19.7%

7.5%

15.1%

18.4%

20.8%

22.4%

18.7%

18.9%

30.6%

26.4%

39.6%

0.5%

1.0%

9.4%
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0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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18.1%
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37.0%

32.0%

16.9%

19.4%

23.2%

14.2%

11.4%

26.6%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

11.9%

13.5%

8.6%

15.2%

22.5%

14.3%

19.7%

16.9%

17.1%

20.5%

24.7%

25.7%

32.4%

16.9%

27.1%

0.4%

5.6%

7.1%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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②働き方を変えたいと思うか 

問 5-3 あなたは現在の就労形態や働き方を変えたいと思いますか。 

 あてはまるものをそれぞれ１つずつ選んでください。（○はそれぞれ１つずつ） 

  （２）働き方を変えたい 

 
「働き方を変えたい」と思っている人の割合（「そう思う」と「ややそう思う」の計）を男女別・正規/非正

規別にみると、女性の正規職員の割合が最も高く 56.7％で、男性の正規職員（38.5％）に比べて 18.2ポイン

ト、女性の非正規職員（33.1％）に比べて 23.6 ポイント高くなっている。全国調査と比較すると、女性の正

規職員は、20.7ポイント高くなっている（全国 36.0%）。 

 

 

図表 働き方を変えたいと思うか（男女別・就労形態別）

 

 

※ そう思う計：「そう思う」と「ややそう思う」の合計、そう思わない計：「そう思わない」と「あまりそう思わない」の合計 
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思わない
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そう思う
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あまりそう

思わない

そう

思わない
無回答

女性・正規職員
・R元県調査（N=219）

56.7% 25.5%

女性・非正規職員
・R元県調査（N=299）

33.1% 45.1%

女性・その他
・R元県調査（N=53）

18.9% 49.0%

男性・正規職員
・R元県調査（N=244）

38.5% 37.8%

男性・非正規職員
・R元県調査（N=89）

29.2% 48.3%

男性・その他
・R元県調査（N=70）

22.9% 45.7%

女性・正社員
・H30全国調査（企）（N=1,500）

36.0% 28.7%

女性・非正社員
・H30全国調査（企）（N=500）

27.1% 37.6%

女性・雇用者以外の就労者
・H30全国調査（企）（N=500）

22.9% 48.6%

男性・正社員
・H30全国調査（企）（N=1,500）

36.6% 25.3%

男性・非正社員
・H30全国調査（企）（N=500）

31.7% 29.7%

男性・雇用者以外の就労者
・H30全国調査（企）（N=500）

22.9% 42.6%

21.5%

14.4%

5.7%

35.2%

18.7%

13.2%

17.4%

20.7%

22.6%

12.3%

21.7%

7.5%

13.2%

23.4%

41.5%

0.5%

1.0%

9.4%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

13.3%

11.1%

7.0%

22.7%

16.0%

15.9%

35.3%

35.4%

28.5%

14.9%

18.4%

21.4%

13.8%

19.2%

27.2%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

16.0%

9.0%

10.0%

22.5%

20.2%

12.9%

23.0%

16.9%

22.9%

18.9%

29.2%

18.6%

18.9%

19.1%

27.1%

0.8%

5.6%

8.6%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

12.9%

11.8%

8.7%

23.7%

19.9%

14.2%

38.1%

38.6%

34.6%

14.1%

19.4%

19.6%

11.2%

10.3%

23.0%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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７ 「仕事」に関する考えについて（女性の無業者） 

（１）今後の就労希望 

問 6は現在お仕事をお持ちでない女性の方にうかがいます。それ以外の方は問 9-1へお進みください。 

問６ あなたは、今後就労を希望されていますか。（○は１つ） 

 
現在働いていない女性のうち、今後就労を希望する女性の割合（「すぐにでも、もしくは１年以内くらいに

就労したい」と「１年より先で、就労したい」の計）は 33.0％となっている。 

 

図表 今後の就労意向 

 

 

 

【子どもの有無別】 

子どもの有無別に今後就労を希望する女性の割合をみると、子どもがいる人は、子どもがいない人に比べて

30.1ポイント低くなっている。 

 

図表 今後の就労意向（子どもの有無別） 

  

すぐにでも、

もしくは１年以内

くらいに

就労したい

１年より先で、

就労したい

就労を希望

していない
無回答

R元県調査（N=318） 17.6% 15.4% 55.7% 11.3%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

H26女性の社会参加に関する意識調査

H26県調査（N=335）

仕事に就きたい

とは思わない
仕事に就きたい 無回答

46.6% 50.1% 3.3%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

すぐにでも、

もしくは１年以内

くらいに

就労したい

１年より先で、

就労したい

就労を希望

していない
無回答

子どもがいる（N=284）

子どもがいない（N=20）

15.8%

35.0%

14.1%

25.0%

58.5%

25.0%

11.6%

15.0%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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【年代別】 

年代別に今後就労を希望する女性の割合をみると、年代が低いほど就労を希望する割合が高くなる傾向であ

る。また、20～64歳においては 57.0％で、25～44歳においては 92.1％となっている。 

 

図表 今後の就労意向（年代別） 

 

 

  

すぐにでも、

もしくは１年以内

くらいに

就労したい

１年より先で、

就労したい

就労を希望

していない
無回答

20～24歳（N=2）

25～29歳（N=8）

30～34歳（N=15）

35～39歳（N=16）

40～44歳（N=24）

45～49歳（N=24）

50～54歳（N=21）

55～59歳（N=16）

60歳以上（N=192）

50.0%

62.5%

26.7%

43.8%

37.5%

41.7%

33.3%

12.5%

5.7%

50.0%

37.5%

66.7%

50.0%

50.0%

25.0%

14.3%

6.3%

2.6%

6.7%

6.3%

4.2%

33.3%

38.1%

75.0%

76.0%

8.3%

14.3%

6.3%

15.6%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

女性・２０～６４歳（N=165） 29.1% 27.9% 34.5% 8.5%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

女性・２５～４４歳（N=63） 39.7% 52.4% 4.8%3.2%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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【末子年齢別】 

末子年齢別に今後就労を希望する女性の割合をみると、「３歳未満」で 100.0％、「３歳以上就学前」で 94.1％

と、末子の年齢が低いうちから就労の希望を持っている。 

 

図表 今後の就労意向(女性・末子年齢別) 

 

 
  

すぐにでも、

もしくは１年以内

くらいに

就労したい

１年より先で、

就労したい

就労を希望

していない
無回答

３歳未満（N=17）

３歳以上就学前（N=17）

小学生（N=19）

中学生（N=14）

高校生（N=10）

大学生、専門・専修学校生
（N=8）

それ以外（N=195）

41.2%

29.4%

36.8%

28.6%

50.0%

25.0%

7.2%

58.8%

64.7%

42.1%

14.3%

30.0%

12.5%

2.6%

5.9%

21.1%

42.9%

20.0%

62.5%

74.4%

14.3%

15.9%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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（２）希望する雇用形態 

問 7は就労を希望しておられる女性の方（問 6で「1」または「2」と回答された方）にうかがいます。問 6で

「3」と回答された方は問 8へお進みください。 

問 7-1 どのような雇用形態なら就労しようと思いますか。（○はあてはまるものすべて） 

 
今後就労を希望する女性（20～64歳）が希望する雇用形態は、「パート・アルバイト」の割合が最も高く 85.1％

で、次いで「正規職員」（30.9％）、「派遣・嘱託・契約社員」（21.3％）となっている。 

 

図表 希望する雇用形態（複数回答）

 

（３）希望する職種 

問 7-2 どのような職種なら就労しようと思いますか。次の中から第１希望の職種、第２希望の職種、第

３希望の職種をそれぞれ１つ選んで右の回答欄に番号を記入してください。 

 
今後就労を希望する女性（20～64歳）が希望する職種は、「事務」が最も多く、次いで「サービス・販売・

接客」「教育」となっている。 

図表 希望する職種（あてはまるものを３つ選択）

  

パート・アルバイト

正規職員

派遣・嘱託・契約社員

内職

自営業主・家族従業者（起業も含む）

その他

無回答

85.1%

30.9%

21.3%

13.8%

11.7%

0.0%

0.0%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

全体（女性２０～６４歳）（N=94）

（単位：点）

事務

サービス・販売・接客

教育

福祉・介護

企画・マーケティング

技術・研究

営業

その他

※就労意向女性（２０～６４歳）ベース
※第一希望＝３点、第二希望＝２点、第三希望＝１点として点数換算

151 

146 

64 

63 

32 

25 

4 

29 

0 20 40 60 80 100 120 140 160

全体（女性２０～６４歳）（N=94）



81 

 

（４）希望する通勤手段 

問 7-3 勤務地までの通勤手段・通勤時間の希望についてうかがいます。 

  （１）通勤手段（○はあてはまるものすべて） 

 
今後就労を希望する女性（20～64歳）が希望する通勤手段は、「徒歩または自転車」の割合が最も高く 62.8％

で、次いで「自動車」（61.7％）、「公共交通機関」（37.2％）となっている。 

 

図表 希望する通勤手段（複数回答） 

 
 

（５）希望する通勤時間 

問 7-3 勤務地までの通勤手段・通勤時間の希望についてうかがいます。 

  （２）通勤時間（片道）（○は 1つ） 

 
今後就労を希望する女性（20～64 歳）が希望する通勤時間は、「15 分以内」の割合が 18.1％、「30 分以内」

の割合が 62.8％で、30分以内計が 80.9％となっている。 

 

図表 希望する通勤時間 

 

 

 

  

徒歩または自転車

自動車

公共交通機関

その他

無回答

62.8%

61.7%

37.2%

2.1%

0.0%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

全体（女性２０～６４歳）（N=94）

15分以内 30分以内 45分以内 1時間以内
1時間を

超えても可
無回答

全体（女性２０～６４歳）
（N=94）

18.1% 62.8% 6.4% 10.6%

1.1% 1.1%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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（６）就労する上での不安 

問 7-4 あなたが今後、仕事をしようとする上で、不安に思うことや問題になることは何ですか。次の中

からあてはまるもの上位３つを選び、右の回答欄に番号を記入してください。 

 
今後就労を希望する女性（20～64歳）の就労にあたっての不安点は、「必要な技術や知識が自分に十分ある

か、対応できるか」が最も多く、次いで「自分の体力・健康」、「自分が就職・再就職することによる子どもへ

の影響」となっている。 

 

 

図表 就労する上での不安（あてはまるものを３つ選択）

 

 

  

（単位：点）

必要な技術や知識が自分に
十分あるか、対応できるか

自分の体力・健康

自分が就職・再就職することによる
子どもへの影響

離職期間が長いこと

希望する職種や仕事内容、
処遇の会社が見つかるか

職場の人間関係

子どもの預け先が見つかるか

家族の介護

夫や家族が家事・育児・介護等を
分担してくれるか

就職・再就職することについて、
夫や家族の理解を得られるか

希望する通勤時間・通勤距離での
仕事が見つかるか

その他

※就労意向女性（女性２０～６４歳）ベース
※一番目＝３点、二番目＝２点、三番目＝１点として点数換算

83 

79 

68 

63 

60 

55 

39 

38 

29 

20 

19 

4 

0 20 40 60 80 100

全体（女性２０～６４歳）（N=94）
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（７）就労にあたって重視すること 

問 7-5 あなたが働くにあたって、重視することは何ですか。次の中からあてはまるもの上位３つを選び、

右の回答欄に番号を記入してください。 

 
今後就労を希望する女性（20～64歳）が就労にあたって重視することは、「勤務時間が柔軟である（シフト

の自由度など）こと」が最も多く、次いで「休暇が取りやすいこと」、「土日祝日出勤がないこと」となってい

る。 

 

図表 働くにあたって重視すること（あてはまるものを３つ選択） 

 

 

  

（単位：点）

勤務時間が柔軟である
（シフトの自由度など）こと

休暇が取りやすいこと

土日祝日出勤がないこと

通勤時間

収入

残業が少ない、または残業がないこと

長期間働き続けられること

取得している資格や経験を発揮できる
業務に従事できること

社内研修などスキルアップの機会が
充実していること

責任のある仕事を任せてくれること

その他

※就労意向女性（女性２０～６４歳）ベース
※一番目＝３点、二番目＝２点、三番目＝１点として点数換算

105 

94 

87 

67 

66 

53 

30 

22 

10 

9 

9 

0 20 40 60 80 100 120

全体（女性２０～６４歳）（N=94）
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（８）収入を得た場合の使い道 

問 7-6 あなたは、あなたが働いて得られる収入を主に何に利用する予定ですか。（○は１つ） 

 
今後就労を希望する女性（20～64歳）が想定する収入の使い道は、「生活費に充当する」の割合が最も高く

39.4％で、次いで「子どもの教育費（塾・習いごと等の費用）に充当する」（22.3％）、「貯蓄する（病気、老

後等に備える）」（21.3％）となっている。 

 

図表 収入を得た場合の使い道 

 

 

  

生活費に

充当する

住居や車

の購入

費用に

充当する

（住宅

ローンの

返済等

を含む）

貯蓄する

（病気、

老後等に

備える）

自らの

趣味等の

費用に

充当する

子どもの

教育費

（塾・

習いごと等

の費用）

に充当する

その他 無回答

全体（女性２０～６４歳）
（N=94）

39.4% 1.1% 21.3% 12.8% 22.3% 3.2%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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（９）就労を希望しない理由 

問 6で「３．就労を希望していない」と回答した女性の方にうかがいます。 

それ以外の方は問 9-1へお進みください。 

問８ あなたが今後、就労を希望されていないのは、どのような理由からですか。次の中から最大の理

由、第二の理由、第三の理由をそれぞれ１つ選んで右の回答欄に番号を記入してください。 
 
今後就労を希望しない女性（20～64歳）の就労を希望しない理由は、「夫や家族等の収入で生活ができるか

ら」が最も多く、次いで「家事・育児・介護などと両立する自信がないから」、「自分の仕事をする能力等に自

信がないから」となっている。 

 

図表 就労を希望しない理由（あてはまる理由を３つ選択） 

 

 

  

（単位：点）

夫や家族等の収入で生活ができるから

家事・育児・介護などと両立する
自信がないから

自分の仕事をする能力等に
自信がないから

家事・育児・介護などに専念したいから

高齢のため

職場の人間関係が不安だから

地域活動、ＰＴＡ活動、ボランティアなどを
やりたいから

夫が家事・育児・介護などを分担してくれ
ないから（理解がない、意識に欠ける）

就職・再就職について夫や家族の
理解がないから

長時間労働のため、夫が家事・育児
・介護などを分担できないから

単身赴任などのため、夫が家事・育児
・介護などを分担できないから

その他

※非就労意向女性ベース
※最大の理由＝３点、二番目の理由＝２点、三番目の理由＝１点として点数換算

83 

48 

41 

35 

30 

21 

18 

12 

4 

3 

1 

18 

0 20 40 60 80 100

全体（女性２０～６４歳）（N=57）
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８ 固定的性別役割分担意識について 

問 9-1 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方について、あなたはどのように思い

ますか。（○は１つ） 

 
「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方について、肯定的な人の割合（「賛成」、「どち

らかといえば賛成」の計）は 42.9％、否定的な人の割合（「反対」、「どちらかといえば反対」の計）は 54.9％

である。また、肯定的な人（42.9％）の割合は、前回調査（49.6％）と比較すると 6.7ポイント減少したもの

の、全国調査（35.0％）と比較すると 7.9ポイント高くなっている。 

否定的な人の割合は、男女別・年代別すべての中で女性の 20 歳代が最も高く（71.2％）、次いで男性の 20

歳代（69.7％）となっており、前回調査と比べると、女性の 20 歳代では 15.3 ポイント、男性の 20歳代では

16.5ポイント増加した。 

男女別に肯定的な人の割合をみると、男性は女性より 12.7 ポイント高い（男性 51.1%、女性 38.4%）。女性

は前回調査（48.2％）から 9.8ポイント減少したのに対し、男性は前回調査（51.8％）との差がほとんどなか

った。さらに、男女別・年代別に見ると、女性は 20歳代から 50歳代のすべての年代で、肯定的な人の割合が

前回と比べて 10 ポイント以上減少し、男性は 20 歳代と 40 歳代で肯定的な人の割合が前回と比べて 10 ポイ

ント以上減少した。 

 

 

 

図表 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方について（前回・全国比較） 

 

※ 肯定的計：「賛成」と「どちらかといえば賛成」の合計、否定的計：「反対」と「どちらかといえば反対」の合計   

 

  

肯定的
計

否定的
計

賛成

どちらかと

いえば

賛成

どちらかと

いえば

反対

反対 無回答

R元県調査（N=1,439） 42.9% 54.9%

H26県調査（N=1,410） 49.6% 49.1%

R元全国調査（N=2,645） 35.0% 59.8%

4.7%

5.2%

7.5%

38.2%

44.5%

27.5%

35.4%

34.7%

36.6%

19.5%

14.4%

23.2%

2.2%

1.3%

5.2%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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図表 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方について（男女別） 

 
※ 肯定的計：「賛成」と「どちらかといえば賛成」の合計、否定的計：「反対」と「どちらかといえば反対」の合計 

 

 

図表 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方について（男女別・年代別） 

 
 

  

肯定的
計

否定的
計

賛成

どちらかと

いえば

賛成

どちらかと

いえば

反対

反対 無回答

女性・R元県調査（N=903） 38.4% 59.8%

女性・H26県調査（N=848） 48.2% 50.6%

男性・R元県調査（N=517） 51.1% 46.7%

男性・H26県調査（N=562） 51.8% 46.8%

3.2%

4.8%

7.4%

5.7%

35.2%

43.4%

43.7%

46.1%

38.2%

36.8%

30.8%

31.5%

21.6%

13.8%

15.9%

15.3%

1.8%

1.2%

2.3%

1.4%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

女性・２０歳代
・R元県調査（N=66）

28.8% 71.2%

女性・３０歳代
・R元県調査（N=117）

32.5% 66.7%

女性・４０歳代
・R元県調査（N=203）

39.5% 58.6%

女性・５０歳代
・R元県調査（N=218）

38.1% 61.0%

女性・６０歳以上
・R元県調査（N=298）

42.6% 54.3%

女性・２０歳代
・H26県調査（N=59）

44.1% 55.9%

女性・３０歳代
・H26県調査（N=147）

46.9% 52.4%

女性・４０歳代
・H26県調査（N=257）

49.8% 49.0%

女性・５０歳代
・H26県調査（N=243）

50.6% 48.1%

女性・６０歳以上
・H26県調査（N=139）

45.3% 53.2%

6.1%

2.6%

3.0%

2.3%

3.7%

22.7%

29.9%

36.5%

35.8%

38.9%

36.4%

40.2%

38.4%

36.2%

38.9%

34.8%

26.5%

20.2%

24.8%

15.4%

0.9%

2.0%

0.9%

3.0%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

5.1%

4.1%

3.1%

5.8%

7.2%

39.0%

42.9%

46.7%

44.9%

38.1%

39.0%

34.7%

38.9%

33.7%

38.8%

16.9%

17.7%

10.1%

14.4%

14.4%

0.7%

1.2%

1.2%

1.5%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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※ 肯定的計：「賛成」と「どちらかといえば賛成」の合計、否定的計：「反対」と「どちらかといえば反対」の合計 

 

 

 

  

肯定的
計

否定的
計

賛成

どちらかと

いえば

賛成

どちらかと

いえば

反対

反対 無回答

男性・２０歳代
・R元県調査（N=33）

27.3% 69.7%

男性・３０歳代
・R元県調査（N=61）

52.5% 44.3%

男性・４０歳代
・R元県調査（N=104）

41.3% 57.7%

男性・５０歳代
・R元県調査（N=114）

53.5% 41.2%

男性・６０歳以上
・R元県調査（N=205）

58.0% 41.0%

男性・２０歳代
・H26県調査（N=47）

44.7% 53.2%

男性・３０歳代
・H26県調査（N=85）

55.3% 41.2%

男性・４０歳代
・H26県調査（N=165）

53.3% 45.5%

男性・５０歳代
・H26県調査（N=166）

51.8% 47.0%

男性・６０歳以上
・H26県調査（N=99）

49.5% 50.5%

6.1%

6.6%

1.9%

7.9%

10.2%

21.2%

45.9%

39.4%

45.6%

47.8%

39.4%

27.9%

38.5%

28.9%

27.3%

30.3%

16.4%

19.2%

12.3%

13.7%

3.0%

3.3%

1.0%

5.3%

1.0%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

6.4%

5.9%

6.7%

4.2%

6.1%

38.3%

49.4%

46.7%

47.6%

43.4%

38.3%

27.1%

31.5%

34.9%

26.3%

14.9%

14.1%

13.9%

12.0%

24.2%

2.1%

3.5%

1.2%

1.2%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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９ 男女の地域や家庭における役割等について 

問 9-2 次の（１）～（６）のことがらについて、どのように思いますか。あなたのお考えに近いものを

選んでください。（○はそれぞれ１つずつ） 

問 9-3 次の（１）～（６）のことがらについて、あなたのご家庭における現状に最も近いものはどれで

すか（項目は問 9-2と同内容）。（○はそれぞれ１つずつ） 

 
① 日常の家事（食事の支度・洗濯、掃除） 

 
「日常の家事（食事の支度・洗濯、掃除）」を、女性の役割と考える人の割合（「主に女性の役割」と「どち

らかといえば女性の役割」の計）は 57.6％である。考えと現状の乖離（スコア差）をみると、考えに対して現

状は女性の役割となっている人の割合が 20.5ポイント高くなっている。 

【男女別】 

女性では、女性の役割と考える人の割合が 57.1％、現状は女性の役割となっている人の割合が 83.1％で、

考えと現状の乖離（スコア差）は 26.0ポイントとなっている。 

男性では、女性の役割と考える人の割合が 59.0％、現状は女性の役割となっている人の割合が 70.0％で、

考えと現状の乖離（スコア差）は 11.0ポイントとなっている。 

 

 

図表 日常の家事（食事の支度・洗濯、掃除） 

 

 

 

 

※ 男性の役割計：「主に男性の役割」と「どちらかといえば男性の役割」の合計、 

女性の役割計：「主に女性の役割」と「どちらかといえば女性の役割」の合計  

  

男性の
役割
計

女性の
役割
計

主に男性

の役割

どちらかと

いえば

男性の

役割

両方

同じ程度

の役割

どちらかと

いえば

女性の

役割

主に女性

の役割

いずれにも

該当しない
無回答

[考え] 全体・R元県調査（N=1,439） 0.2% 57.6%

女性・R元県調査（N=903） 0.0% 57.1%

男性・R元県調査（N=517） 0.4% 59.0%

0.1%

0.2%

0.1%

0.2%

37.4%

39.4%

34.6%

42.6%

43.7%

41.0%

15.0%

13.4%

18.0%

3.1%

2.4%

4.3%

1.8%

1.0%

1.7%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

[現状] 全体・R元県調査（N=1,439） 2.5% 78.1%

女性・R元県調査（N=903） 0.4% 83.1%

男性・R元県調査（N=517） 6.2% 70.0%

1.2%

3.3%

1.3%

0.4%

2.9%

10.1%

8.3%

13.3%

22.6%

20.8%

25.7%

55.5%

62.3%

44.3%

6.7%

6.3%

7.4%

2.6%

1.8%

3.1%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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【男女別・年代別】 

男女別・年代別にみると、男女ともに 30歳代以上は半数以上が考え・現状ともに女性の役割としている。 

 

図表 日常の家事（食事の支度・洗濯、掃除）（男女別・年代別） 

 

 
※ 男性の役割計：「主に男性の役割」と「どちらかといえば男性の役割」の合計、 

女性の役割計：「主に女性の役割」と「どちらかといえば女性の役割」の合計  

  

男性の
役割
計

女性の
役割
計

主に男性

の役割

どちらかと

いえば

男性の

役割

両方

同じ程度

の役割

どちらかと

いえば

女性の

役割

主に女性

の役割

いずれにも

該当しない
無回答

  ［女性］

　［２０歳代］（N=66）

考え 0.0% 36.4%

現状 1.5% 75.8%

　［３０歳代］（N=117）

考え 0.0% 52.2%

現状 0.0% 79.5%

　［４０歳代］（N=203）

考え 0.0% 53.2%

現状 0.0% 84.7%

　［５０歳代］（N=218）

考え 0.0% 60.1%

現状 1.4% 86.3%

　［６０歳以上］（N=298）

考え 0.0% 64.1%

現状 0.0% 82.9%

1.5%

59.1%

7.6%

30.3%

15.2%

6.1%

60.6%

4.5%

13.6% 1.5%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

45.3%

8.5%

41.9%

22.2%

10.3%

57.3%

2.6%

10.3% 1.7%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

45.3%

9.4%

36.9%

17.7%

16.3%

67.0%

1.5%

5.4%

0.5%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

1.4%

37.2%

6.0%

45.0%

21.6%

15.1%

64.7%

2.8%

5.5%

0.9%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

30.5%

9.4%

51.0%

23.2%

13.1%

59.7%

2.3%

4.4%

3.0%

3.4%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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※ 男性の役割計：「主に男性の役割」と「どちらかといえば男性の役割」の合計、 

女性の役割計：「主に女性の役割」と「どちらかといえば女性の役割」の合計  

  

男性の
役割
計

女性の
役割
計

主に男性

の役割

どちらかと

いえば

男性の

役割

両方

同じ程度

の役割

どちらかと

いえば

女性の

役割

主に女性

の役割

いずれにも

該当しない
無回答

  ［男性］

　［２０歳代］（N=33）

考え 0.0% 24.2%

現状 3.0% 63.7%

　［３０歳代］（N=61）

考え 0.0% 52.5%

現状 3.2% 73.8%

　［４０歳代］（N=104）

考え 0.0% 57.6%

現状 9.6% 68.3%

　［５０歳代］（N=114）

考え 0.9% 61.4%

現状 6.1% 66.7%

　［６０歳以上］（N=205）

考え 0.5% 65.9%

現状 5.8% 72.7%

3.0%

63.6%

12.1%

21.2%

15.2%

3.0%

48.5%

9.1%

15.2%

3.0%

6.1%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

1.6% 1.6%

42.6%

8.2%

41.0%

27.9%

11.5%

45.9%

4.9%

13.1% 1.6%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

3.8%

5.8%

35.6%

13.5%

41.3%

22.1%

16.3%

46.2%

6.7%

8.7%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

0.9%

3.5%

2.6%

30.7%

19.3%

37.7%

20.2%

23.7%

46.5%

4.4%

5.3%

2.6%

2.6%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

3.4%

0.5%

2.4%

29.3%

11.7%

45.9%

31.7%

20.0%

41.0%

2.0%

4.9%

2.4%

4.9%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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② 乳幼児の世話 

 
「乳幼児の世話」を、女性の役割と考える人の割合（「主に女性の役割」と「どちらかといえば女性の役割」

の計）は 63.6％となっている。考えと現状の乖離（スコア差）に大きな差はみられない。 

【男女別】 

女性では、女性の役割と考える人の割合が 63.4％、現状は女性の役割となっている人の割合が 65.6％で、

考えと現状の乖離（スコア差）に大きな差はみられない。 

男性では、女性の役割と考える人の割合が 64.3％、現状は女性の役割となっている人の割合が 55.7％で、

考えと現状の乖離（スコア差）は 8.6ポイントとなっている。 

 

 

図表 乳幼児の世話 

 

 

※ 男性の役割計：「主に男性の役割」と「どちらかといえば男性の役割」の合計、 

女性の役割計：「主に女性の役割」と「どちらかといえば女性の役割」の合計  

  

男性の
役割
計

女性の
役割
計

主に男性

の役割

どちらかと

いえば

男性の

役割

両方

同じ程度

の役割

どちらかと

いえば

女性の

役割

主に女性

の役割

いずれにも

該当しない
無回答

[考え] 全体・R元県調査（N=1,439） 0.1% 63.6%

女性・R元県調査（N=903） 0.0% 63.4%

男性・R元県調査（N=517） 0.0% 64.3%

0.1% 30.5%

31.9%

29.0%

40.7%

41.6%

39.5%

22.9%

21.8%

24.8%

4.0%

3.4%

5.2%

1.8%

1.2%

1.5%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

[現状] 全体・R元県調査（N=1,439） 0.4% 61.7%

女性・R元県調査（N=903） 0.1% 65.6%

男性・R元県調査（N=517） 1.0% 55.7%

0.2%

0.6%

0.2%

0.1%

0.4%

6.1%

4.9%

8.3%

20.4%

19.5%

21.7%

41.3%

46.1%

34.0%

27.5%

26.6%

30.0%

4.2%

2.9%

5.0%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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【男女別・年代別】 

男女別・年代別にみると、女性は年代を問わず半数以上が考え・現状ともに女性の役割としている。 

 

図表 乳幼児の世話（男女別・年代別） 

 

  
※ 男性の役割計：「主に男性の役割」と「どちらかといえば男性の役割」の合計、 

女性の役割計：「主に女性の役割」と「どちらかといえば女性の役割」の合計  

  

男性の
役割
計

女性の
役割
計

主に男性

の役割

どちらかと

いえば

男性の

役割

両方

同じ程度

の役割

どちらかと

いえば

女性の

役割

主に女性

の役割

いずれにも

該当しない
無回答

  ［女性］

　［２０歳代］（N=66）

考え 0.0% 50.0%

現状 0.0% 45.4%

　［３０歳代］（N=117）

考え 0.0% 59.0%

現状 0.0% 71.0%

　［４０歳代］（N=203）

考え 0.0% 66.5%

現状 0.0% 71.4%

　［５０歳代］（N=218）

考え 0.0% 65.6%

現状 0.5% 70.2%

　［６０歳以上］（N=298）

考え 0.0% 64.5%

現状 0.0% 60.4%

48.5%

4.5%

36.4%

4.5%

13.6%

40.9%

1.5%

47.0% 3.0%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

38.5%

4.3%

36.8%

29.1%

22.2%

41.9%

2.6%

24.8%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

31.5%

6.4%

41.9%

16.7%

24.6%

54.7%

2.0%

21.2% 1.0%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

0.5%

30.3%

3.2%

43.6%

20.2%

22.0%

50.0%

4.1%

25.7% 0.5%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

27.2%

5.4%

43.0%

20.5%

21.5%

39.9%

4.7%

27.2%

3.7%

7.0%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %



94 

 

 

 
※ 男性の役割計：「主に男性の役割」と「どちらかといえば男性の役割」の合計、 

女性の役割計：「主に女性の役割」と「どちらかといえば女性の役割」の合計  

  

男性の
役割
計

女性の
役割
計

主に男性

の役割

どちらかと

いえば

男性の

役割

両方

同じ程度

の役割

どちらかと

いえば

女性の

役割

主に女性

の役割

いずれにも

該当しない
無回答

  ［男性］

　［２０歳代］（N=33）

考え 0.0% 45.4%

現状 0.0% 45.5%

　［３０歳代］（N=61）

考え 0.0% 50.9%

現状 3.2% 62.3%

　［４０歳代］（N=104）

考え 0.0% 61.5%

現状 1.0% 50.0%

　［５０歳代］（N=114）

考え 0.0% 64.9%

現状 1.8% 58.7%

　［６０歳以上］（N=205）

考え 0.0% 72.2%

現状 0.0% 56.6%

45.5%

18.2%

42.4%

18.2%

3.0%

27.3%

6.1%

30.3%

3.0%

6.1%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

1.6% 1.6%

44.3%

3.3%

27.9%

26.2%

23.0%

36.1%

4.9%

29.5% 1.6%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

1.0%

29.8%

7.7%

42.3%

13.5%

19.2%

36.5%

8.7%

41.3%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

0.9% 0.9%

27.2%

10.5%

31.6%

21.9%

33.3%

36.8%

6.1%

23.7%

1.8%

5.3%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

22.4%

7.3%

45.4%

24.9%

26.8%

31.7%

2.9%

27.8%

2.4%

8.3%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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③ 子どもの教育としつけ、学校行事 

 
「子どもの教育としつけ、学校行事」を、男女とも同じ程度の役割と考える人の割合は 73.5％、女性の役割と

考える人の割合（「主に女性の役割」と「どちらかといえば女性の役割」の計）は 19.8％となっている。考え

と現状の乖離（スコア差）をみると、考えに対して現状は女性の役割となっている人の割合が 29.3 ポイント

高くなっている。 

【男女別】 

女性では、女性の役割と考える人の割合が 19.8％、現状は女性の役割となっている人の割合が 56.2％で、

考えと現状の乖離（スコア差）は 36.4ポイントとなっている。 

男性では、女性の役割と考える人の割合が 20.5％、現状は女性の役割となっている人の割合が 37.3％で、

考えと現状の乖離（スコア差）は 16.8ポイントとなっている。 

 

 

図表 子どもの教育としつけ、学校行事 

 

 

※ 男性の役割計：「主に男性の役割」と「どちらかといえば男性の役割」の合計、 

女性の役割計：「主に女性の役割」と「どちらかといえば女性の役割」の合計  

 

  

男性の
役割
計

女性の
役割
計

主に男性

の役割

どちらかと

いえば

男性の

役割

両方

同じ程度

の役割

どちらかと

いえば

女性の

役割

主に女性

の役割

いずれにも

該当しない
無回答

[考え] 全体・R元県調査（N=1,439） 1.1% 19.8%

女性・R元県調査（N=903） 0.3% 19.8%

男性・R元県調査（N=517） 2.5% 20.5%

0.2%

0.1%

0.4%

0.9%

0.2%

2.1%

73.5%

75.3%

71.0%

15.0%

14.4%

16.6%

4.8%

5.4%

3.9%

3.6%

3.0%

4.8%

1.9%

1.6%

1.2%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

[現状] 全体・R元県調査（N=1,439） 1.4% 49.1%

女性・R元県調査（N=903） 0.2% 56.2%

男性・R元県調査（N=517） 3.3% 37.3%

0.4%

1.2%

1.0%

0.2%

2.1%

20.8%

17.5%

26.7%

22.1%

21.6%

22.8%

27.0%

34.6%

14.5%

24.7%

23.3%

27.9%

4.0%

2.9%

4.8%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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【男女別・年代別】 

男女別・年代別にみると、考えは男女を問わず女性の役割計は 20％前後であるのに対して、現状は女性の

役割計が高くなっており、特に女性 30 歳代から 50 歳代にかけて考えと現状の女性の役割計のスコア差が大

きくなっている。 

 

 

 
※ 男性の役割計：「主に男性の役割」と「どちらかといえば男性の役割」の合計、 

女性の役割計：「主に女性の役割」と「どちらかといえば女性の役割」の合計  

  

男性の
役割
計

女性の
役割
計

主に男性

の役割

どちらかと

いえば

男性の

役割

両方

同じ程度

の役割

どちらかと

いえば

女性の

役割

主に女性

の役割

いずれにも

該当しない
無回答

  ［女性］

　［２０歳代］（N=66）

考え 1.5% 10.6%

現状 0.0% 39.4%

　［３０歳代］（N=117）

考え 0.0% 21.4%

現状 0.0% 62.4%

　［４０歳代］（N=203）

考え 1.0% 24.6%

現状 0.0% 62.5%

　［５０歳代］（N=218）

考え 0.0% 22.5%

現状 0.0% 63.8%

　［６０歳以上］（N=298）

考え 0.0% 16.1%

現状 0.7% 47.3%

1.5% 83.3%

24.2%

7.6%

13.6%

3.0%

25.8%

3.0%

33.3%

1.5%

3.0%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

76.1%

14.5%

13.7%

27.4%

7.7%

35.0%

2.6%

23.1%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

1.0% 72.4%

17.2%

17.7%

19.2%

6.9%

43.3%

1.5%

18.7%

0.5%

1.5%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

73.9%

13.3%

19.3%

23.9%

3.2%

39.9%

3.2%

22.5%

0.5%

0.5%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

0.7%

76.2%

20.5%

10.4%

20.8%

5.7%

26.5%

4.0%

24.8%

3.7%

6.7%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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※ 男性の役割計：「主に男性の役割」と「どちらかといえば男性の役割」の合計、 

女性の役割計：「主に女性の役割」と「どちらかといえば女性の役割」の合計  

  

男性の
役割
計

女性の
役割
計

主に男性

の役割

どちらかと

いえば

男性の

役割

両方

同じ程度

の役割

どちらかと

いえば

女性の

役割

主に女性

の役割

いずれにも

該当しない
無回答

  ［男性］

　［２０歳代］（N=33）

考え 0.0% 12.1%

現状 6.0% 36.4%

　［３０歳代］（N=61）

考え 6.6% 18.1%

現状 4.9% 54.1%

　［４０歳代］（N=104）

考え 1.0% 23.1%

現状 3.8% 43.3%

　［５０歳代］（N=114）

考え 0.9% 20.2%

現状 3.5% 36.8%

　［６０歳以上］（N=205）

考え 3.4% 21.5%

現状 2.0% 29.8%

3.0%

3.0%

78.8%

21.2%

12.1%

18.2% 18.2%

6.1%

30.3%

3.0%

6.1%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

1.6%

6.6%

3.3%

72.1%

9.8%

11.5%

31.1%

6.6%

23.0%

3.3%

29.5% 1.6%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

1.9%

1.0%

1.9%

68.3%

17.3%

21.2%

30.8%

1.9%

12.5%

7.7%

34.6% 1.0%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

0.9%

0.9%

2.6%

71.9%

32.5%

14.9%

22.8%

5.3%

14.0%

5.3%

21.9%

1.8%

5.3%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

1.0%

0.5%

2.4%

1.5%

70.2%

34.1%

17.6%

17.1%

3.9%

12.7%

3.4%

26.8%

1.5%

7.3%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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④ 老親や病身者の介護や看護 

 
「老親や病身者の介護や看護」を、男女とも同じ程度の役割と考える人の割合は 73.9％、女性の役割と考

える人の割合（「主に女性の役割」と「どちらかといえば女性の役割」の計）は 17.0％となっている。考えと

現状の乖離（スコア差）をみると、考えに対して現状は女性の役割となっている人の割合が 23.0 ポイント高

くなっている。 

【男女別】 

女性では、女性の役割と考える人の割合が 15.8％、現状は女性の役割となっている人の割合が 46.3％で、

考えと現状の乖離（スコア差）は 30.5ポイントとなっている。 

男性では、女性の役割と考える人の割合が 18.6％、現状は女性の役割となっている人の割合が 29.2％で、

考えと現状の乖離（スコア差）は 10.6ポイントとなっている。 

 

 

 

図表 老親や病身者の介護や看護 

 

※ 男性の役割計：「主に男性の役割」と「どちらかといえば男性の役割」の合計、 

女性の役割計：「主に女性の役割」と「どちらかといえば女性の役割」の合計  

 

  

男性の
役割
計

女性の
役割
計

主に男性

の役割

どちらかと

いえば

男性の

役割

両方

同じ程度

の役割

どちらかと

いえば

女性の

役割

主に女性

の役割

いずれにも

該当しない
無回答

[考え] 全体・R元県調査（N=1,439） 1.4% 17.0%

女性・R元県調査（N=903） 0.7% 15.8%

男性・R元県調査（N=517） 2.7% 18.6%

0.1%

0.2%

1.3%

0.7%

2.5%

73.9%

77.0%

70.0%

13.2%

12.0%

14.9%

3.8%

3.8%

3.7%

5.6%

5.1%

6.6%

2.2%

1.6%

2.1%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

[現状] 全体・R元県調査（N=1,439） 2.4% 40.0%

女性・R元県調査（N=903） 0.7% 46.3%

男性・R元県調査（N=517） 5.6% 29.2%

0.8%

0.1%

2.1%

1.6%

0.6%

3.5%

24.0%

21.3%

29.2%

17.4%

16.6%

18.2%

22.6%

29.7%

11.0%

29.3%

28.3%

31.7%

4.2%

3.4%

4.3%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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【男女別・年代別】 

男女別・年代別にみると、考えは男女を問わず女性の役割計は 20％前後であるのに対して、現状は女性の

役割計が高くなっており、特に 40歳代以上の女性は 40％を超えている。 

 

図表 老親や病身者の介護や看護（男女別・年代別） 

 

 
※ 男性の役割計：「主に男性の役割」と「どちらかといえば男性の役割」の合計、 

女性の役割計：「主に女性の役割」と「どちらかといえば女性の役割」の合計  

  

男性の
役割
計

女性の
役割
計

主に男性

の役割

どちらかと

いえば

男性の

役割

両方

同じ程度

の役割

どちらかと

いえば

女性の

役割

主に女性

の役割

いずれにも

該当しない
無回答

  ［女性］

　［２０歳代］（N=66）

考え 4.5% 10.6%

現状 3.0% 37.9%

　［３０歳代］（N=117）

考え 0.0% 17.9%

現状 0.9% 37.6%

　［４０歳代］（N=203）

考え 0.0% 21.6%

現状 0.5% 45.3%

　［５０歳代］（N=218）

考え 0.0% 13.8%

現状 0.9% 58.2%

　［６０歳以上］（N=298）

考え 1.0% 13.4%

現状 0.0% 43.6%

4.5%

3.0%

75.8%

12.1%

9.1%

6.1%

1.5%

31.8%

7.6%

43.9%

1.5%

3.0%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

0.9%

74.4%

15.4%

11.1%

12.8%

6.8%

24.8%

6.8%

45.3%

0.9%

0.9%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

0.5%

73.9%

16.3%

16.7%

14.8%

4.9%

30.5%

3.9%

36.5%

0.5%

1.5%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

0.9%

81.7%

22.5%

10.1%

22.0%

3.7%

36.2%

4.1%

17.4%

0.5%

0.9%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

1.0%
76.8%

28.2%

11.1%

17.8%

2.3%

25.8%

5.4%

20.5%

3.4%

7.7%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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※ 男性の役割計：「主に男性の役割」と「どちらかといえば男性の役割」の合計、 

女性の役割計：「主に女性の役割」と「どちらかといえば女性の役割」の合計  

  

男性の
役割
計

女性の
役割
計

主に男性

の役割

どちらかと

いえば

男性の

役割

両方

同じ程度

の役割

どちらかと

いえば

女性の

役割

主に女性

の役割

いずれにも

該当しない
無回答

  ［男性］

　［２０歳代］（N=33）

考え 3.0% 6.1%

現状 0.0% 24.3%

　［３０歳代］（N=61）

考え 3.3% 8.2%

現状 1.6% 21.3%

　［４０歳代］（N=104）

考え 4.8% 13.4%

現状 8.6% 25.9%

　［５０歳代］（N=114）

考え 0.9% 23.7%

現状 5.3% 33.3%

　［６０歳以上］（N=205）

考え 2.4% 23.4%

現状 6.4% 31.7%

3.0% 81.8%

27.3%

6.1%

9.1% 15.2%

6.1%

42.4%

3.0%

6.1%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

1.6%

3.3% 78.7%

21.3%

4.9%

9.8%

3.3%

11.5%

8.2%

54.1%

1.6%

1.6%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

1.0%

1.9%

3.8%

6.7%

70.2%

17.3%

11.5%

16.3%

1.9%

9.6%

10.6%

47.1%

1.0%

1.0%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

3.5%

0.9%

1.8%

66.7%

36.8%

20.2%

23.7%

3.5%

9.6%

7.0%

20.2%

1.8%

4.4%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

2.0%

2.4%

4.4%

67.3%

33.7%

18.0%

20.0%

5.4%

11.7%

3.9%

22.0%

2.9%

6.3%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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⑤ 自治会、町内会など地域活動への参加 

 
「自治会、町内会など地域活動への参加」を、男女とも同じ程度の役割と考える人の割合は 57.7％、男性の

役割と考える人の割合（「主に男性の役割」と「どちらかといえば男性の役割」の計）は 29.4％、女性の役割

と考える人の割合（「主に女性の役割」と「どちらかといえば女性の役割」の計）は 6.5％となっている。 

現状においては、男女とも同じ程度の役割となっている人の割合は 24.0％、男性の役割となっている人の

割合は 30.3％、女性の役割となっている人の割合は 30.3％となっている。 

 

図表 自治会、町内会など地域活動への参加 

 

 

※ 男性の役割計：「主に男性の役割」と「どちらかといえば男性の役割」の合計、 

女性の役割計：「主に女性の役割」と「どちらかといえば女性の役割」の合計  

  

男性の
役割
計

女性の
役割
計

主に男性

の役割

どちらかと

いえば

男性の

役割

両方

同じ程度

の役割

どちらかと

いえば

女性の

役割

主に女性

の役割

いずれにも

該当しない
無回答

[考え] 全体・R元県調査（N=1,439） 29.4% 6.5%

女性・R元県調査（N=903） 25.2% 6.0%

男性・R元県調査（N=517） 37.2% 7.1%

4.8%

3.8%

6.8%

24.6%

21.4%

30.4%

57.7%

63.8%

48.2%

4.7%

4.1%

5.6%

1.8%

1.9%

1.5%

4.7%

3.8%

6.4%

1.7%

1.3%

1.2%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

[現状] 全体・R元県調査（N=1,439） 30.3% 30.3%

女性・R元県調査（N=903） 24.3% 37.3%

男性・R元県調査（N=517） 41.4% 18.8%

11.3%

7.9%

17.4%

19.0%

16.4%

24.0%

24.0%

24.0%

24.0%

11.5%

13.0%

9.3%

18.8%

24.3%

9.5%

12.7%

12.6%

13.2%

2.6%

1.9%

2.7%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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図表 自治会、町内会など地域活動への参加（男女別・年代別） 

 

  
※ 男性の役割計：「主に男性の役割」と「どちらかといえば男性の役割」の合計、 

女性の役割計：「主に女性の役割」と「どちらかといえば女性の役割」の合計  

  

男性の
役割
計

女性の
役割
計

主に男性

の役割

どちらかと

いえば

男性の

役割

両方

同じ程度

の役割

どちらかと

いえば

女性の

役割

主に女性

の役割

いずれにも

該当しない
無回答

  ［女性］

　［２０歳代］（N=66）

考え 18.2% 6.0%

現状 28.8% 19.7%

　［３０歳代］（N=117）

考え 24.8% 8.5%

現状 21.3% 35.9%

　［４０歳代］（N=203）

考え 25.1% 6.9%

現状 21.7% 49.8%

　［５０歳代］（N=218）

考え 25.7% 4.6%

現状 23.8% 39.4%

　［６０歳以上］（N=298）

考え 26.2% 5.4%

現状 26.2% 31.5%

1.5%

9.1%

16.7%

19.7%

66.7%

15.2%

4.5%

4.5%

1.5%

15.2%

7.6%

33.3%

1.5%

3.0%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

7.7%

12.8%

17.1%

8.5%

64.1%

18.8%

6.8%

12.0%

1.7%

23.9%

2.6%

23.1% 0.9%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

3.9%

7.9%

21.2%

13.8%

65.5%

16.7%

4.4%

14.3%

2.5%

35.5%

2.0%

10.8%

0.5%

1.0%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

2.3%

5.0%

23.4%

18.8%

65.1%

25.2%

3.2%

13.3%

1.4%

26.1%

4.1%

11.0%

0.5%

0.5%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

3.7%

7.7%

22.5%

18.5%

61.1%

32.2%

3.4%

14.1%

2.0%

17.4%

4.4%

6.4%

3.0%

3.7%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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※ 男性の役割計：「主に男性の役割」と「どちらかといえば男性の役割」の合計、 

女性の役割計：「主に女性の役割」と「どちらかといえば女性の役割」の合計  

  

男性の
役割
計

女性の
役割
計

主に男性

の役割

どちらかと

いえば

男性の

役割

両方

同じ程度

の役割

どちらかと

いえば

女性の

役割

主に女性

の役割

いずれにも

該当しない
無回答

  ［男性］

　［２０歳代］（N=33）

考え 27.3% 3.0%

現状 24.2% 18.2%

　［３０歳代］（N=61）

考え 36.1% 3.3%

現状 21.3% 24.6%

　［４０歳代］（N=104）

考え 33.7% 8.7%

現状 39.4% 17.3%

　［５０歳代］（N=114）

考え 34.2% 5.3%

現状 42.1% 21.1%

　［６０歳以上］（N=205）

考え 42.5% 9.2%

現状 50.7% 16.6%

6.1%

12.1%

21.2%

12.1%

57.6%

30.3%

3.0%

3.0% 15.2%

9.1%

21.2%

3.0%

6.1%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

3.3%

13.1%

32.8%

8.2%

52.5%

31.1%

3.3%

18.0% 6.6%

8.2%

21.3% 1.6%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

7.7%

15.4%

26.0%

24.0%

48.1%

18.3%

7.7%

7.7%

1.0%

9.6%

9.6%

25.0%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

4.4%

17.5%

29.8%

24.6%

52.6%

26.3%

3.5%

8.8%

1.8%

12.3%

6.1%

7.9%

1.8%

2.6%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

8.8%

20.5%

33.7%

30.2%

42.9%

22.4%

6.8%

8.8%

2.4%

7.8%

3.9%

6.3%

1.5%

3.9%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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⑥ 自治会、町内会、学校関係の役員 

 
「自治会、町内会、学校関係の役員」を、男女とも同じ程度の役割と考える人の割合は 56.8％、男性の役割

と考える人の割合（「主に男性の役割」と「どちらかといえば男性の役割」の計）は 24.8％、女性の役割と考

える人の割合（「主に女性の役割」と「どちらかといえば女性の役割」の計）は 11.6％となっている。 

現状においては、男女とも同じ程度の役割となっている人の割合は 23.1％、男性の役割となっている人の

割合は 23.4％、女性の役割となっている人の割合は 33.5％となっている。 

 

 

 

図表 自治会、町内会、学校関係の役員 

 

※ 男性の役割計：「主に男性の役割」と「どちらかといえば男性の役割」の合計、 

女性の役割計：「主に女性の役割」と「どちらかといえば女性の役割」の合計  

  

男性の
役割
計

女性の
役割
計

主に男性

の役割

どちらかと

いえば

男性の

役割

両方

同じ程度

の役割

どちらかと

いえば

女性の

役割

主に女性

の役割

いずれにも

該当しない
無回答

[考え] 全体・R元県調査（N=1,439） 24.8% 11.6%

女性・R元県調査（N=903） 22.7% 12.2%

男性・R元県調査（N=517） 28.6% 10.2%

4.6%

3.9%

6.0%

20.2%

18.8%

22.6%

56.8%

60.1%

52.2%

9.2%

9.9%

8.1%

2.4%

2.3%

2.1%

4.9%

3.7%

7.4%

1.9%

1.3%

1.5%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

[現状] 全体・R元県調査（N=1,439） 23.4% 33.5%

女性・R元県調査（N=903） 18.3% 41.9%

男性・R元県調査（N=517） 32.1% 19.9%

9.5%

6.6%

14.5%

13.9%

11.7%

17.6%

23.1%

21.8%

25.3%

12.7%

14.1%

10.8%

20.8%

27.8%

9.1%

16.8%

15.8%

19.0%

3.2%

2.1%

3.7%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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図表 自治会、町内会、学校関係の役員（男女別・年代別） 

  

 
※ 男性の役割計：「主に男性の役割」と「どちらかといえば男性の役割」の合計、 

女性の役割計：「主に女性の役割」と「どちらかといえば女性の役割」の合計  

  

男性の
役割
計

女性の
役割
計

主に男性

の役割

どちらかと

いえば

男性の

役割

両方

同じ程度

の役割

どちらかと

いえば

女性の

役割

主に女性

の役割

いずれにも

該当しない
無回答

  ［女性］

　［２０歳代］（N=66）

考え 12.1% 10.6%

現状 19.7% 22.7%

　［３０歳代］（N=117）

考え 19.6% 22.3%

現状 16.2% 47.0%

　［４０歳代］（N=203）

考え 17.7% 17.7%

現状 12.8% 55.2%

　［５０歳代］（N=218）

考え 22.1% 10.1%

現状 11.5% 49.1%

　［６０歳以上］（N=298）

考え 30.2% 6.4%

現状 27.9% 29.9%

1.5%

9.1%

10.6%

10.6%

69.7%

15.2%

9.1%

4.5%

1.5%

18.2%

6.1%

40.9%

1.5%

1.5%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

5.1%

9.4%

14.5%

6.8%

55.6%

13.7%

19.7%

17.9%

2.6%

29.1%

2.6%

22.2% 0.9%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

4.4%

4.9%

13.3%

7.9%

62.1%

18.2%

14.3%

12.8%

3.4%

42.4%

2.0%

12.8%

0.5%

1.0%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

2.8%

2.8%

19.3%

8.7%

64.2%

25.2%

8.3%

21.6%

1.8%

27.5%

3.7%

13.8% 0.5%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

4.4%

9.1%

25.8%

18.8%

55.4%

26.5%

4.4%

10.1%

2.0%

19.8%

4.7%

11.1%

3.4%

4.7%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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※ 男性の役割計：「主に男性の役割」と「どちらかといえば男性の役割」の合計、 

女性の役割計：「主に女性の役割」と「どちらかといえば女性の役割」の合計  

  

男性の
役割
計

女性の
役割
計

主に男性

の役割

どちらかと

いえば

男性の

役割

両方

同じ程度

の役割

どちらかと

いえば

女性の

役割

主に女性

の役割

いずれにも

該当しない
無回答

  ［男性］

　［２０歳代］（N=33）

考え 18.2% 6.1%

現状 18.2% 24.2%

　［３０歳代］（N=61）

考え 23.0% 14.8%

現状 14.8% 32.8%

　［４０歳代］（N=104）

考え 24.0% 14.4%

現状 27.9% 24.0%

　［５０歳代］（N=114）

考え 27.2% 7.9%

現状 27.2% 21.1%

　［６０歳以上］（N=205）

考え 35.1% 8.7%

現状 44.4% 12.6%

3.0%

6.1%

15.2%

12.1%

63.6%

24.2%

6.1%

12.1% 12.1%

9.1%

27.3%

3.0%

6.1%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

3.3%

8.2%

19.7%

6.6%

54.1%

21.3%

11.5%

26.2%

3.3%

6.6%

8.2%

29.5% 1.6%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

7.7%

12.5%

16.3%

15.4%

51.0%

18.3%

12.5%

12.5%

1.9%

11.5%

10.6%

29.8%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

4.4%

14.0%

22.8%

13.2%

56.1%

33.3%

6.1%

8.8%

1.8%

12.3%

7.0%

14.9%

1.8%

3.5%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

7.3%

19.0%

27.8%

25.4%

48.3%

25.9%

6.3%

6.3%

2.4%

6.3%

5.4%

11.2%

2.4%

5.9%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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10 男女の地位の平等感について 

問 9-4 あなたは、次の分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。 

 あなたの気持ちに最も近いものをそれぞれ１つずつ選んでください。（○はそれぞれ１つずつ） 

 
各分野における男女の地位の平等感をみると、男女とも「②大学等への進学」「④学校教育の場」は、6割以

上が男女平等と感じている。 

一方、男性が優遇されていると感じる人の割合（「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえ

ば男性の方が優遇されている」の計）が高いのは、男女とも「⑤政治の場」、「⑦社会通念・慣習・しきたりな

ど」、「③職場」で、5割を超えている。 

男女間の感じ方の乖離（スコア差）をみると、8項目すべてにおいて女性は男性に比べて男性が優遇されて

いると感じる人の割合が高くなっており、「①家庭生活」（スコア差 18.8）、「⑥法律や制度の上」（スコア差

16.0）、「⑤政治の場」（スコア差 12.0）、「③職場」（スコア差 10.8）、「⑧自治会やＰＴＡなどの地域活動の場」

（スコア差 10.1）、「⑦社会通念・慣習・しきたりなど」（スコア差 10.0）の項目でスコア差は 10 ポイント以

上となっている。 

 

図表 各分野の男女の地位の平等感 

 

  
 

※ 男性が優遇されている計：「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の合計、 

女性が優遇されている計：「女性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば女性の方が優遇されている」の合計 

  

男性が
優遇

されて
いる
計

女性が
優遇

されて
いる
計

男性の

方が

非常に

優遇

されて

いる

どちらか

といえば

男性の

方が

優遇

されて

いる

平等

どちらか

といえば

女性の

方が

優遇

されて

いる

女性の

方が

非常に

優遇

されて

いる

わから

ない
無回答

　［女性・R元県調査］（N=903）

①家庭生活 56.1% 5.2%

②大学等への進学 23.7% 0.2%

③職場 61.7% 2.9%

④学校教育の場 18.6% 1.4%

⑤政治の場 80.3% 0.6%

⑥法律や制度の上 52.2% 3.5%

⑦社会通念・慣習
・しきたりなど

74.5% 1.0%

⑧自治会やPTAなどの
地域活動の場

41.9% 6.0%

13.4%

4.4%

16.5%

2.7%

35.1%

15.5%

22.9%

7.8%

42.7%

19.3%

45.2%

15.9%

45.2%

36.7%

51.6%

34.1%

27.7%

63.5%

24.6%

63.0%

7.0%

25.8%

12.1%

31.8%

3.8%

0.2%

2.9%

1.3%

0.4%

3.1%

0.7%

4.9%

1.4%

0.1%

0.2%

0.4%

0.3%

1.1%

8.3%

10.4%

8.7%

14.7%

10.1%

16.3%

10.3%

18.4%

2.7%

2.2%

2.1%

2.2%

2.0%

2.2%

2.1%

2.0%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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※ 男性が優遇されている計：「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の合計、 

女性が優遇されている計：「女性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば女性の方が優遇されている」の合計 

  

男性が
優遇

されて
いる
計

女性が
優遇

されて
いる
計

男性の

方が

非常に

優遇

されて

いる

どちらか

といえば

男性の

方が

優遇

されて

いる

平等

どちらか

といえば

女性の

方が

優遇

されて

いる

女性の

方が

非常に

優遇

されて

いる

わから

ない
無回答

［男性・R元県調査］（N=517）

①家庭生活 37.3% 9.6%

②大学等への進学 21.6% 0.2%

③職場 50.9% 8.0%

④学校教育の場 11.0% 2.9%

⑤政治の場 68.3% 1.8%

⑥法律や制度の上 36.2% 7.7%

⑦社会通念・慣習
・しきたりなど

64.5% 3.1%

⑧自治会やPTAなどの
地域活動の場

31.8% 10.1%

4.6%

1.5%

5.4%

1.5%

21.5%

7.2%

13.2%

4.3%

32.7%

20.1%

45.5%

9.5%

46.8%

29.0%

51.3%

27.5%

43.7%

65.0%

34.2%

73.1%

20.7%

43.1%

21.7%

40.2%

7.5%

0.2%

7.0%

2.1%

1.4%

5.6%

1.9%

9.7%

2.1%

1.0%

0.8%

0.4%

2.1%

1.2%

0.4%

7.7%

10.6%

5.0%

10.8%

7.9%

10.8%

8.9%

16.1%

1.5%

2.5%

1.9%

2.1%

1.4%

2.1%

1.9%

1.9%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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【全国比較】 

全国調査と比較すると、女性は「③職場｣において男性が優遇されていると感じる人の割合が 7.6 ポイント

高くなっている。 

 

 

 
 

※ 男性が優遇されている計：「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の合計、 

女性が優遇されている計：「女性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば女性の方が優遇されている」の合計 

②「大学等への進学」については全国調査の項目となっていない 

  

男性が
優遇

されて
いる
計

女性が
優遇

されて
いる
計

男性の

方が

非常に

優遇

されて

いる

どちらか

といえば

男性の

方が

優遇

されて

いる

平等

どちらか

といえば

女性の

方が

優遇

されて

いる

女性の

方が

非常に

優遇

されて

いる

わから

ない
無回答

　［女性・R元全国調査］（N=1,407）

①家庭生活 51.6% 6.5%

③職場 54.1% 4.7%

④学校教育の場 19.8% 2.4%

⑤政治の場 82.4% 0.9%

⑥法律や制度の上 52.1% 3.3%

⑦社会通念・慣習
・しきたりなど

71.5% 2.0%

⑧自治会やPTAなどの
地域活動の場

38.0% 8.1%

　［男性・R元全国調査］（N=1,238）

①家庭生活 37.3% 8.0%

③職場 52.8% 5.3%

④学校教育の場 17.0% 2.9%

⑤政治の場 75.2% 1.6%

⑥法律や制度の上 41.0% 5.7%

⑦社会通念・慣習
・しきたりなど

68.5% 2.6%

⑧自治会やPTAなどの
地域活動の場

30.8% 12.6%

11.7%

14.4%

3.8%

37.9%

12.4%

20.3%

7.7%

39.9%

39.7%

16.0%

44.5%

39.7%

51.2%

30.3%

39.1%

28.4%

59.8%

11.0%

33.3%

20.5%

45.7%

5.8%

4.3%

2.0%

0.8%

3.1%

1.9%

7.0%

0.7%

0.4%

0.4%

0.1%

0.2%

0.1%

1.1%

2.8%

12.8%

18.1%

5.8%

11.2%

6.0%

8.1%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

6.5%

12.8%

2.7%

31.7%

7.8%

17.6%

6.1%

30.8%

40.0%

14.3%

43.5%

33.2%

50.9%

24.7%

52.7%

33.3%

62.8%

18.3%

46.8%

25.0%

47.4%

7.3%

4.8%

2.6%

1.4%

5.1%

2.3%

10.5%

0.7%

0.5%

0.3%

0.2%

0.6%

0.3%

2.1%

1.9%

8.7%

17.3%

5.0%

6.5%

4.0%

9.1%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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①家庭生活 

 

「家庭生活｣における男女の平等感については、男性が優遇されていると感じる人の割合（「男性の方が非常

に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の計）が 49.0％、男女平等と感じる人

の割合が 33.5％、女性が優遇されていると感じる人の割合（「女性の方が非常に優遇されている」と「どちら

かといえば女性の方が優遇されている」の計）が 6.9％となっている。 

 

図表 家庭生活 

 

  

【男女別】 

男女別にみると、女性は男性に比べて、男性が優遇されていると感じる人の割合が 18.8 ポイント高くなっ

ている。 

 

図表 家庭生活（男女別） 

  

※ 男性が優遇されている計：「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の合計、 

女性が優遇されている計：「女性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば女性の方が優遇されている」の合計 

 

男性が
優遇

されて
いる
計

女性が
優遇

されて
いる
計

男性の

方が

非常に

優遇

されて

いる

どちらか

といえば

男性の

方が

優遇

されて

いる

平等

どちらか

といえば

女性の

方が

優遇

されて

いる

女性の

方が

非常に

優遇

されて

いる

わから

ない
無回答

全体（N=1,439） 49.0% 6.9%10.2% 38.8% 33.5% 5.2%

1.7%

8.1% 2.5%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

女性（N=903） 56.1% 5.2%

男性（N=517） 37.3% 9.6%

13.4%

4.6%

42.7%

32.7%

27.7%

43.7%

3.8%

7.5%

1.4%

2.1%

8.3%

7.7%

2.7%
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【男女別・年代別】 

男女別・年代別にみると、年代を問わず女性では男性が優遇されていると感じる人の割合が高くなっている。 

 

図表 家庭生活（男女別・年代別） 

  

 
※ 男性が優遇されている計：「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の合計、 

女性が優遇されている計：「女性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば女性の方が優遇されている」の合計 
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［女性］ ２０歳代（N=66） 53.0% 6.0%

３０歳代（N=117） 48.7% 9.4%

４０歳代（N=203） 57.2% 5.4%

５０歳代（N=218） 63.3% 3.7%

６０歳以上（N=298） 54.0% 4.4%

［男性］ ２０歳代（N=33） 30.4% 12.1%

３０歳代（N=61） 19.6% 14.8%

４０歳代（N=104） 36.5% 10.5%

５０歳代（N=114） 36.9% 7.9%

６０歳以上（N=205） 44.4% 8.3%
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②大学等への進学 

 
「大学等への進学｣における男女の平等感については、男女平等と感じる人の割合が 63.7％、男性が優遇さ

れていると感じる人の割合（「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇され

ている」の計）が 23.0％、女性が優遇されていると感じる人の割合（「女性の方が非常に優遇されている」と

「どちらかといえば女性の方が優遇されている」の計）が 0.2％となっている。 

 

 

図表 大学等への進学 

 

  

【男女別】 

男女別には大きな差はみられない。 

 

図表 大学等への進学（男女別） 

 
※ 男性が優遇されている計：「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の合計、 

女性が優遇されている計：「女性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば女性の方が優遇されている」の合計 
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全体（N=1,439） 23.0% 0.2%3.3% 19.7% 63.7%
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2.7%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

女性（N=903） 23.7% 0.2%

男性（N=517） 21.6% 0.2%
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0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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【男女別・年代別】 

男女別・年代別にみると、男女ともに４０歳代で男性が優遇されていると感じる人の割合が他の年代に比べ

てより高めとなっている。男女間における平等感の乖離をみると、男性が優遇されていると感じる人の割合は

２０歳代女性（27.2％）の割合が男性に比べて 15.1ポイント高くなっている。 

 

図表 大学等への進学（男女別・年代別） 

  

 
※ 男性が優遇されていると感じる人の割合：「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の合計、 

女性が優遇されている計：「女性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば女性の方が優遇されている」の合計 
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［女性］ ２０歳代（N=66） 27.2% 0.0%

３０歳代（N=117） 26.5% 0.0%

４０歳代（N=203） 29.6% 0.5%

５０歳代（N=218） 23.4% 0.0%

６０歳以上（N=298） 18.1% 0.3%

［男性］ ２０歳代（N=33） 12.1% 0.0%

３０歳代（N=61） 24.6% 0.0%

４０歳代（N=104） 25.9% 0.0%

５０歳代（N=114） 18.5% 0.9%

６０歳以上（N=205） 22.0% 0.0%
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③職場 

 
「職場｣における男女の平等感については、男性が優遇されていると感じる人の割合（「男性の方が非常に優

遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の計）が 57.8％、男女平等と感じる人の割

合が 27.8％、女性が優遇されていると感じる人の割合（「女性の方が非常に優遇されている」と「どちらかと

いえば女性の方が優遇されている」の計）が 4.6％となっている。 

 

 

 

図表 職場 

 

  

 【男女別】 

男女別にみると、女性は男性に比べて、男性が優遇されていると感じる人の割合が 10.8 ポイント高くなっ

ている。 

 

 

図表 職場（男女別） 

 

※ 男性が優遇されている計：「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の合計、 

女性が優遇されている計：「女性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば女性の方が優遇されている」の合計 
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【男女別・年代別】 

男女別・年代別にみると、女性では年代を問わず男性が優遇されていると感じる人の割合が高くなっている。

女性は３０歳代以上で男性が優遇されていると感じる人の割合が 60％を超えている。男女間における平等感

の乖離をみると、男性が優遇されていると感じる人の割合は３０歳代から５０歳代女性の割合が男性に比べ

て 10ポイント以上高くなっている。 

 

図表 職場（男女別・年代別） 

  

 
※ 男性が優遇されている計：「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の合計、 

女性が優遇されている計：「女性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば女性の方が優遇されている」の合計 
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［女性］ ２０歳代（N=66） 48.5% 6.1%

３０歳代（N=117） 62.4% 4.3%

４０歳代（N=203） 60.6% 3.9%

５０歳代（N=218） 66.5% 0.9%

６０歳以上（N=298） 61.4% 2.3%

［男性］ ２０歳代（N=33） 45.4% 12.1%

３０歳代（N=61） 42.6% 13.1%

４０歳代（N=104） 45.2% 14.4%

５０歳代（N=114） 55.2% 5.3%

６０歳以上（N=205） 54.7% 3.9%
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④学校教育の場 

 
「学校教育の場｣における男女の平等感については、男女平等と感じる人の割合が 66.5％、男性が優遇され

ていると感じる人の割合（「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇されて

いる」の計）が 15.8％、女性が優遇されていると感じる人の割合（「女性の方が非常に優遇されている」と「ど

ちらかといえば女性の方が優遇されている」の計）が 1.9％となっている。 

 

 

図表 学校教育の場 

 

  

【男女別】 

男女別にみると、女性は男性に比べて、男性が優遇されていると感じる人の割合が 7.6ポイント高くなって

いる。 

 

図表 学校教育の場（男女別） 

 

※ 男性が優遇されている計：「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の合計、 

女性が優遇されている計：「女性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば女性の方が優遇されている」の合計 
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【男女別・年代別】 

男女別・年代別にみると、年代を問わず女性では男性が優遇されていると感じる人の割合が高くなっている。

男女間における平等感の乖離をみると、男性が優遇されていると感じる人の割合は２０歳代女性と５０歳代

女性の割合が男性に比べて 10ポイント高くなっている。 

 

図表 学校教育の場（男女別・年代別） 

   

 

 
※ 男性が優遇されている計：「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の合計、 

女性が優遇されている計：「女性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば女性の方が優遇されている」の合計 
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［女性］ ２０歳代（N=66） 19.7% 3.0%

３０歳代（N=117） 15.4% 1.7%

４０歳代（N=203） 15.2% 2.5%

５０歳代（N=218） 21.1% 0.0%

６０歳以上（N=298） 20.1% 1.3%

［男性］ ２０歳代（N=33） 3.0% 6.1%

３０歳代（N=61） 8.2% 4.9%

４０歳代（N=104） 11.6% 1.0%

５０歳代（N=114） 8.8% 2.6%

６０歳以上（N=205） 14.1% 3.0%
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⑤政治の場 

 
「政治の場｣における男女の平等感については、男性が優遇されていると感じる人の割合（「男性の方が非常

に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の計）が 75.8％、男女平等と感じる人

の割合が 11.9％、女性が優遇されていると感じる人の割合（「女性の方が非常に優遇されている」と「どちら

かといえば女性の方が優遇されている」の計）が 1.1％となっている。 

 

 

 

図表 政治の場 

 

   

 

【男女別】 

男女別にみると、女性は男性に比べて、男性が優遇されていると感じる人の割合が 12.0 ポイント高くなっ

ている。 

 

図表 政治の場（男女別）

 

※ 男性が優遇されている計：「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の合計、 

女性が優遇されている計：「女性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば女性の方が優遇されている」の合計 
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【男女別・年代別】 

男女別・年代別にみると、年代を問わず女性では男性が優遇されていると感じる人の割合が高くなってお

り、その割合は２０歳代女性、４０歳代女性、５０歳代女性で 80％以上となっている。男女間における平等

感の乖離をみると、男性が優遇されていると感じる人の割合は２０歳代女性、３０歳代女性、５０歳代の割

合が男性に比べて 10ポイント以上高くなっている。 

 

図表 政治の場（男女別・年代別） 

 

 
※ 男性が優遇されている計：「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の合計、 

女性が優遇されている計：「女性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば女性の方が優遇されている」の合計 
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［女性］ ２０歳代（N=66） 87.9% 0.0%

３０歳代（N=117） 76.9% 0.0%

４０歳代（N=203） 82.3% 2.0%

５０歳代（N=218） 88.1% 0.0%

６０歳以上（N=298） 72.8% 0.7%

［男性］ ２０歳代（N=33） 72.8% 3.0%

３０歳代（N=61） 59.0% 1.6%

４０歳代（N=104） 73.1% 1.0%

５０歳代（N=114） 69.3% 1.8%

６０歳以上（N=205） 67.3% 2.0%
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43.6%
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⑥法律や制度の上 

 
「法律や制度の上｣における男女の平等感については、男性が優遇されていると感じる人の割合（「男性の方

が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の計）が 46.3％、男女平等と感

じる人の割合が 32.0％、女性が優遇されていると感じる人の割合（「女性の方が非常に優遇されている」と「ど

ちらかといえば女性の方が優遇されている」の計）が 5.0％となっている。 

 

 

図表 法律や制度の上 

 

 

【男女別】 

男女別にみると、女性は男性に比べて、男性が優遇されていると感じる人の割合が 16.0 ポイント高くなっ

ている。 

 

図表 法律や制度の上（男女別）

 

※ 男性が優遇されている計：「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の合計、 

女性が優遇されている計：「女性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば女性の方が優遇されている」の合計 
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【男女別・年代別】 

男女別・年代別にみると、女性では４０歳代以上で男性が優遇されていると感じる人の割合が過半数である。

男女間における平等感の乖離をみると、男性が優遇されていると感じる人の割合は３０歳代から５０歳代女

性の割合が男性に比べて 20ポイント以上高くなっている。 

 

図表 法律や制度の上（男女別・年代別） 

  

 
※ 男性が優遇されている計：「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の合計、 

女性が優遇されている計：「女性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば女性の方が優遇されている」の合計 
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［女性］ ２０歳代（N=66） 40.9% 3.0%

３０歳代（N=117） 47.8% 5.1%

４０歳代（N=203） 54.7% 6.4%

５０歳代（N=218） 58.2% 1.4%

６０歳以上（N=298） 50.3% 2.6%

［男性］ ２０歳代（N=33） 33.3% 18.2%

３０歳代（N=61） 26.3% 11.5%

４０歳代（N=104） 34.6% 16.3%

５０歳代（N=114） 30.7% 3.5%

６０歳以上（N=205） 43.4% 2.9%
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5.1%

5.4%

1.4%

2.3%

1.5%

1.0%
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⑦社会通念・慣習・しきたりなど 

 
「社会通念・慣習・しきたりなど｣における男女の平等感については、男性が優遇されていると感じる人の

割合（「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の計）が 70.7％、

男女平等と感じる人の割合が 15.4％、女性が優遇されていると感じる人の割合（「女性の方が非常に優遇され

ている」と「どちらかといえば女性の方が優遇されている」の計）が 1.8％となっている。 

 

図表 社会通念・慣習・しきたりなど 

 

  

【男女別】 

男女別にみると、女性は男性に比べて、男性が優遇されていると感じる人の割合が 10.0 ポイント高くなっ

ている。 

 

図表 社会通念・慣習・しきたりなど（男女別）

 

※ 男性が優遇されている計：「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の合計、 

女性が優遇されている計：「女性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば女性の方が優遇されている」の合計 
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女性（N=903） 74.5% 1.0%

男性（N=517） 64.5% 3.1%
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【男女別・年代別】 

男女別・年代別にみると、女性では４０歳代・５０歳代で男性が優遇されていると感じる人の割合が 80％

を超えている。男女間における平等感の乖離をみると、男性が優遇されていると感じる人の割合は３０歳代か

ら５０歳代女性の割合が男性に比べて 10ポイント以上高くなっている。 

 

図表 社会通念・慣習・しきたりなど（男女別・年代別） 

  

 
※ 男性が優遇されている計：「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の合計、 

女性が優遇されている計：「女性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば女性の方が優遇されている」の合計 
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［女性］ ２０歳代（N=66） 63.7% 0.0%

３０歳代（N=117） 68.4% 0.9%

４０歳代（N=203） 80.3% 1.0%

５０歳代（N=218） 81.6% 1.4%

６０歳以上（N=298） 70.1% 1.0%

［男性］ ２０歳代（N=33） 66.7% 9.1%

３０歳代（N=61） 54.1% 1.6%

４０歳代（N=104） 61.6% 6.7%

５０歳代（N=114） 64.1% 1.8%

６０歳以上（N=205） 68.7% 1.5%
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3.0%

1.6%

2.9%

1.8%

1.5%

6.1%

3.8%

9.1%

26.2%

8.7%

9.6%

3.4%

3.0%

1.8%

3.4%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %



124 

 

⑧自治会や PTAなどの地域活動の場 

 
「自治会や PTA などの地域活動の場｣における男女の平等感については、男性が優遇されていると感じる人

の割合（「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の計）が 38.0％、

男女平等と感じる人の割合が 34.8％、女性が優遇されていると感じる人の割合（「女性の方が非常に優遇され

ている」と「どちらかといえば女性の方が優遇されている」の計）が 7.4％となっている。 

 

図表 自治会や PTAなどの地域活動の場 

 

 

【男女別】 

男女別にみると、女性は男性に比べて、男性が優遇されていると感じる人の割合が 10.1 ポイント高くなっ

ている。 

 

図表 自治会や PTAなどの地域活動の場（男女別）

 

※ 男性が優遇されている計：「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の合計、 

女性が優遇されている計：「女性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば女性の方が優遇されている」の合計 
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【男女別・年代別】 

男女間における平等感の乖離をみると、男性が優遇されていると感じる人の割合は３０歳代から５０歳代女

性の割合が男性に比べて 10ポイント以上高くなっている。 

 

図表 自治会や PTAなどの地域活動の場（男女別・年代別） 

 

 
※ 男性が優遇されている計：「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の合計、 

女性が優遇されている計：「女性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば女性の方が優遇されている」の合計 
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［女性］ ２０歳代（N=66） 22.7% 9.1%

３０歳代（N=117） 39.4% 10.3%

４０歳代（N=203） 44.4% 5.9%

５０歳代（N=218） 45.4% 5.5%

６０歳以上（N=298） 43.0% 4.0%

［男性］ ２０歳代（N=33） 27.3% 15.1%

３０歳代（N=61） 19.7% 19.7%

４０歳代（N=104） 26.9% 10.6%

５０歳代（N=114） 31.5% 7.9%

６０歳以上（N=205） 38.5% 7.3%
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11 自分が１８歳になるまでの母親の就労状況について 

問 9-5 あなたが生まれてから１８歳になるまでの、あなたの母の就労状況で最も近いものはどれですか。

（○は１つ） 

 
自分が 18歳になるまでの母親の就労状況は、「主にアルバイト・パートとして働いていた」の割合が最も多

く 27.3％で、次いで「主にフルタイムで働いていた」（24.5％）、「主に働いていなかった（家事・子育て等に

専念していた）」（23.5％）となっている。 

 

図表 自分が 18歳になるまでの母親の就労状況 

 

 

【男女別】 

男女別には大きな差はみられない。 

 

図表 自分が 18歳になるまでの母親の就労状況（男女別） 
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26.5%

23.8%

23.4%
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【男女別・年代別】 

男女別・年代別にみると、男女ともに「主にアルバイト・パートとして働いていた」の割合が、年代が若く

なるほど高くなり、「主に家業を手伝っていた」割合は年代が若くなるほど低くなっている。 

 

図表 自分が 18歳になるまでの母親の就労状況（男女別・年代別） 

 

 

 

【全国比較】 

全国調査と比較すると、「主に働いていなかった（家事・子育て等に専念していた）」（22.1％）の割合が 11.8

ポイント高くなっている。 

 

図表 自分が 18歳になるまでの母親の就労状況（全国比較）
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４０歳代（N=104）

５０歳代（N=114）

６０歳以上（N=205）

22.7%

27.4%

26.1%

24.8%

23.5%

39.4%

36.8%

33.0%

30.7%

15.4%

27.3%

20.5%

24.6%

21.6%

25.2%

6.1%

12.8%

11.8%

17.9%

26.2%

3.0%

1.7%

3.9%

4.6%

7.4%

1.5%

0.9%

0.5%

0.5%

2.3%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

24.2%

18.0%

34.6%

18.4%

23.9%

48.5%

42.6%

30.8%

28.9%

14.6%

18.2%

27.9%

19.2%

19.3%

27.3%

9.1%

8.2%

12.5%

25.4%

27.8%

3.3%

1.9%

5.3%

5.9%

1.0%

2.6%

0.5%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

多様な選択を可能にする学びに関する調査

R元県調査（20～59歳）
（N=921）

H30全国調査（多）
（N=6,000）

25.0%

33.1%

34.0%

32.4%

22.1%

10.3%

14.3%

18.8%

3.6%

5.5%

1.0%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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12 社会活動について 

（１）社会活動への参加・関心 

問 10-1 あなたは、あなたが住んだり、働いたりしている地域社会に対して、ボランティア等を通じた

社会参加をしていますか。「社会参加」には、地域での近所づきあいやスポーツ・趣味の活動、

社会貢献活動等を含めてお答えください。（○は１つ） 

 
地域活動状況は、「社会参加をしている」が 40.2％、「社会参加に関心があるが、していない」が 32.9％で、

その合計は 73.1％となっている。 

 

 

図表 地域活動参加状況 

 

   

 

 

【男女別】 

男女別に大きな差はみられない。 

 

図表 地域活動参加状況（男女別） 

 

  

  

社会参加を

している

社会参加に

関心があるが、

していない

社会参加に

関心がない
わからない 無回答

全体（N=1,439） 40.2% 32.9% 16.1% 9.8%

0.9%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

社会参加を

している

社会参加に

関心があるが、

していない

社会参加に

関心がない
わからない 無回答

女性（N=903）

男性（N=517）

39.0%

42.6%

33.3%

32.5%

16.1%

16.4%

10.4%

8.5%

1.2%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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【男女別・年代別】 

男女別・年代別にみると、男女ともに年代が高くなるほど「社会参加をしている」の割合が高くなっており、

男女ともに６０歳代以上で 50％に及ぶ。女性では２０歳代、３０歳代ともに「社会参加をしている」割合は

30％を下回るものの、「社会参加に関心があるが、していない」割合が他の年代に比べて高くなっている。 

 

図表 地域活動参加状況（男女別・年代別） 

 

 

 

  

社会参加を

している

社会参加に

関心があるが、

していない

社会参加に

関心がない
わからない 無回答

［女性］ ２０歳代（N=66）

３０歳代（N=117）

４０歳代（N=203）

５０歳代（N=218）

６０歳以上（N=298）

［男性］ ２０歳代（N=33）

３０歳代（N=61）

４０歳代（N=104）

５０歳代（N=114）

６０歳以上（N=205）

15.2%

24.8%

38.4%

39.4%

50.0%

43.9%

35.9%

30.0%

31.7%

33.2%

28.8%

25.6%

18.2%

17.0%

7.4%

12.1%

13.7%

12.8%

11.0%

6.7%

0.5%

0.9%

2.7%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

21.2%

31.1%

38.5%

43.0%

51.2%

24.2%

39.3%

28.8%

31.6%

34.1%

42.4%

23.0%

20.2%

14.0%

9.8%

12.1%

6.6%

12.5%

11.4%

4.9%

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %
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（２）これまでに行ったことのある社会活動 

問 10-2 あなたは、どのような活動を通じて社会に役立ちたいと思いますか。次の(1)～(15)の中から、

それぞれお答えください。（○はそれぞれいくつでも） 

  ①これまでに行ったことのある活動 

 
これまでに行ったことのある社会活動は、「町内会などの地域活動」の割合が最も高く 58.9％、次いで「体

育・スポーツ・文化に関する活動」（43.7％）、「自然・環境保護に関する活動」（39.8％）、「青少年健全育成に

関する活動」（37.2％）、「自主防災活動や災害援助活動」（32.3％）、「自分の職業を通じて」（32.3％）で 30％

を超えている。 

前回調査と比較すると、「町内会などの地域活動」（+5.7ポイント）、「体育・スポーツ・文化に関する活動」

（+10.4ポイント）、「自主防災活動や災害援助活動」（+14.0ポイント）などの割合が高くなっている。 

 

図表 これまでに行ったことのある社会活動（前回比較） 

 
  

町内会などの地域活動
（お祝い事や不幸事などの手伝い、町内会や

自治会などの役員、防犯や防火活動など）

体育・スポーツ・文化に関する活動
（スポーツ・レクリエーション指導、祭り、
学校でのクラブ活動における指導など）

自然・環境保護に関する活動
（環境美化、リサイクル活動、

牛乳パックの回収など）

青少年健全育成に関する活動
（ボーイスカウト・ガールスカウト活動、

子ども会など）

自主防災活動や災害援助活動

自分の職業を通じて

交通安全に関する活動
（子どもの登下校時の安全監視など）

募金活動、チャリティーバザー

家事や子どもの養育を通じて

社会福祉に関する活動
（高齢者や障害者などに対する介護、

身の回りの世話、給食、保育など）

人々の学習活動に関する指導、
助言、運営協力などの活動

（料理、英語、書道など）

公共施設での活動
（公民館における託児、博物館の展示説明員など）

保健・医療・衛生に関する活動
（病院ボランティアなど）

国際交流（協力）に関する活動
（通訳、難民援助、技術援助、留学生援助など）

その他

58.9%

43.7%

39.8%

37.2%

32.3%

32.3%

28.8%

28.1%

27.3%

18.4%

10.7%

9.1%

6.0%

4.6%

1.0%

53.2%

33.3%

35.7%

37.6%

18.3%

33.6%

28.2%

24.9%

27.8%

14.9%

6.9%

5.2%

4.3%

4.5%

1.0%

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 % 60 % 70 %

R元県調査

（N=1,073）

H26県調査

（N=1,081）
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【男女別】 

男女別にみると、女性の男性に比べて高いのは「青少年健全育成に関する活動」（41.4％）、「交通安全に関

する活動」（33.5％）、「家事や子どもの養育を通じて」（30.7％）で、それぞれ 10 ポイント以上高く、男性の

女性に比べて高いのは「自主防災活動や災害援助活動」（41.4％）で、10ポイント以上高くなっている。 

 

図表 これまでに行ったことのある社会活動（男女別） 

 

  

町内会などの地域活動
（お祝い事や不幸事などの手伝い、町内会や

自治会などの役員、防犯や防火活動など）

体育・スポーツ・文化に関する活動
（スポーツ・レクリエーション指導、祭り、
学校でのクラブ活動における指導など）

自然・環境保護に関する活動
（環境美化、リサイクル活動、

牛乳パックの回収など）

青少年健全育成に関する活動
（ボーイスカウト・ガールスカウト活動、

子ども会など）

自主防災活動や災害援助活動

自分の職業を通じて

交通安全に関する活動
（子どもの登下校時の安全監視など）

募金活動、チャリティーバザー

家事や子どもの養育を通じて

社会福祉に関する活動
（高齢者や障害者などに対する介護、

身の回りの世話、給食、保育など）

人々の学習活動に関する指導、
助言、運営協力などの活動

（料理、英語、書道など）

公共施設での活動
（公民館における託児、博物館の展示説明員など）

保健・医療・衛生に関する活動
（病院ボランティアなど）

国際交流（協力）に関する活動
（通訳、難民援助、技術援助、留学生援助など）

その他

58.9%

43.7%

39.8%

37.2%

32.3%

32.3%

28.8%

28.1%

27.3%

18.4%

10.7%

9.1%

6.0%

4.6%

1.0%

58.9%

40.9%

43.1%

41.4%

27.0%

29.7%

33.5%

31.3%

30.7%

20.1%

11.5%

9.3%

6.5%

4.6%

1.2%

59.2%

49.5%

34.6%

30.1%

41.4%

37.4%

21.5%

23.0%

20.4%

14.1%

8.6%

8.9%

5.2%

4.7%

0.8%

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 % 60 % 70 %

全体（N=1,073）

女性（N=677）

男性（N=382）
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（３）今後行いたい社会活動 

問 10-2 あなたは、どのような活動を通じて社会に役立ちたいと思いますか。次の(1)～(15)の中から、

それぞれお答えください。（○はそれぞれいくつでも） 

  ②今後行いたい活動 

 
今後行いたい社会活動は、「自主防災活動や災害援助活動」の割合が最も高く 33.5％、次いで「自分の職業

を通じて」（30.4％）、「交通安全に関する活動」（29.0％）となっている。 

前回調査と比較すると、「自主防災活動や災害援助活動」（+7.8ポイント）、「交通安全に関する活動」（+7.5

ポイント）、「公共施設での活動」（+7.1ポイント）、「人々の学習活動に関する指導、助言、運営協力などの活

動」（+6.4ポイント）、「国際交流（協力）に関する活動」（+6.7ポイント）などの割合が高くなっている。 

 

図表 今後行いたい社会活動（前回比較） 

 

  

自主防災活動や災害援助活動

自分の職業を通じて

交通安全に関する活動
（子どもの登下校時の安全監視など）

自然・環境保護に関する活動
（環境美化、リサイクル活動、

牛乳パックの回収など）

公共施設での活動
（公民館における託児、博物館の展示説明員など）

社会福祉に関する活動
（高齢者や障害者などに対する介護、

身の回りの世話、給食、保育など）

人々の学習活動に関する指導、
助言、運営協力などの活動

（料理、英語、書道など）

国際交流（協力）に関する活動
（通訳、難民援助、技術援助、留学生援助など）

家事や子どもの養育を通じて

保健・医療・衛生に関する活動
（病院ボランティアなど）

町内会などの地域活動
（お祝い事や不幸事などの手伝い、町内会や

自治会などの役員、防犯や防火活動など）

体育・スポーツ・文化に関する活動
（スポーツ・レクリエーション指導、祭り、
学校でのクラブ活動における指導など）

募金活動、チャリティーバザー

青少年健全育成に関する活動
（ボーイスカウト・ガールスカウト活動、

子ども会など）

その他

25.7%

29.9%

21.5%

28.0%

17.1%

25.2%

17.6%

16.4%

24.8%

16.3%

19.6%

16.7%

12.1%

8.1%

1.6%

33.5%

30.4%

29.0%

25.7%

24.2%

24.2%

24.0%

23.1%

21.4%

20.9%

20.6%

18.3%

15.6%

12.6%

3.9%

0 % 10 % 20 % 30 % 40 %

R元県調査（N=896）

H26県調査（N=964）
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【男女別】 

男女別にみると、女性の男性に比べて高いのは「社会福祉に関する活動」（25.7％）で 5.0 ポイント高く、

男性の女性に比べて高いのは「自主防災活動や災害援助活動」（41.7％）、「自分の職業を通じて」（33.9％）、

「交通安全に関する活動」（32.9％）、「町内会などの地域活動」（26.0％）、「体育・スポーツ・文化に関する活

動」（23.2％）、「青少年健全育成に関する活動」（16.3％）で、それぞれ 5.0ポイント以上高くなっている。 

 

図表 今後行いたい社会活動（男女別） 

 

  

自主防災活動や災害援助活動

自分の職業を通じて

交通安全に関する活動
（子どもの登下校時の安全監視など）

自然・環境保護に関する活動
（環境美化、リサイクル活動、

牛乳パックの回収など）

公共施設での活動
（公民館における託児、博物館の展示説明員など）

社会福祉に関する活動
（高齢者や障害者などに対する介護、

身の回りの世話、給食、保育など）

人々の学習活動に関する指導、
助言、運営協力などの活動

（料理、英語、書道など）

国際交流（協力）に関する活動
（通訳、難民援助、技術援助、留学生援助など）

家事や子どもの養育を通じて

保健・医療・衛生に関する活動
（病院ボランティアなど）

町内会などの地域活動
（お祝い事や不幸事などの手伝い、町内会や

自治会などの役員、防犯や防火活動など）

体育・スポーツ・文化に関する活動
（スポーツ・レクリエーション指導、祭り、
学校でのクラブ活動における指導など）

募金活動、チャリティーバザー

青少年健全育成に関する活動
（ボーイスカウト・ガールスカウト活動、

子ども会など）

その他

33.5%
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29.0%
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24.2%
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24.0%

23.1%
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20.9%

20.6%
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27.1%
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23.0%
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22.3%

17.6%
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14.9%
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3.7%
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27.3%
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25.1%

25.1%

22.9%

18.2%

26.0%

23.2%

16.3%

16.3%

4.4%
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全体（N=896）

女性（N=569）

男性（N=319）
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13 今後必要な施策等について 

（１）男女がともに仕事と家庭の両立を実現するために必要なこと 

問 11-1 男女がともに、仕事と家庭の両立を実現するために必要なことは何だと思いますか。 

 （○は３つまで） 

 
男女がともに、仕事と家庭の両立を実現するために必要なことは、「育児休業・介護休業中の代替要員の確

保など、気がねなく制度を利用できる職場環境をつくること」の割合が最も高く 41.6％で、次いで「給与など

に関する男女間格差をなくすこと」（29.7％）、「育児休業・介護休業を利用した者が、職場で不利な扱いを受

けることのない体制をつくること」（26.6％）となっている。 

前回調査と比較すると、「給与などに関する男女間格差をなくすこと」の割合（29.7％）が 12.0ポイント高

くなっている。 

 

図表 男女がともに仕事と家庭の両立を実現するために必要なこと（前回比較） 

 
 

  

育児休業・介護休業中の代替要員の確保など、
気がねなく制度を利用できる職場環境をつくること

給与などに関する男女間格差をなくすこと

育児休業・介護休業を利用した者が、職場で
不利な扱いを受けることのない体制をつくること

女性が働くことに対し、家族や周囲の
理解と協力があること

在宅勤務やフレックスタイム制度、短時間勤務制度
など、柔軟な勤務制度を導入すること

労働時間を短縮すること

パートタイマーや派遣労働者の労働条件を
改善すること

地域の保育施設や、保育時間の延長など
保育内容を充実すること

子育てや介護のために退職した社員を
元の会社で再雇用する制度を導入すること

育児休業・介護休業中の賃金その他の
経済的給付を充実すること

事業所内の保育施設を充実すること

職業上必要な知識・技術など
社員教育が充実すること

その他

無回答
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26.6%

26.3%

23.7%

22.9%

21.1%

18.6%

17.0%

15.2%
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5.4%

1.7%

5.0%

47.0%

17.7%

25.3%

27.9%

20.6%

24.3%

21.0%

27.0%

17.9%

14.0%

15.0%

4.8%

2.0%

4.6%

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 %

R元県調査

（N=1,439）

H26県調査

（N=1,410）
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【男女別】 

男女別にみると、女性は男性に比べて「女性が働くことに対し、家族や周囲の理解と協力があること」の割

合（29.6％）が 8.5 ポイント高く、「給与などに関する男女間格差をなくすこと」の割合（34.6％）が 7.5 ポ

イント低くなっている。 

 

図表 男女がともに仕事と家庭の両立を実現するために必要なこと（男女別） 

 

  

育児休業・介護休業中の代替要員の確保など、
気がねなく制度を利用できる職場環境をつくること

給与などに関する男女間格差をなくすこと

育児休業・介護休業を利用した者が、職場で
不利な扱いを受けることのない体制をつくること

女性が働くことに対し、家族や周囲の
理解と協力があること

在宅勤務やフレックスタイム制度、短時間勤務制度
など、柔軟な勤務制度を導入すること

労働時間を短縮すること

パートタイマーや派遣労働者の労働条件を
改善すること

地域の保育施設や、保育時間の延長など
保育内容を充実すること

子育てや介護のために退職した社員を
元の会社で再雇用する制度を導入すること

育児休業・介護休業中の賃金その他の
経済的給付を充実すること

事業所内の保育施設を充実すること

職業上必要な知識・技術など
社員教育が充実すること

その他

無回答

41.6%

29.7%

26.6%

26.3%

23.7%

22.9%

21.1%

18.6%

17.0%

15.2%

11.9%

5.4%

1.7%

5.0%

43.6%

27.1%

26.0%

29.6%

23.5%

21.6%

22.3%

18.9%

16.9%

15.2%

11.8%

4.9%

1.4%

5.2%

39.1%

34.6%

28.4%

21.1%

24.6%

26.1%

19.3%

18.2%

17.6%

15.9%

12.2%

6.4%

2.1%

2.9%

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 %

全体（N=1,439）

女性（N=903）

男性（N=517）
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（２）女性が職場で活躍するために必要なこと 

問 11-2 女性が職場で活躍するために必要なことは何だと思いますか。（○はいくつでも） 

 
女性が職場で活躍するために必要なことは、「子育て・介護との両立についての職場の支援制度が整ってい

ること」の割合が 68.3％で最も高く、次いで「職場の上司・同僚が、女性が働くことについて理解があるこ

と」（58.0％）、「仕事が適正に評価されること」（50.3％）となっている。 

前回調査と比較すると、「仕事が適正に評価されること」の割合（50.3％）が前回から 6.1 ポイント高くな

っている。 

 

図表 女性が職場で活躍するために必要なこと（複数回答） 

 

  

子育て・介護との両立についての
職場の支援制度が整っていること

職場の上司・同僚が、女性が働くことに
ついて理解があること

仕事が適正に評価されること

職場で長時間労働の必要がないこと、
勤務時間が柔軟であること

仕事の内容にやりがいがあること

組織のトップが女性の活躍の促進に
積極的であること

身近に活躍している女性がいること

その他

無回答

68.3%

58.0%

50.3%

48.6%

35.3%

33.1%

15.0%

2.8%

2.3%

69.6%

61.7%

44.2%

51.4%

35.0%

34.9%

14.7%

2.3%

1.3%

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 % 60 % 70 % 80 %

R元県調査（N=1,439）

H26県調査（N=1,410）
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【男女別】 

男女別にみると、女性は男性に比べて「職場で長時間労働の必要がないこと、勤務時間が柔軟であること」

の割合（53.2％）が 10.8 ポイント高く、そのほか「子育て・介護との両立についての職場の支援制度が整

っていること」（71.0％）、「仕事が適正に評価されること」（52.6％）、「仕事の内容にやりがいがあること」

（38.4％）なども割合が高くなっている。 

 

図表 女性の職場での活躍に必要なこと（男女別） 

 
  

子育て・介護との両立についての
職場の支援制度が整っていること

職場の上司・同僚が、女性が働くことに
ついて理解があること

仕事が適正に評価されること

職場で長時間労働の必要がないこと、
勤務時間が柔軟であること

仕事の内容にやりがいがあること

組織のトップが女性の活躍の促進に
積極的であること

身近に活躍している女性がいること

その他

無回答

68.3%

58.0%

50.3%

48.6%

35.3%

33.1%

15.0%

2.8%

2.3%

71.0%

60.1%

52.6%

53.2%

38.4%

32.3%

13.5%

2.7%

1.3%

64.8%

56.1%

47.6%

42.4%

30.4%

35.2%

18.2%

3.1%

2.3%

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 % 60 % 70 % 80 %

全体（N=1,439）

女性（N=903）

男性（N=517）
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（３）男女がともに活躍できる奈良県にするために、今後行政が力を入れるべきこと 

問 11-3 男女がともに活躍できる奈良県にするために、今後、行政はどのようなことに力を入れていく

べきだと思いますか。（○はいくつでも） 

 
今後行政が力を入れるべきことは、「子育てや介護中であっても仕事が続けられるよう支援する」の割合が

57.3％で最も高く、次いで「子育てや介護等でいったん仕事を辞めた人の再就職を支援する」（48.4％）、「保

育の施設・サービスや放課後児童クラブを充実する」（47.0％）となっている。 

 

 

図表 男女がともに活躍できる奈良県にするために、今後行政が力を入れるべきこと（複数回答） 

 
  

子育てや介護中であっても仕事が続けられるよう
支援する

子育てや介護等でいったん仕事を辞めた人の
再就職を支援する

保育の施設・サービスや放課後児童クラブを充実する

社会の意識改革（『男はこうあるべき、女ならこうすべき』
といった固定的な性別役割分担意識の払しょく）

高齢者等の福祉施設や介護サービスを充実する

企業の意識改革（管理職への女性の登用や、
多様で柔軟な働き方の推進）

男性の積極的な家事・子育て参画の促進

政策決定の場に女性を積極的に登用する

 政治分野や、従来、女性が少なかった分野（研究者等）
への女性の進出等を支援する

その他

特にない

無回答

57.3%

48.4%

47.0%

46.9%

42.7%

38.5%

34.8%

31.5%

19.7%

3.2%

1.5%

1.9%

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 % 60 % 70 %

全体（N=1,439）
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14 自由記述意見 

  

  

男性 女性 不明

奈良県は賃金が低い 0 4 0 4

保育従事者の雇用条件を改善するべきだと思う 0 3 0 3

男女の賃金格差の是正と地位の向上が必要 2 0 0 2

非正規と正規の賃金格差を是正して欲しい 0 2 0 2

育児休暇取得中の社員や高齢者の手当の増額を望む 0 2 0 2

その他、就労環境の整備についてのご意見 1 3 0 4

就労支援 6 子育てが落ち着いた女性が同じ環境で再び働けるよう支援してほしい 1 5 0 6

保育施設やサービスの拡充を求める 3 9 0 12

家事育児介護などの支援サービスの整備を求める 0 2 0 2

その他、保育・介護の充実についてのご意見 0 7 0 7

女性・高齢者・障がい者の雇用を増やして欲しい 1 2 0 3

奈良県内の雇用を増やしてほしい 0 2 0 2

1 2 0 3

男女ともに育児・介護に参加できるような柔軟な労働環境づくりをしてほしい 1 6 0 7

育児・介護休暇をとりやすい職場の雰囲気づくりを求める 1 3 0 4

育児・子育てに理解のある職場環境づくりをして欲しい 0 3 0 3

育児、介護に理解のある職場環境づくりをして欲しい 0 1 0 1

その他、両立支援についてのご意見 0 6 0 6

ＰＴＡ活動が負担になっており、学校行事やＰＴＡ活動自体を見直してほしい 0 2 0 2

個性に基づく社会貢献や社会参加が大切だと思う 1 0 0 1

待機児童の問題を解決してほしい 0 3 0 3

家事・育児・介護など支援の充実を求める 0 3 0 3

その他、子育て支援についてのご意見 1 4 0 5

子育てについて 7 その他、子育てについてのご意見 1 6 0 7

0 5 0 5

女性登用が行き過ぎている 3 0 0 3

企業は女性を採用する意欲が低いと感じる 0 2 0 2

管理職や国会議員などで女性比率を定めるなど、女性管理職登用を推進するべき
である

2 0 0 2

その他、女性登用についてのご意見 7 4 0 11

性別役割分担意識は是正するべきである 0 5 0 5

男性の固定観念が女性の社会進出を阻害している 1 2 0 3

女性は働くよりも子育てに専念するべきだと思う 0 3 0 3

性別役割意識が根強く、長い目で取り組むことが大切 2 0 0 2

その他、性別役割意識についてのご意見 2 8 0 10

女性が活躍できるよう、職場での女性差別の解消を望む 1 2 0 3

男女平等についての教育が必要だと思う 2 1 0 3

その他、人権についてのご意見 2 6 0 8

奈良県は考え方が古い 1 1 0 2

男性の意識改革が必要だと思う 0 2 0 2

その他、男女共同参画についてのご意見 7 15 1 23

アンケートに答えられない・答えにくい 0 5 1 6

アンケート結果を女性活躍推進に役立てて欲しい 1 1 0 2

アンケートの公開方法についてのご意見 1 1 0 2

その他、アンケートについてのご意見 3 3 0 6

男女共同参画推進について行政へのご意見・要望 1 5 0 6

その他、行政へのご意見・ご要望 5 8 0 13

4 14 1 19

意見総数 （216人）　　　235件

16

19

その他のご意見

その他、ワークライフバランスについてのご意見

その他、就労についてのご意見

項目
件
数

主なご意見

3

11

18

23

14

27

性別役割意識

人権尊重

その他

アンケート

行政への要望

男女共
同参画
社会

その他

就業環境
の整備

保育・
介護充実

雇用創出

育児と仕事
の両立支援

地域活動

子育て支援

女性登用
について

件数
男女別

就労

ワーク・
ライフ・

バランス

17

21

5

21



140 

 

  



141 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調 査 票 
  



142 

 

  



143 

 

 

 



144 

 

 

 



145 

 

 

 



146 

 

 

 



147 

 

 

 



148 

 

 

 



149 

 

 

 



150 

 

 

 



151 

 

 

 



152 

 

 

 



153 

 

 

 



154 

 

 

 



155 

 

 

 



156 

 

 

 



157 

 

 

 



158 

 

 

 



159 

 

 

 



 

 

 

 

奈良県女性活躍推進に関する意識調査報告書 

令和２年３月 

編集・発行 奈良県福祉医療部こども・女性局  

 女性活躍推進課 

 〒630-8501 奈良市登大路町 30 

  電話 0742-27-8679 

 


